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BMW の世界へようこそ

BMW Motorrad をご購入いただ
き、 ありがとうございました。
世界中で多くの熱狂的なファンを
持つBMW Motorrad のライダー
の一員となられたことを、心から
歓迎いたします。 あらゆる交通
状況のなかで、 安全にライディ
ングを楽しんでいただくために
は、 購入された車両をよく理解
し、 親しんでいただくことが大
切です。

本書について
新しいBMW モーターサイクルを
使用される前に、 まず本書をお
読みください。 本書には、 BMW
モーターサイクルを操作し、あら
ゆる機能を充分に活かすための
情報が掲載されています。
また、ライダーの安全やモーター
サイクルの信頼性を確保し、愛車
の価値を末永く維持するための
整備と手入れに関する情報が掲
載されています。

修理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要な前提条件になり
ます。
将来、 もしご使用のBMW モー
ターサイクルを売却される場合
には、本書も一緒にお渡しくださ
いますようお願いいたします。
本書は、 本車両にとって重要な
構成部品のひとつです。

お問い合わせ
本車両について疑問に思われる
ことが生じたり、 アドバイス
が必要になられた場合には、
BMW Motorrad ディーラーのス
タッフにお気軽にお問い合わせ
ください。

BMW と共に、 安全で快適なライ
ディングをお楽しみください。

BMW Motorrad

01 40 9 899 568

*01409899568*
*01409899568*
*01409899568*
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全体図
本書の第 2 章には、 ご使用にな
られるモーターサイクルの全体図
があります。「サービス」 の章に
は、実施されたメインテナンスお
よび修理作業がすべて記録され
ます。 保証期間が満了した後で
修理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要条件になります。
Rider's Manual は、モーターサイ
クルにとって重要な構成部品の
ひとつです。 将来、 もしご使用
の BMW モーターサイクルを売
却される場合には、 本書も一緒
にお渡しくださいますようお願
いいたします。

記号と意味
注意 リスクレベルの低い危
険にさらされます。 回避し

ないことにより、 軽度または中
程度の怪我や損傷に至るおそれ
があります。

警告 リスクレベルが中程
度の危険にさらされます。

回避しないことにより、 死亡ま
たは重傷を負ったり、 重度の損
傷に至るおそれがあります。

危険 リスクレベルの高い危
険にさらされます。 回避し

ないことにより、 死亡または重
傷を負ったり、 重度の損傷に至
ります。

重要事項 特別な注意事項お
よび予防処置。 回避を怠る

と車両や装備品の損傷を招き、
保証の対象外になる可能性があ
ります。

注意事項 モーターサイクル
の制御、 点検、 調整などの

手順に関する個々の情報と、お手
入れについての一般的な情報を
示します。

注意事項の末尾を示しま
す。

作業内容の指示を示しま
す。

作業の結果を示します。

説明のある参照ページを
示します。

アクセサリーや装備に関
する情報の末尾を示しま
す。

締付けトルク。

仕様（諸元）。

LA 国別仕様。

OE オプション装備。
BMW Motorrad オプ
ション装備は、モーター
サイクルの製造時に工場
で装着されます。
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OA アクセサリー。
BMW Motorrad アクセ
サリーのご購入および取
り付けにつきましては、
BMW Motorrad ディー
ラーにて承ります。

EWS 電子式イモビライザ
ー。

DWA 盗難警報装置。

ABS アンチロックブレーキシ
ステム。

DDC ダイナミックダンピング
コントロール。

DTC ダイナミックトラクショ
ンコントロール。

装備
BMW モーターサイクルのご購
入に際しましては、 それぞれお
選びいただいたご希望の装備が
装着されたモデルとなっていま

す。 この Rider's Manual では、
BMW が提供しているオプショ
ン（OE） および一部のアクセサ
リー（OA）について説明されてい
ます。 そのため、 ご使用のモー
ターサイクルには装着されていな
い装備についての説明が含まれ
ている場合がございますことを
ご了承ください。 同様に、 国別
の仕様により、 図示されている
モーターサイクルと異なる場合
があります。
記載されていない装備がご使用
のモーターサイクルに装備され
ている場合は、 個別の説明書の
記載をご参照ください。

テクニカルデータ
本書に掲載されている寸法、 重
量、性能に関する情報はすべて、
DIN（ドイツ工業規格） およびそ
の許容差規定に基づいて表記さ
れています。
本取扱説明書のテクニカルデー
タと仕様は基準として参照して
ください。 選択されたオプショ

ン装備、国別仕様または各国の測
定方法などの理由により、 モデ
ル別のデータは本書と異なるこ
とがあります。 詳細なデータは
自動車登録証と車両の注意書を
ご覧になるか、 BMW Motorrad
ディーラーまたはその他の認定
サービスパートナーあるいは専
門の整備工場にお問い合わせく
ださい。 車検証のデータが常に
この取扱説明書のデータより優
先されます。

本書の記述について
BMW Motorrad の高い安全性お
よび品質は、 デザイン、 装備、
アクセサリーに関する絶え間な
い開発によって支えられていま
す。 そのため、 本書の記述が
実際のモーターサイクルとは異
なる場合があります。 また、
BMW Motorrad はそのような誤
りを完全に排除することはでき
ません。 したがって、 記載内容
や図、 説明について責任を負い
かねる場合がありますことをご
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理解くださいますようお願い申
し上げます。

補足情報
BMW Motorrad ディーラー
BMW Motorrad ディーラーはい
つでもご質問にお答えします。

インターネット
車両の Rider's Manual、アクセサ
リーの操作および取付説明書、
技術などBMW Motorrad に関す
る一般的な情報は、 www.bmw-
motorrad.com/serviceから入手
することができます。

認証および運転許可
車両の認証およびアクセサ
リーに対する官庁の使用許可
は、www.bmw-motorrad.com/
certificationから確認すること
ができます。

データ保存
全般
車両にはコントロールユニット
が取り付けられています。 コン
トロールユニットは、 データを
車両センサーから受信したり、
自身で生成または交換するなど
の処理を行います。 いくつかの
コントロールユニットは車両の
安全機能に必須であったり、ドラ
イビングアシスタントシステム
などのように走行をサポートし
たりします。 さらにコントロー
ルユニットはコンフォート機能
やインフォテイメント機能を可
能にします。
保存または転送されたデータの
取り扱いに関する情報は、 車両
メーカーの個別カタログなどで
得ることができます。

個人特定
各車両には一義的な車両識別番
号が付けられています。 国に応
じて、 車両識別番号、 ライセン

スナンバープレートおよび該当官
庁により車両所有者を特定する
ことができます。 さらに、 使用
した ConnectedDrive ユーザーア
カウントなどにより車両で集め
られたデータによってもドライ
バーや車両所有者を特定するこ
とができます。

データ保護法
車両使用者は有効なデータ保護法
にしたがい、メーカーや個人デー
タを収集または処理する企業に
対して特定の権利を有します。
車両使用者は、 車両使用者の個
人データを保存する機関に対し
て無償および包括的な情報開示
請求権を有します。
この機関とは次のようなものが
あります ：

車両メーカー
認定サービスパートナー
専門の整備工場
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サービスプロバイダー

車両使用者はどの個人情報が保
存され、 どのような目的でその
データが利用され、 どこに由来
するのか、 についての情報を請
求することができます。 これら
の情報を請求するには、 所有ま
たは使用証明が必要です。
情報開示請求は他の企業や機関
に転送されたデータに関する情
報も含みます。
車両メーカーのウェブページに
は、 有効なデータ保護に関する
注意事項が記載されています。
このデータ保護に関する注意事
項には、データの削除や訂正を行
う権利についての情報も含まれ
ます。 車両メーカーはインター
ネットでも、連絡先データやデー
タ保護委託会社の問い合わせ先
を記載しています。
車両所有者はBMW Motorrad
ディーラーまたはその他の認定
サービスパートナー、 専門の整
備工場において車両に保存され

たデータを有償で読み出すこと
ができます。
車両データの読み出しは、法的に
定められた車載コンピューター
診断装置（OBD） 用ソケットから
行います。

データ開示請求のための法的要件
車両メーカーは有効な法の範囲
内で、保存されているデータを官
庁に提供する義務があります。
必要範囲のデータ提供は、 犯罪
証明など個別のケースで行われ
ます。
国の機関は有効な法の範囲内で、
個別のケースにおいてその機関
でデータを車両から読み出す権
利を有します。

車両の作動データ
車両を作動させる際、コントロー
ルユニットがデータを処理しま
す。
例えば以下が含まれます ：

ホイール回転数やホイール速
度、 動作遅延などの車両や個
別コンポーネントのステータス
メッセージ
温度などの環境状況

処理データは車内でのみ処理さ
れ、 通常は揮発性データです。
このデータは作動時間外にはメ
モリーされません。
コントロールユニットなどの電
子部品は、 技術情報を保存する
ためのコンポーネントを含みま
す。 これは車両状態や部品への
負荷、 イベント、 エラーに関す
る情報を一時的または長期的に
メモリーすることができます。
これらの情報は一般に、以下のよ
うなコンポーネント、 モジュー
ル、 システム、 および環境の状
態を示すものです ：

システムコンポーネントの作動
状態、例えば充填レベル、タイ
ヤ空気圧など。
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重要なシステムコンポーネント
の機能異常、故障、例えばライ
トおよびブレーキ
特別な走行状況での車両の反
応、例えばドライビングスタビ
リティコントロールの作動
車両損傷の状況に関する情報

これらのデータはコントロールユ
ニット機能の実行に必要です。
さらにこれらのデータは機能不
良の検出と解消、 車両メーカー
による車両機能の最適化に使用
されます。
これらのデータの大部分は揮発性
であり、車両自体でのみ処理され
ます。 一部のデータのみ、 状況
に応じてイベントまたはディフェ
クトメモリーに保存されます。
例えば修理作業、サービスプロセ
ス、保証、品質保証などでサービ
ス業務が要求される場合、 車両
からこれらの技術的な情報と車
両識別番号を読み出すことがで
きます。

情報の読出しはBMW Motorrad
ディーラーまたはその他の認定
サービスパートナーあるいは専
門の整備工場で行うことができ
ます。 読出しには、 法律で規定
された車載コンピューター診断
装置（OBD） 用ソケットを使用し
ます。
データはサービスネットワーク
の各拠点で集計、 処理、 利用さ
れます。 このデータは車両の技
術的な状態を記録し、 故障の発
見や補償義務および品質改善の
遵守のために使用されます。
さらにメーカーは製造物責任法に
より製品監視義務を担っていま
す。 この義務を果たすために、
車両メーカーは車両からの技術的
なデータを必要とします。 これ
に加えて、 車両からのデータは
顧客からの補償および保証要求
の検査にも使用されます。
車両のエラーおよびイベントメモ
リーは、 BMW Motorrad ディー
ラーまたはその他の認定サービ
スパートナーあるいは専門の整

備工場において修理またはサー
ビス作業の範囲でリセットする
ことができます。

データ入力と車両へのデータ転送
全般
装備に応じて、 コンフォート設
定および個人設定を車両にメモ
リーし、 いつでも変更すること
ができます。
例えば以下が含まれます ：

サスペンション設定

例えばスマートフォンを介して、
データを車両のエンターテイメ
ントおよび通信システムに送信
することができます。
これは装備に応じて異なります ：

再生用音楽などのマルチメディ
アデータ
ナビゲーションシステムまたは
内蔵のナビゲーションシステム
と接続して利用されるアドレス
帳データ
入力された目的地
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インターネットサービスの利
用に関するデータ。 これらの
データは車両にローカルでメ
モリーすることができます。
あるいはスマートフォン、
USB メモリー、 MP3 プレー
ヤーなど、車両と接続された機
器に入っています。 これらの
データを車両にメモリーした場
合は、いつでも削除することが
できます。

これらのデータを第三者へ転送
することは、 オンラインサービ
スの利用の枠組みにおいて個人
の希望に基づいてのみ行われま
す。 これはサービス利用時の希
望設定によって異なります。
モバイル端末機器の接続
装備に応じて、スマートフォンな
ど、車両と接続されたモバイル端
末機器を車両の操作エレメントに
より制御することができます。
その場合、 モバイル端末機器の
画像と音声をマルチメディアシ
ステムを介して出力することが
できます。 同時に、 モバイル端

末機器に特定の情報が伝送され
ます。 接続方式によって、 位置
データとその他の一般車両情報
などがこれに含まれます。 これ
により、 ナビゲーションや音楽
再生など、 選択したアプリを最
適に利用することができます。
その他のデータ処理の方式は、
使用される各アプリのプロバイ
ダーによって規定されます。
可能な設定の範囲は、 各アプリ
とモバイル端末機器のオペレー
ティングシステムにより異なり
ます。

サービス
全般
車両が無線ネットワークを使用
する場合、車両とその他のシステ
ム間でのデータ交換が可能とな
ります。 無線ネットワークは、
車両固有の送受信ユニットによ
り、 または個人的に使用するス
マートフォンなどのモバイル端
末機器を介して実現されます。
この無線ネットワークを介してい

わゆるオンライン機能を利用す
ることができます。 これには、
車両メーカーまたは他のプロバ
イダーによって提供されるオン
ラインサービスやアプリが含ま
れます。
自動車メーカーのサービス
自動車メーカーのオンラインサー
ビスの場合、各機能の説明は取扱
説明書やメーカーのウェブペー
ジなど適切な箇所にあります。
そこには、 関連するデータ保護
法の情報も記載されています。
オンラインサービスを利用する
際には、個人に関するデータが使
用されることがあります。 デー
タ交換は、 例えば車両メーカー
の専用 IT システムとの安全な接
続を介して行われます。
サービス提供の範囲を超える個
人データの収集、処理、利用は、
法律による許可、契約による取決
め、または同意に基づいてのみ行
われます。 また、 全てのデータ
接続をオンまたはオフにするこ
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ともできます。 法で定められた
機能については除外されます。
他のプロバイダーのサービス
他のプロバイダーのオンライン
サービスを利用する場合、 これ
らのサービスは該当するプロバ
イダーの責任ならびにデータ保
護および利用条件に従うことに
なります。 その際に交換される
内容に対し、 車両メーカーは何
ら影響を与えません。 第三者の
サービス範囲における個人デー
タの収集および処理の方法、 範
囲、目的についての情報は、該当
するサービスプロバイダーにお
問い合わせください。
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全体図

左側面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
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左側面
1 Dynamic Damping

Control (DDC) OE 非装備
フロントホイールのリバウ
ンドダンピングを調整す
る ( 98)。
フロントホイールのスプリ
ングプリロードを調整す
る ( 94)。

Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備

フロントホイールのコンプ
レッションダンピングを調
整する ( 98)。

2 Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備

リヤホイールのコンプレッ
ションダンピングを調整す
る ( 99)。

Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備

スプリングプリロード
を調整する（リヤホイー
ル） ( 95)。

Dynamic Damping
Control (DDC) OE 装備

スプリングプリロード
を調整する（リヤホイー
ル） ( 96)。

3 リヤセクションカバーの
ロック ( 66)
シートロック ( 67)

4 タイヤ充填圧表
積載荷重一覧
チェーン調整値

5 Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備

リヤホイールのリバウ
ンドダンピングを調整す
る ( 100)。

6 ステアリングダンパーを調
整する ( 93)
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右側面
1 リヤブレーキフルードリ

ザーバータンク ( 165)
2 車両識別番号（ステアリン

グヘッドベアリングのとこ
ろ）
タイププレート（ステアリ
ングヘッドベアリングのと
ころ）

3 フロントブレーキフルード
リザーバータンク ( 165)

4 クーラントレベルを点検す
る ( 168)

5 エンジンオイルレベル表
示 ( 161)

6 オイル注入口 ( 163)
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シート下
1 バッテリー ( 182)
2 Rider's Manual
3 ツールキット ( 158)
4 診断コネクター ( 186)
5 ヒューズ ( 185)
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左コンビネーションスイッ
チ
1 DTC を OFF に す

る ( 55)
2 ハイビームヘッドライトと

パッシングライト ( 53)
3 クルーズコントロール OE

装備
クルーズコントロールを
ON にする ( 58)。

4 ハザードランプ ( 53)
5 走行モードPro OE 装備

DTC 調整する ( 131)。
6 ウインカー ( 54)
7 ホーン
8 Multi-Controller

操作エレメント ( 71)
9 モメンタリボタンMENU

( 71)
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右コンビネーションスイッ
チ
1 グリップヒーター OE 装

備
グリップヒーター ( 65)

2 走行モード ( 56)
3 イグニッションキルスイッ

チ ( 51)
4 スターターボタン

エン ジ ン を 始 動 す
る ( 110)。
ローンチコントロールによ
るレーススタート ( 128)
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メーターパネル
1 表 示 灯 お よ び 警 告

灯 ( 24)
2 シフトポイント用フラッ

シュ ( 114)
3 TFT ディスプレイ ( 25)

( 27)
4 DWA LED

盗難防止装置 (DWA) OE

装備
アラーム信号 ( 64)

5 フォトダイオード（メー
ターパネルライトの輝度調
整用）
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表示

表示灯および警告灯 . . . . . . . . . . . . . . . . 24

TFT ディスプレイのPure Ride
ビュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25

TFT ディスプレイのメニュー
ビュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27

警告表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28
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表示灯および警告灯
1 左側ウインカー

ウインカーを操作す
る ( 54)。

2 ハイビームヘッドライ
ト ( 53)

3 ジェネラル警告灯 ( 28)
4 右側ウインカー
5 - 欧州輸出品 LA

排気ガス警告灯
6 DTC ( 43)
7 ABS ( 141)
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TFT デ ィ ス プ レ イ
のPure Ride ビュー
1 Hill Start Control ( 45)
2 エン ジ ン 回 転 数 表

示 ( 77)
3 スピード表示
4 ライダー情報ステータス

バー ( 75)
5 クルーズコントロール OE

装備
クルーズコントロールを
ON にする ( 58)。

6 RACE PRO ドライビング
モード

走行モードPro OE 装備
レーシングコース用設
定 ( 127)

7 道路標識認識をオンまたは
オフにする ( 77)。

走行モードPro OE 装備
DTC 調整する ( 131)。

8 走行モード ( 56)
9 シフトアップ推奨 ( 78)
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10 シフト表示、 ニュートラ
ル位置で「N」（アイドリン
グ） が表示されます。

11 Time ( 79)
12 接続ステータス ( 81)
13 ミュートスイッチ ( 78)
14 操作ヘルプ
15 グリップヒーターレベ

ル ( 65)
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TFT ディスプレイのメ
ニュービュー
1 Hill Start Control ( 45)
2 スピード表示
3 クルーズコントロール OE

装備
クルーズコントロールを
ON にする ( 58)。

4 道路標識認識をオンまたは
オフにする ( 77)。

走行モードPro OE 装備
DTC 調整する ( 131)。

5 RACE PRO ドライビング
モード

走行モードPro OE 装備
レーシングコース用設
定 ( 127)

6 走行モード ( 56)
7 ライダー情報ステータス

バー ( 75)
8 シフトアップ推奨 ( 78)
9 シフト表示、 ニュートラ

ル位置で「N」（アイドリン
グ） が表示されます。
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10 Time
11 接続ステータス
12 ミュートスイッチ ( 78)
13 操作ヘルプ
14 グリップヒーターレベ

ル ( 65)
15 メニュー範囲

警告表示
表示
警告は対応する警告灯により表
示されます。
警告はジェネラル警告灯と TFT
ディスプレイのダイアログ画面
の組み合わせで表示されます。
警告の緊急性に応じて、 ジェネ
ラル警告灯が黄または赤に点灯
します。

ジェネラル警告灯が、 警告
の緊急度に応じて表示され

ます。
以降のページに警告表示の一覧
があります。

チェックコントロール表示
ディスプレイのメッセージには
複数の異なる表示方法がありま
す。 優先度に応じて異なる色と
記号が使用されます ：

緑色の CHECK OK 1：メッ
セージなし、 値は最適。
白い円と小さな「i」 2：情報。
黄色の三角表示 3：警告メッ
セージ、 値が最適範囲から逸
脱。
赤い三角表示 3：警告メッセー
ジ、 値が限界に到達
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値の表示
アイコン 4 には複数の異なる
表示方法があります。 評価に応
じて異なる色が使用されます。
数値 8 と単位 7 の代わりに、
テキスト 6 も表示されます ：
アイコンの色

緑 ：(OK) 現在の値は最適。
青 ：(Cold!) 現在の温度は低す
ぎる。
黄 ：(Low! / High!) 現在の値は
低すぎるか高すぎる。
赤 ：(Hot! / High!) 現在の温度
または値は高すぎる。
白 ：(---) 有効な値なし。 値の代
わりに線 5 が表示されます。

注意事項

個々の値の評価の一部は、 一定
の走行時間または速度を超えて
初めて可能になります。 測定条
件が満たされていないために測
定値が表示可能になっていない
場合は、 値の代わりにプレース
ホルダーとして線が表示されま
す。 有効な測定値がない間は、
色付きアイコンの形式での評価
も行われません。

チェックコントロールダイアロ
グ画面
メッセージはチェックコントロー
ルダイアログ画面 1 として通知
されます。

同じ優先度のチェックコント
ロールメッセージが複数ある場
合、メッセージは発生した順序
で切り替わりながら、了承確認
するまで表示され続けます。
アイコン 2 が有効表示されて
いる場合、 マルチコントロー
ラーを左に傾けて了承確認する
ことができます。
チェックコントロールメッセー
ジは状況によって変化しなが
ら、メニューMy vehicle のペー
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ジに追加タブとして添付されま
す ( 73)。 故障が存在してい
る間は、メッセージを再度呼び
出すことができます。
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警告表示一覧
インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

が黄色で表示され
ます。

車両電装システム電圧不足 ( 37)

Vehicle voltage low.

ジェネラル警告灯
（赤） が点灯しま
す。

が赤で表示されま
す。

ボードエレクトリック電源電圧が臨界に
達している ( 37)

Vehicle voltage
critical!

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

故障したライトバ
ルブが表示されま
す。

ライトバルブの故障 ( 38)

Alarm system
battery weak.

DWA バッテリーが弱っている ( 38)

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

Alarm system
battery empty.

DWA バッテリーが空になってい
る ( 39)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

ジェネラル警告灯
（赤） が点灯しま
す。

Coolant
temperature too
high!

クーラント温度が高すぎる ( 39)

排気ガス警告灯が
点灯します。

Engine! 排気ガス警告 ( 40)

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

No communication
with engine control.

エンジンコントロール機能停止 ( 40)

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

Fault in the engine
control.

エンジンがエマージェンシーモードに
なっている ( 40)

ジェネラル警告灯
（黄） が点滅しま
す。

Serious fault in the
engine control!

エンジン制御の重度の故障 ( 41)

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

Drop sensor faulty. 転 倒 検 知 セ ン サ ー が 故 障 し て い
る ( 41)

Engine start not
possible.

車両の転倒 ( 41)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

Side stand
monitoring faulty.

サイドスタンドモニター故障 ( 41)

ABS インジケー
ター／警告灯が点
滅します。

ABS 自 己 診 断 が 終 了 し て い ま せ
ん ( 42)

ABS インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

ABS が OFF になっている ( 42)

ABS インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

Limited ABS
availability!

ABS 故障 ( 42)

ABS インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

ABS failure! ABS 機能停止 ( 42)

ABS インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

ABS Pro failure! ABS Pro 機能停止 ( 43)

DTC インジケー
ター／警告灯が高
速で点滅します。

DTC 介入 ( 43)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

DTC インジケー
ター／警告灯が低
速で点滅します。

DTC 自己診断が終了していない ( 43)

DTC インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

Off! DTC が OFF になっている ( 43)

Traction control
deactivated.

DTC インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

Traction control
failure!

DTC 故障 ( 44)

DTC インジケー
ター／警告灯が点
灯します。

Traction control
limited!

DTC の使用に制限 ( 44)

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

Spring strut
adjustment faulty!

DDC 故障 ( 45)

リザーブ容量に達
しました。 近いう
ちにガソリンスタ
ンドに向かってく
ださい

燃 料 が リ ザ ー ブ 容 量 に 達 し て い
る ( 45)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

緑色の停止アイ
コンが表示されま
す。

Hill Start Control オン ( 45)

黄色い停止アイコ
ンが点滅します。

Hill Start Control は自動でオフ ( 46)

線で消された停止
アイコンが表示さ
れます。

Hill Start Control 作動不可 ( 46)

シフト表示が点滅
します。

ギア未学習 ( 46)

左フラッシャーコ
ントロールライ
トが緑に点滅しま
す。

ハ ザ ー ド ラ ン プ は ON の 状 態 で
す ( 46)

右フラッシャーコ
ントロールライ
トが緑に点滅しま
す。
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

シフトポイント
用フラッシュが点
灯または点滅しま
す。

Launch Control not
av. Clutch too hot.
が表示されます。

ローンチコントロールが使用できる状態
になっていない ( 47)

が白で表示されま
す。

サービス期限 ( 47)

Service due!

ジェネラル警告灯
（黄 /橙） が点灯し
ます。

が黄色で表示され
ます。

サービス時期を過ぎている ( 47)

Service overdue!
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車両電装システム電圧不足
ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

が黄色で表示されます。

Vehicle voltage low. Switch
off unnecessary consumers.

警告

車両システムの機能停止
事故の危険

走行を続けないでください。

バッテリーを充電できません。
走行を続行する際は、 車両エレ
クトロニクスはバッテリーを放
電します。

注意事項

12 V バッテリーの取り付け方が
不適切であるか、（ジャンプス
タートなどで）端子を取り違える
と、 ジェネレーターレギュレー

ターのヒューズが溶断する可能
性があります。

考えられる原因:
ジェネレーターまたはジェネレー
ター駆動部の故障、バッテリーの
故障、 またはジェネレーターレ
ギュレーターのヒューズが溶断
している。

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ボードエレクトリック電源電
圧が臨界に達している

ジェネラル警告灯（赤）が点
灯します。

が赤で表示されます。

Vehicle voltage critical!
Consumers have been

switched off. Check battery
condition.

警告

車両システムの機能停止
事故の危険

走行を続けないでください。

バッテリーを充電できません。
走行を続行する際は、 車両エレ
クトロニクスはバッテリーを放
電します。

注意事項

12 V バッテリーの取り付け方が
不適切であるか、（ジャンプス
タートなどで）端子を取り違える
と、 ジェネレーターレギュレー
ターのヒューズが溶断する可能
性があります。

考えられる原因:
ジェネレーターまたはジェネレー
ター駆動部の故障、バッテリーの
故障、 またはジェネレーターレ
ギュレーターのヒューズが溶断
している。
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で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ライトバルブの故障
ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

故障したライトバルブが表
示されます:

High beam faulty!

Front left turn indicator
faulty! またはFront right

turn indicator faulty!

Low-beam headlight faulty!

Front side light faulty!

Tail light faulty!

Brake light faulty!

Rear left turn indicator
faulty! またはRear right

turn indicator faulty!

Number plate light faulty!

Have it checked by a specialist
workshop.

警告

車両バルブ機能停止による道路
交通での車両の見過ごし
安全に関わる危険

故障したライトバルブはでき
るかぎり早く交換してくださ
い。 この件につきましては、
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

考えられる原因:
一つ以上の照明手段が故障して
いる。

目視点検で故障している照明手
段を特定します。
LED 照明手段を一式交換し
てください。 そのためには
専門の整備工場に、 できれ
ばBMW Motorrad ディーラー
にお問い合わせください。

考えられる原因:
コネクターを外します。

分離されたコネクターを見つけ
ます。
分離されたコネクターを接続し
ます。

DWA バッテリーが弱ってい
る

盗難防止装置 (DWA) OE 装備

Alarm system battery weak.
No restrictions. Make

an appointment at a specialist
workshop.
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注意事項

このエラーメッセージは、 短時
間、 Pre-Ride-Check（走行前点
検） の直後にのみ表示されま
す。

考えられる原因:
DWA バッテリーがフル充電され
ていません。 DWA の機能が保証
されるのは、 バッテリーのター
ミナルを外している場合、 ごく
限られた時間内のみです。

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

DWA バッテリーが空になっ
ている

盗難防止装置 (DWA) OE 装備

ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

Alarm system battery
empty. No independent

alarm. Make an appointment at a
specialist workshop.

注意事項

このエラーメッセージは、 短時
間、 Pre-Ride-Check（走行前点
検） の直後にのみ表示されま
す。

考えられる原因:
DWA バッテリーが充電されてい
ません。 DWA の機能は、 バッテ
リーのターミナルを外している
場合、 保証されません。

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

クーラント温度が高すぎる
ジェネラル警告灯（赤）が点
灯します。

Coolant temperature too
high! Check coolant level.

Continue under part. load to cool
down.

重要事項

オーバーヒートしているエンジ
ンでの走行
エンジンの損傷

必ず下記の処置を順守してくだ
さい。

考えられる原因:
クーラントレベルが低すぎま
す。

クーラントレベルを点検す
る( 168)。

クーラントレベルが低すぎる場
合 ：

エンジンを冷まします。
ク ー ラ ン ト を 補 充 し ま
す( 168)。
専門の整備工場で冷却システ
ムの点検を受けてください。
BMW Motorrad パートナーが
最も信頼できます。
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考えられる原因:
クーラント温度が高すぎます。

可能であれば、エンジンを冷ま
すためにパーシャルロード域で
走行してください。
クーラント温度が頻繁に高くな
りすぎる場合には、できるかぎ
り早くBMW Motorrad ディー
ラーに故障の修理を依頼してく
ださい。

排気ガス警告
排気ガス警告灯が点灯しま
す。

Engine! Have it checked by
a specialist workshop.

考えられる原因:
エンジンコントロールユニット
が、 有害物質の排出に作用する
故障を診断しました。

BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

走行を続行することは可能で
す。 ただし、 有害物質の排出
規定値を超えています。

エンジンコントロール機能停
止

ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

No communication with
engine control. Multiple

sys. affected. Ride carefully to
the next specialist workshop.

エンジンがエマージェンシー
モードになっている

ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

Fault in the engine control.
Riding at mod. speed pos.

Ride carefully to next specialist
workshop.

警告

エンジンのエマージェンシーモー
ドにおける特殊な走行特性
事故の危険

急激な加速や追い越しは避けて
ください。

考えられる原因:
エンジンコントロールユニット
に故障が発生しています。 最悪
の場合、 エンジンが停止し、
その後始動できなくなります。
その他の場合には、 エンジンは
エマージェンシーモードで作動
します。

走行を続けることは可能です
が、通常どおりのエンジン性能
の発揮や回転数域に達するこ
とはできないおそれがありま
す。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。
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エンジン制御の重度の故障
ジェネラル警告灯（黄）が点
滅します。

Serious fault in the engine
control! Riding at mod.

speed pos. Damage possible.
Have checked by workshop.

警告

エマージェンシーモードでのエ
ンジンの損傷
事故の危険

低速で走行し、急激な加速や追
い越しは避けてください。
可能であれば車両の回収を依頼
し、専門の整備工場に、出来れ
ばBMW Motorrad ディーラー
に故障の修理を依頼してくださ
い。

考えられる原因:
エンジンマネジメントシステムが
重度の不具合につながるおそれ
が不具合を検出しました。 エン

ジンはエマージェンシーモード
にあります。

走行を続行することは可能です
が、 推奨されません。
高負荷高回転数域での走行
は、できるかぎり避けてくださ
い。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

転倒検知センサーが故障して
いる

ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

Drop sensor faulty. Have
it checked by a specialist

workshop.

考えられる原因:
転倒検知センサーが機能してい
ません。

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

車両の転倒
Engine start not possible.
Straighten up motorbike.

Switch ignition off/on. Start
engine.

考えられる原因:
転倒検知センサーが転倒を検知
し、エンジンを停止させました。

車両をまっすぐに立てます。
イグニッションを OFF にし
た後、 再度 ON にするか、
イグニッションキルスイッチ
を ON にし、 再度 OFF にしま
す。

サイドスタンドモニター故障
Side stand monitoring
faulty. Onward journey

possible. Engine stop. when
stationary! Have checked by
workshop.
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考えられる原因:
サイドスタンドスイッチまたは
その配線が損傷しています。

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

ABS 自己診断が終了してい
ません

ABS インジケーター／警告
灯が点滅します。

考えられる原因:

ABS 自己診断が終了して
いません

自己診断が終了していないた
め、 ABS 機能を使用できませ
ん。 (ホイールセンサーを点検
するには、 モーターサイクル
が最低速度に達する必要があ
ります ：min 5 km/h)
ゆっくりと発進します。 自己
診断が終了するまで ABS 機能
が使用できないことに注意して
ください。

ABS が OFF になっている
ABS インジケーター／警告
灯が点灯します。

考えられる原因:
ABS システムは、 ライダーによ
り OFF にされました。

ABS 機 能 を ON に す
る( 142)。

ABS 故障
ABS インジケーター／警告
灯が点灯します。

Limited ABS availability!
Riding at mod. speed pos.

Ride carefully to next specialist
workshop.

考えられる原因:
ABS コントロールユニットが
故障を検知しました。 パーシャ
リーインテグラルブレーキングお
よびDynamic Brake Control 機能
が機能停止しています。 ABS 機
能は制限付きで使用可能です。

走行を続行することは可能で
す。 ABS のエラーメッセージ
を引き起こす可能性のある特別
な状況については、詳細情報を
ご確認ください ( 147)。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ABS 機能停止
ABS インジケーター／警告
灯が点灯します。

ABS failure! Riding at mod.
speed pos. Ride carefully

to next specialist workshop.

考えられる原因:
ABS コントロールユニットが故
障を検知しました。 ABS 機能は
使用できません。

走行を続行することは可能で
す。 ABS のエラーメッセージ
を引き起こす可能性のある特別
な状況については、詳細情報を
ご確認ください ( 147)。
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で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ABS Pro 機能停止
ABS インジケーター／警告
灯が点灯します。

ABS Pro failure! Riding
at mod. speed pos. Ride

carefully to next specialist
workshop.

考えられる原因:
ABS Pro コントロールユニッ
トが故障を検知しました。
ABS Pro 機能は使用できませ
ん。 ABS 機能は引き続き使用で
きます。 ABS は直進走行でのブ
レーキでのみサポートを行いま
す。

走行を続行することは可能で
す。 ABS Pro のエラーメッ
セージを引き起こす可能性
のある特別な状況について

は、 詳細情報をご確認くださ
い ( 147)。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

DTC 介入
DTC インジケーター／警告
灯が高速で点滅します。

DTC がリアホイールの不安定な
状態が迫っていることを検知し、
トルクを制限します。 インジ
ケーター／警告灯は、 DTC の介
入よりも長く点滅し続けます。
これにより、厳しい走行状態の後
でも、 ライダーは制御が正常に
行われた旨のフィードバック表
示を目にすることができます。

DTC 自己診断が終了してい
ない

DTC インジケーター／警告
灯が低速で点滅します。

考えられる原因:

DTC 自己診断が終了し
ていません

自己診断が終了していないた
め、 DTC 機能を使用できませ
ん。 (ホイール回転数センサー
の点検を行うには、 モーター
サイクルがエンジン作動状態
で最低速度に達していなけれ
ばなりません ：min 5 km/h)
ゆっくりと発進します。 自己
診断が終了するまでDTC 機能
が使用できないことに注意して
ください。

DTC が OFF になっている
DTC インジケーター／警告
灯が点灯します。

Off!

Traction control
deactivated.
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考えられる原因:
DTC システムは、 ライダーに
よって OFF にされました。

DTC を ON にする( 55)。

DTC 故障
DTC インジケーター／警告
灯が点灯します。

Traction control failure!
Riding at mod. speed pos.

Ride carefully to next specialist
workshop.

考えられる原因:
DTC コントロールユニットが故
障を検知しました。

重要事項

コンポーネントの損傷
センサーなどの故障、 それに起
因する機能不良

ライダーまたはリアシートの下
に物を搬送しないようにしま
す。

ツールキットをロックしま
す。

角速度センサーを損傷しないよ
うにします。
DTC 機能が使用できない、
または機能の使用に制限がある
ことに注意してください。
走行を続行することは可能で
す。 DTC のエラーを引き起こ
す可能性のある状況について
は、 詳細情報をご確認くださ
い ( 150)。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

DTC の使用に制限
DTC インジケーター／警告
灯が点灯します。

Traction control limited!
Riding at mod. speed pos.

Ride carefully to next specialist
workshop.

考えられる原因:
DTC コントロールユニットが故
障を検知しました。

重要事項

コンポーネントの損傷
センサーなどの故障、 それに起
因する機能不良

ライダーまたはリアシートの下
に物を搬送しないようにしま
す。
ツールキットをロックしま
す。

角速度センサーを損傷しないよ
うにします。
DTC 機能の使用に制限がある
ことに注意してください。
走行を続行することは可能で
す。 DTC のエラーを引き起こ
す可能性のある状況について
は、 詳細情報をご確認くださ
い ( 150)。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
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故障の修理を依頼してくださ
い。

DDC 故障
Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

Spring strut adjustment
faulty! Riding at mod.

speed pos. Ride carefully to next
specialist workshop.

考えられる原因:
DDC コントロールユニットが故
障を検知しました。

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。
この状態にあるモーターサイク
ルでは、ショックアブソーバー
が極めて硬くなっている可能性
があり、特に悪路では乗り心地
が不快になります。

考えられる原因:
DDC センサーエラーが検知され
た。

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。
セミアクティブ機能がオフに
なっている。

燃料がリザーブ容量に達して
いる

リザーブ容量に達しまし
た。 近いうちにガソリンス

タンドに向かってください。

警告

燃料不足による不規則なエンジ
ン回転またはエンジン停止
触媒コンバーターの損傷、 事故
を起こす危険

フューエルタンクを空にしない
でください。

考えられる原因:
フューエルタンクには、 リザー
ブ用フューエルがまだ最大容量
入っています。

フューエルリザーブ容量

約 4 l
給油( 118)。

Hill Start Control オン
緑色の停止アイコンが表示
されます。

考えられる原因:
ドライバーがHill Start Control
( 155) を作動させました。

Hill Start Control を OFF にし
ます。
Hill Start Control の 操
作( 60)。
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Hill Start Control は自動で
オフ

黄色い停止アイコンが点滅
します。

考えられる原因:
Hill Start Control は自動的にオフ
になりました。

サイドスタンドが出されまし
た。
サイドスタンドが出されると、
Hill Start Control はオフになり
ます。
エンジンが停止されました。
エンジンを停止すると、 Hill
Start Control はオフになりま
す。
Hill Start Control の 操
作( 60)。

Hill Start Control 作動不可
線で消された停止アイコン
が表示されます。

考えられる原因:
Hill Start Control を作動すること
ができません。

サイドスタンドをたたみま
す。
Hill Start Control はサイドスタ
ンドが折りたたまれた状態での
み機能します。
エンジンを始動させます。
Hill Start Control はエンジンが
作動した状態でのみ機能しま
す。

ギア未学習
ギア表示が点滅します。
ギアシフトアシストPro は

機能していません。

考えられる原因:
トランスミッションセンサーの
学習が完全ではありません。

ニュートラル N に入れて、
停止状態でエンジンを 10 秒以
上作動させて、ニュートラルの
学習を行います。

クラッチ操作ですべてのギアに
入れて、入れたギアでそれぞれ
10 秒以上走行します。
トランスミッションセンサーの
学習が正常に行われると、ギア
表示の点滅が停止します。
トランスミッションセンサーの
学習が完全に行われると、ギア
シフトアシスタント Pro が記載
通りに機能します ( 154)。
学習に失敗した場合は、
専門の整備工場か、 可能な限
りBMW Motorrad ディーラー
に故障の修理を依頼してくださ
い。

ハザードランプは ON の状態
です

左フラッシャーコントロー
ルライトが緑に点滅しま

す。

右フラッシャーコントロー
ルライトが緑に点滅しま

す。
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考えられる原因:
ハザードフラッシャーはライダー
によって ON にされました。

ハザードランプを操作す
る( 53)。

ローンチコントロールが使用
できる状態になっていない

走行モードPro OE 装備

シフトポイント用フラッシュが
点灯または点滅します。
Launch Control not av. Clutch
too hot. が表示されます。
考えられる原因:
Launch Control で可能な走行開
始数を上回りました。

クラッチを冷却します。
Launch Control の 操
作( 129)。

サービス表示
サービス時期を過ぎた場合
には、 期日または走行距離

に関する指示を示すため、 さら

にジェネラル警告灯（黄） が点灯
します。

サービス期日を超過すると、黄色
で CC メッセージが表示されま
す。 さらに、 サービス、 サービ
ス期日および残り距離の表示が
メニューパネルMY VEHICLE お
よびSERVICE REQUIREMENTS
で感嘆符付きで強調表示されま
す。

注意事項

サービス期日まで 1 カ月以上あ
るのにサービス表示が表示され
ている場合、実際に即した日付に
再度調整する必要があります。
この症状は、 バッテリーの接続
が切られた場合に発生すること
があります。

サービス期限
が白で表示されます。

Service due! Have service
performed by a specialist
workshop.
考えられる原因:
走行能力または日付のため、サー
ビスの期限が来ています。

BMW Motorrad ディーラーに
サービスの実施を依頼してくだ
さい。
車両の運転および交通の安全性
が保たれます。
車両を最善の状態で保持するこ
とが確保されます。

サービス時期を過ぎている
ジェネラル警告灯（黄 /橙）
が点灯します。

が黄色で表示されます。

Service overdue! Have service
performed by a specialist
workshop.
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考えられる原因:
走行距離または日付が原因で、
サービスの期限が切れていま
す。

BMW Motorrad ディーラーに
サービスの実施を依頼してくだ
さい。
車両の運転および交通の安全性
が保たれます。
車両を最善の状態で保持するこ
とが確保されます。
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取扱方法

イグニッションスイッチ／ステアリ
ングロック . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 50

イグニッションキルスイッチ. . . . . . . 51
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ダイナミックトラクションコント
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イグニッションスイッチ
／ステアリングロック
キー
イグニッションキーは 2 本あり
ます。
キーを紛失した場合は、 電子
式エンジン始動ロックシステム
(EWS) ( 51) に関する注意事項
に従ってください。
イグニッションスイッチ／ステ
アリングロック、 タンクキャッ
プ、シートロックは、1 本の同じ
キーで操作できます。

ステアリングロックをロック
する

ハンドルを左に回します。

ハンドルバーを少し動かしなが
ら、 イグニッションキーを位
置 1 に回します。
イグニッション、ライトとすべ
ての電気回路が OFF になりま
す。
ハンドルロックは固定されてい
ます。
車両キーを抜き取ることができ
ます。

イグニッションを ON にする

車両キーをポジション 1 に回
します。
パーキングライトとすべての電
気回路が ON になります。
エンジンを始動することができ
ます。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。 ( 111)
ABS 自己診断が実施されま
す。 ( 111)
DTC 自己診断が実施されま
す。 ( 112)
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イグニッションスイッチを
OFF にする

車両キーをポジション 1 に回
します。
ライト OFF。
ステアリングロックが解除され
ます。
車両キーを抜き取ることができ
ます。

電子式イモビライザー
（EWS）

モーターサイクルの電子制御シ
ステムは、イグニッションロック
のリングアンテナを介して、車両
キーに内蔵されているデータを

確認します。 このキーが「権限あ
り」 と認識されて初めて、 エン
ジンマネジメントシステムがエ
ンジンの始動を許可します。

注意事項

その他の車両キー（スペアキーな
ど）が始動用イグニッションキー
と一緒に取り付けられていると、
電子機器が「認識されない」 こと
があり、 エンジンの始動が許可
されない場合があります。
スペアキーは必ず車両キーと別
に保管してください。

車両キーを紛失した場合は、
BMW Motorrad ディーラーでこ
のキーを停止させることができ
ます。
そのためには必ず、モーターサイ
クルに付属している他のすべて
のキーもお持ちください。 使用
停止となったキーでエンジンを
始動させることはできなくなり
ます。 しかし、 使用停止となっ

たキーを再度登録し直すことは
可能です。
非常用および追加のスペアキー
は、 BMW Motorrad ディーラー
からのみ入手できます。 キーは
セイフティシステムの一部です
ので、 ディーラーではお渡しす
る方の身元を確認させていただ
きます。

イグニッションキルスイッ
チ

1 イグニッションキルスイッ
チ
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警告

走行中のイグニッションキルス
イッチの操作
リヤホイールのロックによる転
倒の危険

走行中はイグニッションキルス
イッチを操作しないでくださ
い。

イグニッションキルスイッチに
より、 エンジンをすばやく簡単
に停止することができます。

A エンジン停止
B 通常の操作ポジション

ライト
ロービームを ON にする

イグニッションを ON にしま
す。
エンジンを始動させます。

その代わりに ：イグニッショ
ンオンの状態でスイッチ 1 を
引きます。

ポジション／パーキングライ
ト
イグニッションを ON にする
と、 パーキングライトは自動的
に ON になります。

注意事項

ポジション／パーキングライト
はバッテリーを消耗させます。
必要な場合にのみ、イグニッショ
ンを ON にしてください。
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ハイビームヘッドライトと
パッシングライト

イグニッションを ON にす
る( 50)。

スイッチ 1 を前方へ押し、 ハ
イビームヘッドライトを ON に
します。
スイッチ 1 を後方へ引き、
パッシングライトを操作しま
す。

フォローミーホームライト
イグニッションを OFF にしま
す。

イグニッションをオフにした
直後、 スイッチ 1 を後方へ引
き、ホームライトが点灯するま
で引いたまま維持します。
車両照明は 1 分間点灯し、自動
的に再び消灯します。
これは、車両を停止した後など
に玄関までの道を照らすことが
できます。

パーキングライト
イグニッションスイッチを
OFF にする( 51)。

イグニッションを OFF にし
た直後、 パーキングライトが
ON になるまで、 ボタン 1 を
左方向へ押した状態で保ちま
す。
パーキングライトを OFF に
するため、 イグニッションを
ON にしてから再び OFF にし
ます。

ハザードランプ
ハザードランプを操作する

イグニッションを ON にす
る( 50)。
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注意事項

ハザードランプはバッテリーを
消耗させます。 ハザードランプ
は必要な場合にだけ使用するよ
うにしてください。

ハザードフラッシャーを ON に
するには、 ボタン 1 を操作し
ます。
イグニッションを OFF にする
ことができます。
ハザードフラッシャーをオフに
するには、 必要に応じてイグ
ニッションをオンにし、 ボタ
ン 1 を再度操作します。

ウインカー
ウインカーを操作する

イグニッションを ON にす
る( 50)。

左側ウインカーを ON にするに
は、 ボタン 1 を左方向へ押し
ます。
右側ウインカーを ON にするに
は、 ボタン 1 を右方向へ押し
ます。
ウインカーを OFF にするに
は、 ボタン 1 を中間の位置に
します。

コンフォートターンインジ
ケーター

ボタン1を右または左に押すと、
以下の条件ではターンインジケー
ターが自動的にオフになります ：

速度 30 km/h 未満 ：50 m 走行
後。
速度 30 km/h～ 100 km/h：速
度に応じた走行距離後または加
速時。
速度 100 km/h 以上 ：5 回の点
滅後。

ボタン1を少し長く右または左に
押しても、速度に応じた走行距離
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到達後にターンインジケーター
は自動的にオフになります。

ダイナミックトラクショ
ンコントロール (DTC)
DTC を OFF にする

イグニッションを ON にしま
す。

注意事項

ダイナミックトラクションコ
ントロール（DTC） は走行中も
OFF にすることができます。

DTC インジケーターの表示が
変化するまで、 ボタン 1 を押
し続けます。

ボタン 1 を操作すると直ち
にDTC システムステータス ON
が表示されます。

DTC インジケーター／警告
灯が点灯します。

可能な DTC システムステータ
スOFF! が表示されます。

ステータスが切り替わったら、
ボタン 1 から指を離します。

新しいDTC システムステータ
ス OFF! が短時間表示されま
す。

DTC インジケーター／警告
灯が引き続き点灯します。

DTC 機能が OFF になります。

DTC を ON にする

DTC インジケーターの表示が
変化するまで、 ボタン 1 を押
し続けます。

ボタン 1 を操作すると直ち
にDTC システムステータス OFF!
が表示されます。

DTC インジケーター／警告
灯が消灯し、 自己診断が終

了していない場合は点滅し始め
ます。
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可能な DTC システムステータ
スON が表示されます。

ステータスが切り替わったら、
ボタン 1 から指を離します。

DTC インジケーター／警告
灯は消灯したままか、 点滅

を続けます。

新しいDTC システムステータ
ス ON が短時間表示されます。

DTC 機能が ON になります。
代わりに、 イグニッションを
OFF にしてから再び ON にす
ることでも可能です。

イグニッション OFF /
ON にして、 さらに以

下の最低速度で走行した後
にDTC インジケーター／警
告灯が点灯する場合には、
DTC が故障しています。

min 5 km/h
ダイナミックトラクションコン
トロールに関する詳細情報につ

いては、「技術情報」 の章を参
照してください ：
ダイナミックトラクションコン
トロールはどのように作動する
のでしょうか？ ( 150)

走行モード
走行モードの使用
BMW Motorrad は、 お客様がご
自身の状況に合わせて選択でき
るように、 モーターサイクルに
シナリオを開発しました ：

RAIN：雨でぬれた路面でのラ
イディング。
ROAD：乾いた路面でのライ
ディング。
DYNAMIC：乾いた路面でのダ
イナミックな走行。
RACE：スポーツタイヤまたは
SLICK でレーシングコースを
走行。

走行モードPro OE 装備
RACE PRO 1/2/3：ドライバー
による調整を考慮してレーシン
グコースを走行。

これらのシナリオでは、 それぞ
れにエンジン特性曲線、 ABS コ
ントロール、 DTC コントロール
の最適な相互作用が用意されて
います。

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

同時に工場設定も選択したシナ
リオに合わせて調整されます。
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走行モードを選択する

ボタン 1 を押します。

有効な走行モード 2 はバックグ
ラウンドに移動し、 選択可能な
最初の走行モード 3 が表示され
ます。 ガイド表示 4 は、 いくつ

の走行モードが使用可能かを表
示します。

希望する走行モードが表示され
るまで、 ボタン 1 を繰り返し
操作します。 走行中に切り替
えるには、以下のステップを踏
む必要があります ：
スロットルグリップを回し戻
す。
ブレーキレバーを操作しな
い。
クルーズコントロールを作動解
除します。

クルーズコントロール
クルーズコントロール OE 装備

設定時の表示（制限速度情報
が無効）

クルーズコントロールのアイコ
ン 1 は、Pure Ride 画面と上側の
ステータス欄に表示されます。
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設定時の表示（制限速度情報
が有効）

クルーズコントロールのアイコ
ン 1 は、Pure Ride 画面と上側の
ステータス欄に表示されます。

クルーズコントロールを
ON にする

スイッチ 1 を右にずらしま
す。
ボタン2の操作がロック解除さ
れています。

車速をセットする

ボタン 1 を前方向へ短押しし
ます。

クルーズコントロールの
調整範囲

20...210 km/h
クルーズコントロールイン
ジケーターが点灯します。

その時の車速を維持し、記憶し
ます。
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加速する

ボタン 1 を前方向へ短押しし
ます。
押すたびに速度が約 1 km/h ず
つ加速します。
ボタン 1 を前方へ押し続けま
す。
車速が無段階に加速します。
ボタン 1 がそれ以上操作され
ないと、到達した車速が維持さ
れ、 保存されます。

減速する

ボタン 1 を後方へ短押ししま
す。
操作ごとに速度が約 1 km⁄h づ
つ減速します。
ボタン 1 を後方へ押し続けま
す。
車速が無段階に減速します。
ボタン 1 がそれ以上操作され
ないと、到達した車速が維持さ
れ、 保存されます。

クルーズコントロールの作動
解除

クルーズコントロールを作動解
除するには、ブレーキ、クラッ

チまたはスロットルグリップ
（スロットルグリップを基本位
置より先まで戻す）を操作しま
す。

注意事項

ギヤシフトアシストPro を使用し
てギヤシフトを行う場合には、
安全上の理由から、 クルーズコ
ントロールは自動的に OFF にな
ります。

注意事項

DTC の介入時には、 安全上の理
由から、 クルーズコントロール
は自動的にオフになります。

クルーズコントロールインジ
ケーターが消灯します。
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前回の速度を再設定する

ボタン 1 を後方へ短押しし
て、保存されている車速に再び
設定します。

注意事項

スロットルを操作することでは、
クルーズコントロールは作動解
除されません。 たとえ登録速度
以下に減速するつもりでも、 ス
ロットルグリップから手を放し
た後、 速度は登録速度までしか
下がりません。

クルーズコントロールイン
ジケーターが点灯します。

クルーズコントロールのオフ

スイッチ 1 を左方向へずらし
ます。
システムが OFF になります。
ボタン 2 がブロックされてい
ます。

発進アシスタント
表示

発進アシストのアイコン 1 は、
Pure Ride 画面と上側のステータ
スバーに表示されます。

Hill Start Control の操作
前提条件
車両が立っていること。

重要事項

発進アシストの機能停止
事故の危険
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手動のブレーキ動作で車両を停
止させます。

注意事項

発進アシストHill Start Control は
登り坂での発進をより容易にす
るための単なるコンフォートシ
ステムであり、パーキングブレー
キと混同してはなりません。

ハンドブレーキレバー1 または
ブレーキペダルを強く操作し、
すばやく再び放します。

緑色の停止アイコンが表示
されます。

Hill Start Control は作動してい
ます。
Hill Start Control をオフにする
には、ハンドブレーキレバー 1
またはブレーキペダルを再度操
作します。

停止アイコンが非表示にな
ります。

その代りに、1 速または 2 速で
発進します。

注意事項

発進時、 Hill Start Control は自動
的にオフになります。

ブレーキを完全に放すと、
停止アイコンが非表示にな

ります。

Hill Start Control はオフの状態
です。
Hill Start Control に関する詳細
なインフォメーションは「技術
情報」 の章を参照してくださ
い ：
発進アシストの機能 ( 155)

Hill Start Control をオンお
よびオフにする

イグニッションを ON にす
る( 50)。
メニューSettings、 Vehicle
settings を呼び出します。
Hill Start Control をオンまたは
オフにします。

Hill Start Control Pro を操
作する

走行モードPro OE 装備

重要事項

発進アシストの機能停止
事故の危険

手動のブレーキ動作で車両を停
止させます。

注意事項

発進アシストHill Start Control
Pro は傾斜での発進を容易にする
ための一種のコンフォートシス
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テムであり、パーキングブレーキ
に代わるものではありません。

注意事項

傾斜が 40 %以上の場合には、
発進アシストHill Start Control
Pro を使用してはいけません。

ハンドブレーキレバー1 または
ブレーキペダルを強く操作し、
すばやく再び放します。
別の方法として、車両停止状態
から傾斜 3 %以上の場所で発
進する場合に、 約 1 秒ブレー
キ操作をします。

緑色の停止アイコンが表示
されます。

Hill Start Control Pro がオンに
なっています。
Hill Start Control Pro をオフに
するには、 ハンドブレーキレ
バー 1 またはブレーキペダル
を再度操作します。

注意事項

Hill Start Control Pro がハンドブ
レーキレバーでオフになると、
自動Hill Start Control はその後
4 m の間オフになります。

停止アイコンが非表示にな
ります。

その代りに、1 速または 2 速で
発進します。

注意事項

発進時、 Hill Start Control Pro は
自動的にオフになります。

ブレーキを完全に放すと、
停止アイコンが非表示にな

ります。

Hill Start Control Pro はオフの
状態です。
Hill Start Control Pro に関する
詳細なインフォメーションは

「技術情報」 の章を参照してく
ださい ：
発進アシストの機能 ( 155)

Hill Start Control Pro を調
整する

走行モードPro OE 装備

イグニッションを ON にす
る( 50)。
メニューSettings、 Vehicle
settings を呼び出します。
HSC Pro を選択します。
Hill Start Control Pro をオフに
するには、 Off を選択します。
Hill Start Control Pro はオフの
状態です。
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手動Hill Start Control Pro をオ
ンにするには、 Manual を選択
します。
Hill Start Control Pro はハンド
ブレーキレバーまたはブレーキ
ペダルを強く押すことにより作
動させることができます。
自動Hill Start Control Pro をオ
ンにするには、 Auto を選択し
ます。
Hill Start Control Pro はハンド
ブレーキレバーまたはブレーキ
ペダルを強く押すことにより作
動させることができます。
車両停止状態から傾斜 3 %以
上の場所で発進する場合に約
1 秒ブレーキ操作をすると、
Hill Start Control Pro が自動的
にオンになります。
選択した設定は、イグニッショ
ンオフ後も維持されます。

シフトポイント用フラッ
シュ
シフトポイント用フラッシュ
をオンおよびオフにする

メニューSettings、 Vehicle
settings を呼び出します。
Shift light をオンまたはオフに
します。

シフト表示を調整する
機能Shift light をオンにしま
す。
メニューSettings、 Vehicle
settings、 Configuration（Shift
light 内） を呼び出します。

以下の設定が可能です ：
Start speed
End speed
Brightness
Frequency。 点 滅 周 波 数
0 Hz は常時点灯です。
明るさと点滅周波数の変化は、
シフトインジケーターが短時間
転倒するか点滅するのでわかり
ます。

盗難警報装置（DWA）
盗難防止装置 (DWA) OE 装備

作動
イグニッションを ON にす
る( 50)。
DWA の調整( 64)。
イグニッションを OFF にしま
す。
DWA をオンにすると、 イグ
ニッションオフ後に DWA が自
動的に作動します。
作動状態にするには約 30 秒か
かります。
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ウインカーが 2 回点灯しま
す。
操作音が 2 回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWA はオンの状態です。

アラーム信号
DWA アラームの発報は、 以下に
よっても引き起こされることが
あります ：

モーションセンサー
不正な車両キーによる始動の試
み。
車両バッテリーからDWA を分
離する (DWA バッテリーが電
源供給。 アラーム音のみ、ター
ンインジケーターの点灯なし)

DWA バッテリーが放電している
場合、 車両バッテリーからの取
り外し時のアラームの発報が行
われなくなる以外は、 全機能が
保持されたままになります。

アラームの発報時間は約 26 秒で
す。 発報中は、 アラーム音が鳴
り、ウインカーが点滅します。 ア
ラーム音の種類はBMW Motorrad
ディーラーで調整することがで
きます。

ライダー不在時にアラームが発
報していた場合には、 イグニッ
ションを ON にした時にアラー
ム音が 1 回鳴ってそれを知らせ
ます。 引き続き、DWA LED がア
ラームの原因について 1 分間、
信号を発信します。
DWA LED のライト信号 ：

1 回点滅 ：モーションセンサー
1
2 回点滅 ：モーションセンサー
2
3 回点滅 ：不正なキーを使用し
て、 イグニッションが ON に
された
4 回点滅 ：車両バッテリーから
DWA が取り外されている
5 回点滅 ：モーションセンサー
3

DWA 作動解除するサドウカ
イジョスル

イグニッションを ON にしま
す。
ウインカーが 1 回点灯しま
す。
操作音が 1 回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWA は OFF の状態です。

DWA の調整
イグニッションを ON にす
る( 50)。
メニューSettings、 Vehicle
settings、 Alarm system を呼び
出します。
以下の設定が可能です ：
Warning signal を調整する
Tilt alarm sensor をオンおよび
オフにする
Arming tone をオンおよびオフ
にする
Arm automatically をオンおよ
びオフにする
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調整
Warning signal：立ち上がりおよ
び立ち下がりまたは断続的なア
ラーム音を設定します。
Tilt alarm sensor：傾斜センサー
を作動させ、 車両の傾きをモニ
ターします。 DWA はホイールの
盗難やけん引きの場合などに反
応します。

注意事項

車両の輸送時には傾斜センサー
を作動解除し、 DWA の発動を回
避します。

Arming tone：DWA オン / オフ後
のターンインジケーターの点灯
に確認アラーム音を加えます。
Arm automatically：イグニッショ
ンオフ時にアラーム機能を自動
的にオンにします。

グリップヒーター
グリップヒーター OE 装備

グリップヒーターの操作

注意事項

グリップヒーターは、 エンジン
作動時にのみ作動させることが
できます。

注意事項

低回転域では、グリップヒーター
によって電力消費が増すことに
よりバッテリーの放電に至るこ
とがあります。 バッテリーの充
電が十分でない場合、始動性能を
保持するために、 グリップヒー
ターが OFF になります。

エンジンを始動する( 110)。

ボタン 1 を繰り返し押して、
希望の暖房レベル 2 をグリッ
プヒーターアイコン 3 の前に
表示させます。

ハンドルグリップは 2 段階で暖
めることができます。

ヒーター出力 50％

ヒーター出力 100％

2 段階目ではグリップを急速に
温めることができます。 その
後、 1 段階目に切り替えてくだ
さい。
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それ以上変更が行われないと、
選択した暖房レベルが設定され
ます。
グリップヒーターを OFF にす
るには、 ボタン 1 を繰り返し
押して、グリップヒーターアイ
コン 3 を非表示にします。

オンボードコンピューター
ボードコンピューターを呼び
出す

メニューMy vehicle を呼び出し
ます。
メニューパネルON-BOARD
COMPUTER が表示されるま
で、 右にめくります。

ボードコンピューターをリ
セットする

ボードコンピューターを呼び出
す( 66)。
モメンタリボタンMENU 下を
押します。

Reset all values またはReset
individual val. を選択し、 確定
します。

以下の値を個別にリセットする
ことができます ：

Break
Journey
Current (TRIP 1)
Av. spee.
Av. consump.

トリップボードコンピュー
ターを呼び出す

ボードコンピューターを呼び出
す( 66)。
メ ニ ュ ー パ ネ ル TRIP
COMPUT. が表示されるまで、
右にめくります。

トリップボードコンピュー
ターをリセットする

トリップボードコンピューター
を呼び出す( 66)。
モメンタリボタンMENU 下を
押します。

Reset automatically ま た
はReset all を選択し、 確定し
ます。
Reset automatically が選択され
ている場合、イグニッションオ
フから少なくとも 6 時間以上
が経って日付が変わると、トラ
ベルボードコンピューターが自
動でリセットされます。

フロントおよびリヤシート
リアセクションカバーの取外
し

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
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イグニッションキー 1 でリヤ
セクションカバー 2 用ロック
を解除します。
リヤセクションカバー 2 を取
り外します。 そのために固定
部 3 を外します。

リヤセクションカバーを取り
付ける

リヤセクションカバー 1 を置
きます。 その際固定部 2を留
めます。
リヤセクションカバー 1 を後
方へ押し、 ロックします。

リヤシートを取り外す
パッセンジャーパッケージ OE

装備

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

イグニッションキー 1 でリヤ
シート 2 用ロックを解除しま
す。
リヤシート 2 を取り外しま
す。 そのために固定部 3 を外
します。
車両キーを抜き取り、リヤシー
トのカバー側を下にして、平坦
で清潔な場所に置きます。

リヤシートを取り付ける
パッセンジャーパッケージ OE

装備
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リヤシート 1 を置きます。
その際固定部 2 を留めます。
リヤシート 1 を後方へ押し、
ロックします。

フロントシートを取り外す

ライダーシート 1のカバーを座
面で少し前方へ押し、シャック
ル 2 を露出させます。
ボルト 3 を取り外します。
ライダーシート 1 のリア側を
持ち上げ、 固定部 4 を外しま
す。
フロントシートのカバー側を下
にして、平坦で清潔な場所に置
きます。

フロントシートを取り付ける

フロント運転席 1 を固定部 4
に差し込み、位置決めします。
ライダーシート 1のカバーを座
面で少し前方へ押し、シャック
ル 2 を露出させます。
ボルト 3 を当てて取り付けま
す。
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一般的な情報
警告

警告

走行時もしくはエンジン作動時
のスマートフォン操作
事故の危険

それぞれ適用されている道路交
通規則を遵守してください。
走行時には使用しないでくださ
い ( ハンズフリーユニットを介
する通話など操作を必要としな
い使用は除く)。

警告

交通状態から注意が逸れ、 制御
不能になる危険
統合型情報システムおよび通信
機器を走行中に操作することで
事故を起こす危険

これらのシステムおよび装置の
操作は、 それが可能な交通状
況のもとでのみ行ってくださ
い。

必要に応じて停車し、システム
または装置を停止状態で操作し
てください。

Connectivity 機能
Connectivity 機能にはメディ
ア、 電話とナビゲーション領域
が含まれます。 Connectivity 機
能は、 TFT ディスプレイが携
帯端末機器およびヘルメット
と接続されている場合に利用
することができます ( 80)。
Connectivity 機能に関する詳細
情報はこちらを参照してくだ
さい ：bmw­motorrad.com/
connectivity

注意事項

燃料タンクが携帯端末機器
と TFT ディスプレイの間に
あると、 Bluetooth 接続が制
限される可能性があります。
BMW Motorrad は、 携帯端末機
器を燃料タンクの上（ジャケット

ポケットの中など） に収納する
ことをお勧めします。

注意事項

携帯端末機器によっては、
Connectivity 機能の範囲が制限さ
れる可能性があります。

BMW Motorrad
Connected App
BMW Motorrad Connected App
で、 利用情報および車両情報を
呼び出すことができます。 ナビ
ゲーションなどの一部の機能を
利用するには、 App を携帯端末
機器にインストールして、 TFT
ディスプレイと接続しておく必
要があります。 App を使用して
目的地ガイドをスタートさせて、
ナビゲーションを調整します。

注意事項

iOS オペレーティングシステム搭
載機器などの一部の携帯端末機
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器では、使用前にBMW Motorrad
Connected App を呼び出す必要
があります。

本書の記述について
編集終了後に TFT ディスプレイ
が更新されることがあります。
そのため、 本書の記述が実際の
モーターサイクルとは異なる場
合があります。 更新情報はこち
らを参照してください ：
bmw-motorrad.com

原理
操作エレメント

ディスプレイの全内容の操作は、
マルチコントローラー 1 およ
びMENU ロッカーボタン 2 で行
います。
状況に応じて以下の機能が可能
です。

マルチコントローラーの機能
マルチコントローラーを上に回
す ：

リストのカーソルを上に移動さ
せます。
設定を行います。

音量を上げます。

マルチコントローラーを下に回
す ：

リストのカーソルを下に移動さ
せます。
設定を行います。
音量を下げます。

マルチコントローラーを左に傾
ける ：

機能を操作フィードバックに
従って作動させます。
機能を左に、または前に戻るよ
うに作動させます。
設定後、メニュー画面に戻りま
す。
メニュー画面で ：一階層上に
切り替えます。
私の車両メニューで ：メニュー
画面を先にめくります。

マルチコントローラーを右に傾
ける ：

機能を操作フィードバックに
従って作動させます。
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選択を確定します。
設定を確定します。
メニューステップを先にめくり
ます。
リストで右にスクロールしま
す。
私の車両メニューで ：メニュー
画面を先にめくります。

MENU ロッカーボタンの機能

注意事項

メニューNavigationが呼び出され
ていない場合、ナビゲーション指
示はダイアログ形式で表示されま
す。 モメンタリボタン MENU の
操作は一時的に制限されます。

MENU の上を短押しする ：
メニュー画面で ：一階層上に
切り替えます。
Pure Ride 画面で ：ライダー情
報ステータス欄の表示を切り替
えます。

MENU の上を長押しする ：
メニュー画面で ：Pure Ride 画
面を開きます。
Pure Ride 画面で ：操作焦点を
Navigator に切り替えます。

MENU の下を短押しする ：
一階層下に切り替えます。
最下層に達した場合は機能しま
せん。

MENU の下を長押しする ：
MENU ロッカーボタンの上を
長押ししてメニューを切り替
えた後に、 前回呼び出したメ
ニューに戻ります。

スタートメニューでの操作情
報

操作情報は、 どのような操作が
可能／不可能であるかを示しま
す。
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操作情報の意味 ：
操作情報 1：左端に達していま
す。
操作情報 2：右にめくることが
できます。
操作情報 3：下にめくることが
できます。
操作情報 4：左にめくることが
できます。
操作情報 5：右端に達していま
す。

サブメニューの操作情報
スタートメニューの操作情報に
加えて、 サブメニューにもそれ
以外の操作情報があります。

操作情報の意味 ：
操作情報 1：現在の表示は階
層メニューの中にあります。
アイコンはサブメニュー階層を
示します。 2 つのアイコンはサ
ブメニュー階層が 2 つ以上あ
ることを示します。 上の階層
に戻れるかどうかに応じて、
アイコンの色は変化します。

操作情報 2：さらにサブメ
ニュー階層を呼び出すことがで
きます。
操作情報 3：項目の数が表示で
きる数を超えています。

Pure Ride 画面を表示する
モメンタリボタンMENU の上
部を長押しします。

機能を ON または OFF にす
る

メニュー項目の一部の前にはボッ
クスが表示されています。 この
ボックスは、 機能が ON または
OFF であるかを示しています。
メニュー項目の後ろにあるアク
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ションアイコンは、 マルチコン
トローラーを右に短く傾けると
何がどのように切り替わるのか
を具体的に示しています。
ON と OFF の例 ：

アイコン 1 は、 機能が ON で
あることを示しています。
アイコン 2 は、 機能が OFF で
あることを示しています。
アイコン 3 は、 機能を OFF に
できることを示しています。
アイコン 4 は、 機能を ON に
できることを示しています。

メニューの呼出し

Pure Ride 画 面 を 表 示 す
る( 73)。
ボタン 2 を下方向へ短く押し
ます。

以下のメニューを呼び出すこと
ができます ：

My vehicle
Sport
Navigation
Media
Telephone
Settings
マルチコントローラー 1 を右
に繰り返し短押しして、 希望

のメニュー項目をマークしま
す。
ボタン 2 を下方向へ短く押し
ます。

注意事項

メニューSettingsは停車時のみ呼
び出すことができます。

リストのカーソルを移動させ
る

メニューの呼出し( 74)。
リストのカーソルを下に移動さ
せるには、希望の項目がマーク
されるまで、マルチコントロー
ラー 1 を下に回します。
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リストのカーソルを上に移動さ
せるには、希望の項目がマーク
されるまで、マルチコントロー
ラー 1 を上に回します。

選択を確定する

希望の項目を選択します。
マルチコントローラー 1 を右
に短押しします。

前回使用したメニューを呼び
出す

Pure Ride 画面で ：MENU ロッ
カーボタンの下を長押ししま
す。

前回使用したメニューが呼び出
されます。 前回マークした項
目が選択されています。

システムステータスの表示
機能が ON または OFF になる
と、システムステータスは下側の
メニュー領域に表示されます。

システムステータスの意味の例 ：
システムステータス 1: DTC 機
能がスイッチオン状態です。

ライダー情報ステータス欄の
表示を切り替える
前提条件
車 両 が 立 っ て い る こ と 。
Pure Ride 画面が表示されて
いること。

イグニッションを ON にす
る( 50)。
TFT ディスプレイではボー
ドコンピューター（例TRIP 1）
およびトラベルボードコン
ピューター（例TRIP 2） からの
公道の運転に必要な全ての情報
が提供されます。 この情報は
上側のステータス欄に表示する
ことができます。
ライダー情報ステータスバーの
内容を選択する( 76)。
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ボタン 1 を長押しして、
Pure Ride 画面を表示させま
す。
ボタン 1 を繰り返し短押しし
て、 上側のステータス欄 2 の
値を選択します。

次の値が表示可能です ：
積算距離計Total
トリップメーター距離 1 TRIP
1
トリップメーター距離 2 TRIP
2

平均燃費 1

平均燃費 2

走行時間 1

走行時間 2

休止時間 1

休止時間 2

平均車速 1

平均車速 2

タイヤ充填圧

燃料残量メーター

Range

ライダー情報ステータスバー
の内容を選択する

メニューSettings、 Display、
Status line content を呼び出し
ます。
希望の表示をオンにします。
ライダー情報ステータスバー
で、選択した表示を切り替える
ことができます。 表示が選択
されていない場合は、航続距離
のみが表示されます。

設定を行う

希望の設定メニューを選択して
確定します。
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マルチコントローラー 1 を下
に回して、希望の設定をマーク
します。
操作情報がある場合は、マルチ
コントローラー 1 を右に傾け
ます。
操作情報がない場合は、マルチ
コントローラー 1 を左に傾け
ます。
設定が保存されました。

道路標識認識をオンまたはオ
フにする
前提条件
車両は互換性のある携帯端末機
器と接続されています。 モバ
イル端末機器にBMW Motorrad
Connected アプリがインストー
ルされています。

メニューSettings、Display を呼
び出します。
Speed Limit Info をオンまたは
オフにします。

注意事項

Speed Limit Info は、 Settings,
Racetrack が作動している場合は
使用できません。

Pure Ride ビュー
エンジン回転数表示

1 目盛り
2 低い回転数範囲
3 高い / 赤い回転数範囲
4 回転数表示の単位 ：

1000 rpm
5 指針
6 トレーリングポインター

注意事項

クーラント温度に応じて赤色の
回転数範囲は変化します ：
エンジンが冷たくなればなるほ
ど、 赤色の回転数範囲が始まる
回転数は低くなります。
エンジンが暖かくなればなるほ
ど、 赤色の回転数範囲が始まる
回転数は高くなります。
作動温度に到達すると、 赤色の
回転数範囲の表示は変化しなく
なります。
シフトアップ推奨もまたダイナ
ミックに適合されます。
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Range

走行可能距離 1 は、 残りの燃料
であとどのくらいの距離を走行
できるかを示します。 算出は、
平均燃費およびフューエルレベ
ルに基づいて行われます。

モーターサイクルがサイドスタ
ンドで立てられている場合、
その傾きのために、フューエル
レベルが正確に測れないおそれ
があります。 そのため、 走行
可能距離の再算出はサイドスタ
ンドを格納した状態でのみ正し
く実施できます。

走行可能距離は、リザーブ容量
到達後に警告とともに表示され
ます。
給油後に、燃料の量がリザーブ
容量を超えている場合には、
走行可能距離を新たに算出しま
す。
算出された走行可能距離は、
概算数値です。

シフトアップ推奨

図Pure Ride 1 またはステータス
バー 2にあるシフトアップ推奨
は、 最も節約できるシフトアッ
プタイミングを知らせてくれま
す。

一般設定
音量を調整する

ライダーヘルメットとタンデム
同乗者用ヘルメットを接続す
る( 81)。
音量を上げる ：マルチコント
ローラーを上に回します。
音量を下げる ：マルチコント
ローラーを下に回します。
ミュートにする ：マルチコン
トローラーを一番下まで回しま
す。

日付を調整する
イグニッションを ON にす
る( 50)。
メニューSettings、 System
settings、 Date and time、 Set
date を呼び出します。
Day、 Month およびYear を調
整します。
設定を確定します。
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日付の表示形式を設定する
メニューSettings、 System
settings、 Date and time、 Date
format を呼び出します。
希望の設定を選択します。
設定を確定します。

時計を調整する
イグニッションを ON にす
る( 50)。
メニューSettings、 System
settings、 Date and time、 Set
time を呼び出します。
Hour およびMinute を調整しま
す。

表示時刻形式を設定する
メニューSettings、 System
settings、Date and time、Time
format を呼び出します。
希望の設定を選択します。
設定を確定します。

表示単位を設定する
メニューSettings、 System
settings、 Units を呼び出しま
す。

設定可能な単位は以下の通りで
す ：

走行距離
圧力
温度
車速
燃費

言語を設定する
メニューSettings、 System
settings、 Language を呼び出
します。

設定可能な言語は以下の通りで
す ：

中国語
ドイツ語
英語
スペイン語
フランス語
イタリア語
オランダ語

ポルトガル語
ロシア語
ウクライナ語
ポーランド語
トルコ語

明るさを調整する
メニューSettings、 Display、
Brightness を呼び出します。
明るさを調整します。

すべての設定をリセットする
メニューSettings のすべての設
定を初期設定にリセットするこ
とができます。
メニューSettings を呼び出しま
す。
Reset all を選択し、 確定しま
す。

以下のメニューの設定がリセッ
トされます ：

Vehicle settings
System settings
Connections
Display
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Information

接続中の Bluetooth 接続は削除
されません。

Bluetooth
近距離無線技術
Bluetooth 機能は、 国別の仕様や
状況により、 提供されない場合
があります。

Bluetooth では、 周辺の無線技術
が問題となります。 Bluetooth 機
器はショートレンジデバイス

（限定された受信可能距離で伝
送） として、 使用料のかから
ない 2.402 GHz～ 2.480 GHz の
ISM 帯（産業、 科学および医療
帯） で通信します。 このデバイ
スは世界中で自由に使用するこ
とができます。
Bluetooth は、 接続を短距離でで
きるかぎり確実に確立するよう
に設計されてはいるものの、各種
の無線技術により障害が発生す
るおそれがあります。 接続が阻

害されたり、 短時間中断された
り、 まったく機能しなくなるこ
ともありえます。 特に、 複数の
機器を 1 つの Bluetooth ネット
ワークで利用している場合、あら
ゆる状況で操作がスムーズに行わ
れるという保証はありません。

考えられるノイズ源 ：
電波塔などによる妨害磁界。
実装されている Bluetooth 標準
規格が不十分な機器
周辺に他の Bluetooth 対応機器
がある

Pairing
2 つの Bluetooth 機器を相互接続
する前に、 相互認識を行う必要
があります。 この相互認識の手
順を「ペアリング」 と言います。
一度認識したデバイスはメモリー
されるので、 ペアリングの作業
は最初に行うだけですみます。

注意事項

iOS オペレーティングシステム搭
載機器などの一部の携帯端末機
器では、使用前にBMW Motorrad
Connected App を呼び出す必要
があります。

ペアリングの際、 TFT ディスプ
レイは自分の受信範囲内にある
他の Bluetooth 対応機器をサーチ
します。 ユニットが認識される
ためには、 以下の条件が満たさ
れなくてはなりません。

機器の Bluetooth 機能がオンに
なっていること
機器が他の機器から「検知可
能」 になっていること
ユニットはレシーバーとして
A2DP プロファイルをサポート
していなければなりません。
その他の Bluetooth 対応機器
が OFF になっていなければな
りません（携帯電話やナビゲー
ションシステムなど）。
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そのために必要な手順について
は、 お客様コミュニケーション
システムの取扱説明書を確認し
てください。

Pairing を実行する
メニューSettings、Connections
を呼び出します。
メニューCONNECTIONS で
は、 Bluetooth 接続を設定、 管
理、削除することができます。
以下の Bluetooth 接続が表示さ
れます ：
Mobile device
Rider's helmet
Passenger helm.

携帯端末機器の接続ステータス
が表示されます。

モバイル端末機器を接続する
Pairing を実行する( 81)。
モ バ イ ル 端 末 機 器 の
Bluetooth 機能をオンにします

（モバイル端末機器の取扱説明
書を参照）。

Mobile device を選択し、 確定
します。
Pair new mobile device を選択
し、 確定します。

携帯端末機器をサーチします。

ペアリング中、Bluetooth ア
イコンが下側のステータス

欄で点滅します。

認識可能な携帯端末機器が表示
されます。

モバイル端末機器を選択し、
確定します。
モバイル端末機器の指示に注意
してください。
コードが一致しているか確認し
ます。
接続が確立され、接続ステータ
スが更新されます。
接続が確立されない場合、「テ
クニカルデータ」の章のトラブ
ルシューティングが解決に役立
つ可能性があります。 ( 205)

モバイル端末機器によっては、
電話データが車両へ自動的に伝
送されます。
電話データ ( 89)
電話帳が表示されない場合、

「テクニカルデータ」 の章の
トラブルシューティングが
解決に役立つ可能性がありま
す。 ( 206)
Bluetooth 接続が想定された通
りに機能しない場合、「テクニ
カルデータ」 の章のトラブル
シューティングが解決に役立つ
可能性があります。 ( 206)

ライダーヘルメットとタンデ
ム同乗者用ヘルメットを接続
する

Pairing を実行する( 81)。
Rider's helmet ま た
はPassenger helm. を選択し、
確定します。
ヘルメットの通信システムを見
えるようにします。
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PAIRING NEW HELMETS また
はPAIRING NEW PASS. HELM.
を選択し、 確定します。

ヘルメットをサーチします。

ペアリング中、Bluetooth ア
イコンが下側のステータス

欄で点滅します。

認識可能なヘルメットが表示さ
れます。

ヘルメットを選択し、確定しま
す。
接続が確立され、接続ステータ
スが更新されます。
接続が確立されない場合、「テ
クニカルデータ」の章のトラブ
ルシューティングが解決に役立
つ可能性があります。 ( 205)
Bluetooth 接続が想定された通
りに機能しない場合、「テクニ
カルデータ」 の章のトラブル
シューティングが解決に役立つ
可能性があります。 ( 206)

接続を削除する
メニューSettings、Connections
を呼び出します。
Delete connections を選択しま
す。
接続を個別に削除するには、
接続を選択してから確定しま
す。
すべての接続を削除するには、
Delete all connections を選択
し、 確定します。
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ご使用の車両
スタート画面
1 チェックコントロール表示

表示 ( 28)
2 冷却水温警告灯 ( 39)
3 Range ( 78)
4 総キロメートル
5 サービス表示 ( 47)
6 車両電装システム電

圧 ( 182)
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操作情報

操作情報 1：左または右にどの
程度めくることができるかを示
すタブ。
操作情報 2：現在のメニュー画
面の位置を示すタブ。

メニューパネルのページをめ
くる

メニューMy vehicle を呼び出し
ます。
右 に め く る に は 、 Multi-
Controller 1 を右に短く押し
ます。
左 に め く る に は 、 Multi-
Controller 1 を左に短く押し
ます。

メニューの私の車両には以下の
パネルがあります ：

MY VEHICLE
CC メッセージ（存在している
場合）
ON-BOARD COMPUTER

TRIP COMPUT.
SERVICE REQUIREMENTS
タイヤ空気圧および CC メッ
セージに関する詳細なインフォ
メーションは次の章「表示」
にあります。

注意事項

チェックコントロールメッセー
ジは状況によって変化しながら、
私の車両メニューのメニュー画
面に追加タブとして添付されま
す。

ボードコンピューターおよび
トリップボードコンピュー
ター
メニューパネルON-BOARD
COMPUTER お よ び TRIP
COMPUT. は、 平均値などの車
両データおよび走行データを表
示します。
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サービスの必要性

次のサービス実施までの期間が
1 カ月以内になるか、次のサービ
ス実施までの距離が 1000 km 以
内になると、 白で CC メッセー
ジが表示されます。
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Navigation
警告

警告

走行時もしくはエンジン作動時
のスマートフォン操作
事故の危険

それぞれ適用されている道路交
通規則を遵守してください。
走行時には使用しないでくださ
い ( ハンズフリーユニットを介
する通話など操作を必要としな
い使用は除く)。

警告

交通状態から注意が逸れ、 制御
不能になる危険
統合型情報システムおよび通信
機器を走行中に操作することで
事故を起こす危険

これらのシステムおよび装置の
操作は、 それが可能な交通状
況のもとでのみ行ってくださ
い。

必要に応じて停車し、システム
または装置を停止状態で操作し
てください。

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器と接続されていること。

前提条件
接 続 さ れ て い る 携 帯 端
末 機 器 に BMW Motorrad
Connected App がインストール
されていること。

注意事項

iOS オペレーティングシステム搭
載機器などの一部の携帯端末機
器では、使用前にBMW Motorrad
Connected App を呼び出す必要
があります。

目的地アドレスを入力する
モバイル端末機器を接続す
る( 81)。

BMW Motorrad Connected ア
プリを呼び出し、目的地ガイド
をスタートさせます。
TFT ディスプレイでメニュ
ーNavigation を呼び出します。
オンになっている目的地ガイド
が表示されます。
アクティブ目的地ガイドが表
示されない場合、「テクニカル
データ」の章のトラブルシュー
ティングが解決に役立つ可能性
があります。 ( 207)

目的地を過去の目的地から選
択する

メニューNavigation、 Recent
destinations を呼び出します。
目的地を選択し、確定します。
Start route guidance を選択し
ます。

目的地をお気に入りから選択
する

メニューFAVOURITES は、
BMW Motorrad Connected ア
プリでお気に入り登録されて
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いるすべての目的地を表示し
ます。 TFT ディスプレイで、
新しくお気に入り登録すること
はできません。
メニューNavigation、Favourites
を呼び出します。
目的地を選択し、確定します。
Start guidance を選択します。

特別目的地を入力する
観光名所などの特別目的地を
マップに表示させることができ
ます。
メニューNavigation、POIs を呼
び出します。

以下の場所を選択することがで
きます ：

At current location
At destination
Along the route
どの場所の特別目的地を検索す
るか選択します。

例えば以下の特別目的地を選択
することができます ：

Filling station

特別目的地を選択し、確定しま
す。
Start route guidance を選択
し、 確定します。

ルートの詳細条件を決める
メニューNavigation、 Route
criteria を呼び出します。

以下の詳細条件を選択すること
ができます ：

Route type
Avoid
希望のRoute type を選択しま
す。
希望のAvoid をオンまたはオフ
にします。

有効にした回避の数がカッコ内
に表示されます。

目的地ガイドを終了する
メニューNavigation、 Active
route guidance を呼び出しま
す。
End route guidance を選択し、
確定します。

音声指示をオンまたはオフに
する

ライダーヘルメットとタンデム
同乗者用ヘルメットを接続す
る( 81)。
ナビゲーションを機械音声で出
力することができます。 その
ためにはSpoken instructions が
オンになっている必要がありま
す。
メニューNavigation、 Active
route guidance を呼び出しま
す。
Spoken instructions をオンまた
はオフにします。

直前の音声指示を繰り返す
メニューNavigation、 Active
route guidance を呼び出しま
す。
Current instruction を選択し、
確定します。

5
87

T
F
T
デ
ィ
ス
プ
レ
イ



メディア
前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器および互換性のあるヘルメッ
トと接続されていること。

音楽再生を制御する

メニューMedia を呼び出しま
す。

注意事項

BMW Motorrad は、 走行前にモ
バイル端末機器のメディアおよ
び通話の音量を最大に設定する
ことを推奨します。

音量を調整する( 78)。
次 の タ イ ト ル ：Multi-
Controller 1 を右に短く押しま
す。
前回のタイトルまたは現在
のタイトルの最初 ：Multi-
Controller 1 を左に短く押しま
す。
早送り ：Multi-Controller 1 を
右に長押しします。
巻き戻し ：Multi-Controller 1
を左に長押しします。
コンテキストメニューを呼び
出す ：ボタン 2 を下に押しま
す。

注意事項

携帯端末機器によっては、
Connectivity 機能の範囲が制限さ
れる可能性があります。

コンテキストメニューでは以下
の機能が使用できます ：
Start playback またはPause
playback。

検索および再生には、 カテゴ
リーNow playing、 All artists、
All albums またはAll tracks を
選択します。
Playlists を選択します。

サブメニューAudio options では
以下の設定を行うことができま
す ：

Shuffle をオンまたはオフにし
ます。
Repeat：Off、 One（現在のタ
イトル） またはAll を選択しま
す。

TEL
前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器および互換性のあるヘルメッ
トと接続されていること。
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電話をする

メニューTelephone を呼び出し
ます。
電 話 を 受 け る ：Multi-
Controller 1 を右に押します。
電 話 を 拒 否 す る ：Multi-
Controller 1 を左に押しま
す。
通 話 を 終 了 す る ：Multi-
Controller 1 を左に押しま
す。

ミュートスイッチ
通話が有効な際に、 ヘルメット
のマイクロフォンをミュートに
切り替えることができます。

複数の相手との通話
通話中に、別の相手からの着信を
受けることができます。 最初の
通話は保留になります。 継続中
の通話の数がメニューTelephone
に表示されます。 2 つの通話間
で切り替えを行うことができま
す。

電話データ
モバイル端末機器によっては、
Pairing ( 80) 後に電話データ
が車両へ自動的に伝送されま
す。
Phone book：モバイル端末機器
に保存されているコンタクトリ
スト
Call list：モバイル端末機器での
通話リスト
Favourites：モバイル端末機器に
保存されているお気に入りリスト

ソフトウェアバージョン
を表示する

メニューSettings、Information、
Software version を呼び出しま
す。

ライセンス情報を表示する
メニューSettings、Information、
Licences を呼び出します。
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ミラー
ミラーを調整する

ミラーのガラスの縁部分を軽く
押して、ご希望の位置にくるよ
うにします。

ヘッドライト
右側 / 左側走行のヘッドライ
ト光軸調節
このモーターサイクルには対
称ロービームが装備されていま
す。 モーターサイクルの登録国
とは異なる側を走行する国で運
転する場合に、 特別な措置は必
要ありません。

光軸およびスプリングプリ
ロード
通常、 積載条件に応じてスプリ
ングプリロードを調整すること
により、 光軸は常に一定になり
ます。

注意事項

光軸が正しく調整されている
か疑わしい場合には、 できれ
ばBMW Motorrad、もしくは専門
の整備工場に調整状態を確認す
るよう依頼してください。

ブレーキ
ブレーキレバーを調整する

警告

走行中のブレーキレバーの調整
事故の危険

ブレーキレバーの調整は、必ず
モーターサイクルを停止させた
状態で行ってください。

アジャストホイール1をご希望
の位置に回します。

注意事項

その際、 ブレーキレバーを前へ
押すとアジャストホイールを簡
単に回すことができます。

選択できる設定 ：
ポジション 1 から ：ハンドル
グリップとブレーキレバー間の
距離は最小
ポジション 6 まで ：ハンドル
グリップとブレーキレバー間の
距離は最大
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クラッチレバーを調整する
クラッチレバーを調整する

警告

走行中のクラッチレバーの調整
事故の危険

クラッチレバーの調整はモー
ターサイクルを停止させた状態
で行ってください。

アジャストホイール1をご希望
の位置に回します。

注意事項

その際、 クラッチレバーを前へ
押すとアジャストホイールを簡
単に回すことができます。

選択できる設定 ：
ポジション 1：ハンドルグリッ
プとクラッチレバー間の距離は
最小
ポジション 5：ハンドルグリッ
プとクラッチレバー間の距離は
最大

ステアリング
ステアリングダンパーを調整
する

警告

走行中にステアリングダンパー
を調整する。
事故の危険

ステアリングダンパーの調整
は、必ずモーターサイクルを停
止させた状態で行ってくださ
い。

ダンパーをハードにするには ：
調整ボルト 1 をA方向に回しま
す。
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ダンパーをソフトにするには ：
調整ボルト 1 をB方向に回しま
す。

ステアリングダンパーの
基本設定

調整ボルトをロックする
までAの方向に回し、 次に
8 回Bの方向にクリックしま
す。 (オンロード走行)

調整ボルトをロックする
までAの方向に回し、 次に
4 回Bの方向にクリックしま
す。 (レーシング走行)

スプリングプリロード
調整
フロントホイールのスプリング
プリロードを、 ライダーの体重
に合わせて調整してください。
重量が重ければスプリングプリ
ロードをより高く、 軽ければス
プリングプリロードをより低く
する必要があります。

リヤホイールのスプリングプリ
ロードを、モーターサイクルの積
載荷重に合わせて調整してくだ
さい。 積載荷重が重くなれば、
スプリングプリロードを高く調整
し、重量が軽くなれば、それに合
わせてスプリングプリロードも
低く調整する必要があります。

モーターサイクルを持ち上げ
る
スプリングプリロードを調整す
るためにはエンジンジャッキが
必要ですが、その使い方について
は詳しく説明されません。 この
作業ができるかどうか確かでな
い場合は、専門の整備工場、でき
れば BMW Motorrad ディーラー
までお問い合わせください。

フロントホイールのスプリン
グプリロードを調整する

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
モーターサイクルをエンジン
ジャッキで持ち上げて、フロン

トホイールにかかる荷重を完全
に解除します。

間隔 D（アウターチューブの下
端 1 とフロントアクスル 2 の
間） を測定します。
エンジンジャッキを取り外しま
す。
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
モーターサイクルにライダーが
乗車して負荷をかけます。
もう 1 人に協力してもらいな
がら、間隔 D（ポイント 1 と 2
の間）を再度測定し、測定値同
士の差（沈み込み量） を算出し
ます。
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負荷に応じたスプリング
プリロードの設定

フロントホイールの沈み込み

40±2 mm (ライダー乗車時
85 kg)

警告

スプリングプリロードとスプリ
ングストラットダンピングの調
整が適合していない。
走行特性の低下。

スプリングストラットダンピン
グをスプリングプリロードに合
わせて調整します。

沈み込み量を減らす（スプリン
グプリロードを高める）には、
車載ツールキットを使用して
調整ボルト 3 を A の方向に回
します。 ぴたりと合い、 スク
リューを擦り傷から保護するア
ダプターが車載ツールキットに
添えられています。
沈み込み量を増やす（スプリン
グプリロードを低める）には、
車載ツールキットを使用して
調整ボルト 3 を B の方向に回
します。 ぴたりと合い、 スク
リューを擦り傷から保護するア
ダプターが車載ツールキットに
添えられています。

スプリングプリロードを調整
する（リヤホイール）

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
モーターサイクルをエンジン
ジャッキで持ち上げて、リヤホ

イールにかかる荷重を完全に解
除します。

間隔 D（シート 1 と軸 2 の間）
を測定します。
エンジンジャッキを取り外しま
す。
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
ライダーと状況に応じて荷物
で、モーターサイクルに荷重を
かけます。
もう 1 人に協力してもらいな
がら、間隔 D（ポイント 1 と 2
の間）を再度測定し、測定値同
士の差（沈み込み量） を算出し
ます。
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スプリングプリロード
の積載量に依存するアド

ジャストメント

リアホイールのスプリングデ
フレクション

35±2 mm (ドライバーによる道
路走行 85 kg)

30±2 mm (ドライバーによる
レーシング走行 85 kg) 警告

スプリングプリロードとスプリ
ングストラットダンピングの調
整が適合していない。
走行特性の低下。

スプリングストラットダンピン
グをスプリングプリロードに合
わせて調整します。

ボルト 1 を車載ツールキット
を使用して外します。
沈み込み量を減らす（スプリン
グプリロードを高める）には、
車載ツールキットを使用してア
ジャストリング 2 を A の方向
に回します。

沈み込み量を増やす（スプリン
グプリロードを低める）には、
車載ツールキットを使用してア
ジャストリング 2 を B の方向
に回します。
ボルト 1 をトルクで締め付け
ます。

調整リングのボルト

6 Nm

スプリングプリロードを調整
する（リヤホイール）

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
モーターサイクルをエンジン
ジャッキで持ち上げて、リヤホ
イールにかかる荷重を完全に解
除します。
イグニッションを ON にしま
す。
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エンジンをスタートさせて、
バッテリーの放電を防止しま
す。

注意事項

DDC システムの設定は、 イグ
ニッションがオンの場合にのみ
可能であり、その場合のみ電気的
バルブが有効になるからです。

間隔 D（シート 1 と軸 2 の間）
を測定します。
エンジンジャッキを取り外しま
す。
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

ライダーと状況に応じて荷物
で、モーターサイクルに荷重を
かけます。
もう 1 人に協力してもらいな
がら、間隔 D（ポイント 1 と 2
の間）を再度測定し、測定値同
士の差（沈み込み量） を算出し
ます。

スプリングプリロード
の積載量に依存するアド

ジャストメント

リアホイールのスプリングデ
フレクション

35±2 mm (ドライバーによる道
路走行 85 kg)

30±2 mm (ドライバーによる
レーシング走行 85 kg)

沈み込み量を減らす（スプリン
グプリロードを高める）には、
車載ツールキットを使用して
ボルト 1 を A の方向に回しま
す。
沈み込み量を増やす（スプリン
グプリロードを低める）には、
車載ツールキットを使用して
ボルト 1 を B の方向に回しま
す。

6
97

調
整



ショックアブソーバー
調整
ショックアブソーバーは、 必ず
路面状態およびスプリングプリ
ロードに合わせて、 調整してく
ださい。

凸凹のある路面では、平坦な路
面の場合よりも、ショックアブ
ソーバーはソフトに設定されて
いる方が効果的です。
スプリングプリロードが高い場
合は、ショックアブソーバーも
ハードに調整し、スプリングプ
リロードが低い場合は、ショッ
クアブソーバーもソフトに調整
する必要があります。

フロントホイールのコンプ
レッションダンピングを調整
する

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備

コンプレッションステージダン
ピングを左フォークストラット
の調整ボルト1 と黄色い目盛り
で調整します。

ダンパーをハードにするには ：
車載ツールキットを使用して調
整ボルトをマーク 2 がより大

きい目盛り値を示すように回し
ます。
ダンパーをソフトにするには ：
車載ツールキットを使用して調
整ボルトをマーク 2 がより小
さい目盛り値を示すように回し
ます。

コンプレッションステー
ジの基本設定（フロン

ト）

ポジション 5 (ドライバーによ
る道路走行 85 kg)

ポジション 7 (ドライバーによ
るレーシング走行 85 kg)

フロントホイールのリバウン
ドダンピングを調整する

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備
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リバウンドダンピングを右
フォークストラットの調整ボル
ト 1 と赤色の目盛りで調整し
ます。

ダンパーをハードにするには ：
車載ツールキットを使用して調
整ボルトをマーク 2 がより大

きい目盛り値を示すように回し
ます。
ダンパーをソフトにするには ：
車載ツールキットを使用して調
整ボルトをマーク 2 がより小
さい目盛り値を示すように回し
ます。

リバウンドステージの基
本設定（フロント）

ポジション 5 (ドライバーによ
る道路走行 85 kg)

ポジション 5 (ドライバーによ
るレーシング走行 85 kg)

リヤホイールのコンプレッ
ションダンピングを調整する

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

コンプレッションステージダン
ピングを調整ボルト 1 で調整
します。

ダンパーをハードにするには ：
車載ツールキットを使用して調
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整ボルトを右へ+ 方向に回しま
す。
ダンパーをソフトにするには ：
車載ツールキットを使用して調
整ボルトを左へ– 方向に回しま
す。

コンプレッションステー
ジの基本設定（リヤ）

調整ボルト 1 をロックする
まで+ の方向に回し、 次に
5 回–の方向にクリックしま
す。 (ドライバーによる道路走
行 85 kg)

調整ボルト 1 をロックするま
で+ の方向に回し、次に 3 回–
の方向にクリックします。 (ド
ライバーによるレーシング走
行 85 kg)

リヤホイールのリバウンドダ
ンピングを調整する

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備

注意

高温のエキゾーストシステム
火傷の危険

高温のエキゾーストシステムに
は触れないこと。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

調整ボルト1 を回してリバウン
ドダンピングを調整します。

ダンパーをハードにするには ：
車載ツールキットを使用して
調整ボルト1 をA方向に回しま
す。
ダンパーをソフトにするには ：
車載ツールキットを使用して
調整ボルト1 をB方向に回しま
す。

リバウンドステージの基
本設定（リヤ）

調整ボルトをロックする
までAの方向に回し、 次に
5 回Bの方向にクリックしま
す。 (ドライバーによる道路走
行 85 kg)
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リバウンドステージの基
本設定（リヤ）

アジャストノブをロックする
までA の方向に回し、 次に
3 回Bの方向にクリックしま
す。 (ドライバーによるレーシ
ング走行 85 kg)

車高
Race パッケージ OE 装備

または
M パッケージ OE 装備

車高を調整する
リアホイールガイド型式での車
高は、 プッシュストラット長で
調整されます。
車高の調整では、 特定の設定組
み合わせにおいて、 さまざまな
コンポーネントのクリアランス
を保証できない点に注意してく
ださい。 そのため、 変更後はリ
ヤスイングアームおよびリアホ

イールのクリアランスを常に点
検する必要があります。
車高の調整には、フットレストの
架台やエンジンジャッキ等の、
ここではそれらの取扱いについ
て詳しく説明されていない追加
補助工具が必要です。 この作業
ができるかどうか確かでない場
合は、 専門の整備工場、 できれ
ばBMW Motorrad ディーラーま
でお問い合わせください。

車高をプッシュストラットで
調整する

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
モーターサイクルをエンジン
ジャッキで持ち上げて、リヤス
イングアームにかかる荷重を解
除します。
モーターサイクルが倒れないよ
うに固定します。

固定ボルト 1 を外します。
車高を上げるには、 調整ボル
ト 2 を A の方向へ回します。
車高を下げるには、 調整ボル
ト 2 を B の方向へ回します。

プッシュストラットの長
さ

87.5 mm (基本調整)

86...91 mm (調整範囲)
車高をスイングアームピボット
調整で合わせます ：
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プッシュストラット 1 のクリ
アランス D を測定して調整し
ます。

スイングアームピボット
調整補正時のプッシュス

トラットのクリアランス

9.5 mm (基本調整)

12.5 mm (ポジション 2)

13 mm (ポジション 3)
固定ボルト 1 を締め付けま
す。

アジャスティングスト
ラットと固定ボルト

8 Nm
エンジンジャッキを取り外しま
す。
Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備
DDC を校正する( 104)。

スイングアーム
Race パッケージ OE 装備

または
M パッケージ OE 装備

スイングアームの調整
スイングアームピボットポイン
トは 3 段階で調整することがで
きます。 それには、 フットレス
トの架台やエンジンジャッキ等、
取扱いについて詳しく説明され
ていない追加補助工具が必要で
す。 この作業ができるかどうか
確かでない場合は、 専門の整備
工場、 できればBMW Motorrad

ディーラーまでお問い合わせく
ださい。

スイングアームピボットポイ
ントの調整

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
モーターサイクルをエンジ
ンジャッキまたは他の適切な
ジャッキで持ち上げ、 それに
よってリヤスイングアームの負
荷を解除します。

ナット 1 とワッシャー 2 を取
り外します。
固定ボルト 3 を取り外しま
す。
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ナット 1 を取り外します。

固定ボルト 1 を取り外しま
す。
右ブッシュ2を左ブッシュと交
互にそれぞれ最大 90° 回し、
希望の位置に調整します。

固定ボルト 1を取り付けます。

右メインフレーム内での
SDP ブッシュの位置決め

5 Nm

左ブッシュ2 を右ブッシュと交
互にそれぞれ最大 90° 回し、
希望の位置に調整します。
左ブッシュ2 と右ブッシュが同
じ位置( マーク) に固定される
よう注意してください。
固定ボルト 1を取り付けます。

左メインフレーム内での
SDP ブッシュの位置決め

8 Nm

ナット 1 を取り付け、 トルク
で締め付けます。

ブッシュ SDP 用ナット
とフレーム

ボルト固定剤: Loctite 270、
高粘度

50 Nm
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ナット 2をワッシャー 1と共に
取り付け、トルクで締め付けま
す。 その際スイングアームア
クスルで支持します。

ナットをスイングアー
ムアクスルへ

ボルト固定剤: メカニズム部分

100 Nm
エンジンジャッキを取り外しま
す。

スイングアームピボットポイ
ントの変更後は、 車高をプッ
シュストラットで修正しま
す。

車高をプッシュストラットで調
整する( 101)。
Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備
DDC を校正する( 104)。
チェーンのたるみ量を点検す
る( 187)。

DDC 校正
Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

DDC を校正する
モーターサイクルをサイドスタ
ンドまたは適切な補助スタン
ドに載せます。 校正中はモー
ターサイクルに乗車してはな
りません。 荷物を取り除きま
す。

メニューSettings、 Vehicle
settings、 DDC calibration を呼
び出します。
Start 1 を選択し、 OK 2 で確
定します。
校正が実行されます。
校正が完了すると、 Calibration
successful. が表示されま
すCalibration failure! Remove
all loads and set vehicle on
side stand.が表示された場
合は、 キャリブレーションを
繰り返して行う必要がありま
す。
Repeat を選択します。
何度校正を行ってもうまくい
かない場合は、 専門の整備工
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場、 できればBMW Motorrad
Partner にご依頼ください。 6
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安全に関する注意事項
ライダーエクイップメント
正しい装備品を装着／着用しな
いでモーターサイクルに乗るこ
とは、 極めて危険です。 次のア
イテムを、 必ず装着／着用して
ください。

ヘルメット
ライディングスーツ
グローブ
ブーツ

走行距離の長短や天候にかかわ
らず、 これらのアイテムは必ず
装着／着用しなければなりませ
ん。 BMW Motorrad ディーラー
は喜んでご相談に応じます。 ま
た、それぞれの目的に合わせた、
適切なアイテムをご用意してい
ます。

荷物の積み込み

警告

積載超過や不均等な積載により、
走行安定性が損なわれる
転倒の危険

許容総重量を超えないように
し、積載に関する注意をお守り
ください。

スプリングプリロードおよび
ショックアブソーバーの設定を
車両重量に合わせて調整しま
す。

車速
高速走行時には、 さまざまな周
辺状況が、 モーターサイクルの
走行特性に悪影響を及ぼす可能
性があります ：

スプリングプリロードおよび
ショックアブソーバーの調整
荷物のアンバランス
不適切な服装
タイヤ充填圧が低すぎる

タイヤの摩耗
その他

有毒物質
排気ガスは無色無臭ですが、たい
へん有毒な一酸化炭素を含有し
ています。

警告

健康を害するおそれのある排ガス
窒息の危険

排ガスを吸い込まないようにし
てください。
閉め切った場所で、エンジンを
作動させないでください。
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火傷の危険

注意

走行中のエンジンおよびエキゾー
ストシステムの過熱
火傷の危険

車両を駐車した後、 誰も、 何
も、エンジンやエキゾーストシ
ステムに触れないように注意し
てください。

触媒コンバーター
ミスファイアーにより触媒コン
バーターに未燃焼のガソリンが流
入した場合、オーバーヒートや損
傷が生じるおそれがあります。
以下の規定を遵守してください ：

フューエルタンクが空の状態で
走行しない。
スパークプラグコネクターを外
したままエンジンを作動させな
い。
ミスファイアが発生した場合に
は、ただちにエンジンを停止さ
せる。

無鉛ガソリンのみを使用す
る。
指定されているメインテナンス
スケジュールを遵守する。

重要事項

触媒コンバーター内の未燃焼燃料
触媒コンバーターの損傷

触媒コンバーターの保護のた
め、作動ポイントに注意してく
ださい。

オーバーヒート

重要事項

長時間のアイドリング
冷却不足によるオーバーヒート、
極端な場合には車両の燃焼

エンジンを不必要にアイドリン
グしたままにしないでくださ
い。
エンジンを始動したら、ただち
に発進してください。

改造

重要事項

モーターサイクルの改造（例 ：エ
ンジンマネジメントシステム、ス
ロットルバタフライ、クラッチ）
関連するコンポーネントの損傷、
安全に関わる機能の故障、 保証
の失効

いかなる改造も行わないでくだ
さい。

チェックリストを確認し、
遵守する

モーターサイクルを定期的に点
検するため、以下のチェックリ
ストを使用してください。

走行開始のたびに ：
ブレーキシステムの機能を点検
します。
照明および信号装置の機能を点
検します。
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クラッチの機能を点検す
る( 166)。
タイヤのトレッド溝の深さを点
検する( 169)。
バッグおよび荷物が確実に固定
されているか点検します。

燃料補給 3 回目ごと
エンジンオイルレベルを点検す
る( 161)。
フロントブレーキパッド厚を点
検します( 163)。
リヤブレーキパッド厚を点検し
ます( 164)。
フロントブレーキフルードレベ
ルを点検する( 165)。
リヤブレーキフルードレベルを
点検する( 165)。
クーラントレベルを点検す
る( 168)。

始動
エンジンを始動する

イグニッションを ON にしま
す。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。 ( 111)
ABS 自己診断が実施されま
す。 ( 111)
DTC 自己診断が実施されま
す。 ( 112)
ニュートラルに設定するか、
ギヤを入れた状態でクラッチを
切ります。

注意事項

サイドスタンドを立てている状
態でもギヤを入れることはでき
ますが、モーターサイクルを発進
させることはできません。 モー
ターサイクルをニュートラルで
始動させ、サイドスタンドを出し
た状態で 1 速に入れると、 エン
ジンは停止します。

コールドスタートおよび温度が
低い場合 ：クラッチを引きま
す。
M バッテリー OE 装備
低温度ではスタート状態に影響
を与える可能性があります。

スターターボタン 1 を操作し
ます。

注意事項

バッテリー電圧が十分でない場
合、始動動作は自動的に中断され
ます。 始動操作を続ける前に、
バッテリーを充電するか、ジャン
プスタートを行ってください。
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詳細については、「メインテナン
ス」 の章の「ジャンプスタート」
を参照してください。

エンジンが始動します。
エンジンが始動しない場合は、
次のトラブルシューティングを
ご覧ください。 ( 204)

Pre-Ride-Check（走行前点
検）
イグニッションをオンにする
と、メーターパネルはインジケー
ター／警告灯のテスト「Pre-Ride-
Check」（走行前点検） を行いま
す。 その終了前にエンジンを始
動すると、 テストは中断されま
す。

ステップ 1
すべてのインジケーター／警告
灯がオンになります。
車両が比較的長い間停止状態に
あった後にシステムをスタート
されると、 アニメーションが表
示されます。

ステップ 2
ジェネラル警告灯が赤から黄に
変わります。

ステップ 3
すべての作動しているインジケー
ター／警告灯が逆の順序で消灯
します。

インジケーター／警告灯がオン
にならなかった場合 ：

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ABS 自己診断
BMW Motorrad Integral ABS の
作動可能状態が自己診断によっ
て点検されます。 自己診断は、
イグニッションを ON にすると
自動的に始まります。

ステップ 1
停止状態で診断可能なシステム
コンポーネントの点検。

ABS インジケーター／警告
灯が点滅します。

ステップ 2
発進時のホイール回転数セン
サーの点検。

ABS インジケーター／警告
灯が点滅します。

ABS 自己診断が終了
ABS 表示灯／警告灯が消灯し
ます。

ABS 自己診断が終了して
いません

自己診断が終了していないた
め、 ABS 機能を使用できませ
ん。 (ホイールセンサーを点検
するには、 モーターサイクル
が最低速度に達する必要があ
ります ：min 5 km/h)

ABS 自己診断の終了後に、
ABS の故障が表示される場合 ：

走行を続行することは可能で
す。 ABS 機能もインテグラル
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機能も使用できないことに注意
してください。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

DTC 自己診断
BMW Motorrad DTC の作動可能
状態は、 自己診断により点検さ
れます。 自己診断は、 イグニッ
ションを ON にすると自動的に
始まります。

ステップ 1
停止状態で診断可能なシステム
コンポーネントの点検。

DTC インジケーター／警告
灯が低速で点滅します。

ステップ 2
発進時に診断可能なシステムコ
ンポーネントの点検。

DTC インジケーター／警告
灯が低速で点滅します。

DTC 自己診断が終了しました
DTC アイコンが表示されなく
なります。

すべてのインジケーター／警
告灯の表示に注意してくださ
い。

DTC 自己診断が終了し
ていません

自己診断が終了していないた
め、 DTC 機能を使用できませ
ん。 (ホイール回転数センサー
の点検を行うには、 モーター
サイクルがエンジン作動状態
で最低速度に達していなけれ
ばなりません ：min 5 km/h)

DTC 自己診断の終了後に、
DTC の故障が表示される場合 ：

走行を続行することは可能で
す。 DTC 機能が使用できな
い、 または機能の使用に制限
があることに注意してくださ
い。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに

故障の修理を依頼してくださ
い。

慣らし走行
エンジン

最初の慣らし運転までは、負荷
範囲とエンジン回転数域を頻繁
に変化させてください。 一定
の回転数での長時間の走行は避
けてください。
カーブが多く、なだらかな坂の
ある道を選び、 十分に慎重な
走行をするようにしてくださ
い。
慣らし走行中のエンジン回転数
を遵守してください。

慣らし走行中のエンジン
回転数

<7000 min-1 (走 行 距 離
0...300 km)

<9000 min-1 (走 行 距 離
300...1000 km)
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慣らし走行中のエンジン
回転数

フルロードなし (走行距離
0...1000 km)
慣らし運転を行う際に従うべき
走行距離を守ってください。

初回点検までの走行距離

500...1200 km

ブレーキパッド
新品のブレーキパッドは、 最適
な摩擦力に達するまで、 慣らし
走行が必要です。 この段階のブ
レーキの効きの弱さは、 ブレー
キレバーを強く握ることで補う
ことができます。

警告

新しいブレーキパッド
制動距離の延長、 事故を起こす
危険

早めにブレーキングしてくださ
い。

タイヤ
新しいタイヤの表面はきわめて
なめらかな状態です。 したがっ
て、 表面が適度に荒れるまで、
慎重に慣らし走行を行う必要が
あります。 タイヤの持つ最大の
グリップ力を引き出すためには、
この慣らし手順を必ず実行して
ください。

警告

路面が濡れている場合や著しく
傾斜している場所で新しいタイ
ヤのグリップが失われる
事故の危険

よく前方に注意して走行し、
急な傾斜のある場所は回避して
ください。

ギヤチェンジ
ギヤシフトアシストPro

注意事項

ギヤシフトアシストPro に関する
詳しい情報については、「技術情
報」の章を参照してください。

注意事項

ギヤシフトアシストPro を使用し
てギヤシフトを行う場合には、
安全上の理由から、 クルーズコ
ントロールは自動的に OFF にな
ります。
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ギヤ入れは従来どおりシフトレ
バーを踏み込んで行います。
シフトロッドのセンサー1が希
望のシフトを検知し、シフトサ
ポートを行います。
定速走行時にローギヤのまま高
回転域に達している場合、 ク
ラッチ操作なしでのギヤシフ
トは過度な荷重移動による反
応を招くおそれがあります。
BMW Motorrad は、 このよう
な走行条件においてはクラッチ
操作を伴うシフト切替のみをお
勧めします。 限度回転数域に
おけるシフトアシストの使用は
避けてください。

以下の状況では、シフトアシス
トは作動しません ：
クラッチが操作されている場
合。
シフトレバーが初期位置にない
場合
スロットルバタフライを閉じた
状態（惰性走行） または減速時
のシフトアップ
スロットルバタフライを開いた
状態でシフトダウンする時、
またはアクセル開時。
シフトアシストを使用してさら
にギアチェンジを行うには、
シフト動作後に、シフトレバー
にかかる負荷を完全に解除しな
ければなりません。

シフトポイント用フラッ
シュ
シフトポイント用フラッシュ

シフトポイント用フラッシュ 1
は、 高速へのシフトチェンジの
タイミングに近づいていること
を知らせます。

設定されている周波数でシフト
ポイント用フラッシュが点滅 ：
シフト回転数に間もなく到達し
ます
シフトポイント用フラッシュが
消灯 ：シフト回転数に達して
います
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回転数限界値およびシフトイン
ジケーターの点灯方法について
は、 メニューSettings、 Vehicle
settings で調整することができ
ます（「操作」 のチャプターも参
照）。

ブレーキ
制動距離を最短にするには?
フロント／リヤホイール間の力
学的な負荷配分は、 ブレーキン
グによって変わります。 ブレー
キングが強くなるほど、 フロン
トホイールにはより大きな負荷
がかかります。 ホイールにかか
る負荷が大きくなるほど、 より
大きな制動力が伝達されます。
制動距離を最短にするには、徐々
に強くなるようフロントブレーキ
をかけることが必要です。 それ
により、フロントホイールにかか
る負荷の力学的な増加が、最も効
果的に利用されます。 同時に、
クラッチは切っておく必要があ
ります。

フロントホイールのロックは、
BMW Motorrad Race ABS に
よって回避されます。
しばしばトレーニングされる「緊
急ブレーキ」では、ブレーキ圧が
できるかぎり早急に最大の力で
生成されます。 力学的な負荷配
分が減速に追いつけなくなり、
制動力が完全には路面に伝達で
きなくなります。 さらにホイー
ルにかかる負荷の不足により、
ABS はわずかなブレーキ作用で
フロントホイールのロックを回
避しなければなりません。 これ
によりブレーキの効きが悪くな
ります。

下り坂

警告

山道や狭い通路などを抜けると
きにリヤブレーキのみをかける
オーバーヒートによるブレーキ
の破損、 制動作用の喪失

フロントおよびリヤブレーキを
作動させて、エンジンブレーキ
を使用してください。

濡れて汚れたブレーキ
ブレーキディスクやブレーキパッ
ドが濡れていたり汚れていたり
すると、 ブレーキの効きが悪く
なります。
以下の状況では、ブレーキの効き
が遅れたり悪くなったりするこ
とを、 必ず考慮してください ：

雨天走行時や、水たまりの中を
走行した場合。
洗車の後。
塩が撒かれた路面を走行したと
き。
ブレーキ関連作業の後で、
オイルやグリースの残留物によ
る。
汚れている路面や、オフロード
の走行時。
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警告

濡れや汚れが原因でブレーキの
効きが悪くなる
事故の危険

ブレーキを乾燥させて汚れをと
り、必要に応じて清掃します。
再び制動力を完全に発揮できる
ようになるまでは、ブレーキを
早めに操作してください。

ABS Pro
走行における物理的限界

警告

コーナーにおけるブレーキング
ABS Pro 装備でもある転倒の危
険性

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポートを、リス
キーな走行により制限しないで
ください。

注意事項

ABS Pro は 、 ド ラ イ ビ ン
グモードRAIN、 ROADおよ
びDYNAMICで作動します。 これ
はドライビングモードRace で作
動解除されます。 ドライビング
モードRace Pro ではABS Pro が
個別に調節できます。

転倒をなくすことはできない
た と え ABS Pro お よ
びDynamic Brake Control がライ
ダーのために、バンク時のブレー
キングの際に万全のサポートを
行い、 安全性において著しいプ
ラス効果を発揮しても、 走行に
おける物理法則の限界を超えら
れるものではありません。 従来
と同様に、 誤った判断や運転ミ
スなどにより、 この限界を超え
ることがあります。 極端なケー
スでは、 それが転倒につながる
こともあります。

公道での使用
ABS Pro お よ
びDynamic Brake Control は、
公道においてモーターサイクル
をより安全に使用するためのも
のです。 コーナーにおける思い
がけない危険な状況が原因のブ
レーキング時に、 ABS Pro は走
行における物理的限界の範囲内
で、 ホイールのロックやスリッ
プを回避します。 エマージェン
シーブレーキング時には、 ブ
レーキ動作中に誤ってスロット
ルグリップが操作された場合
に、 Dynamic Brake Control に
よってブレーキ作用を高めて介
入します。

注意事項

ABS Pro はバンク時の個々のブ
レーキ性能の向上のために開発
されたものではありません。
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駐車する
サイドスタンド

エンジンを停止させます。
下り坂では、モーターサイクル
を上る方向に向けて、 1 速に入
れます。

重要事項

スタンドを使用している路面の
状態が悪い
転倒によるコンポーネントの損傷

スタンドを立てる路面が、平坦
で固くしっかりとしているか確
認してください。

サイドスタンドを出し、 モー
ターサイクルを立てます。

重要事項

追加重量によるサイドスタンド
の負荷
転倒によるコンポーネントの損傷

車両がサイドスタンドで立てら
れている状態のときには、着座
しないでください。

路面の傾斜に無理がなければ、
ハンドルバーを左へ回しておき
ます。

給油
燃料品質
前提条件
最適な燃費となるよう、 硫黄フ
リーの、 またはできる限り硫黄
が少ない燃料を使用してくださ
い。

重要事項

有鉛ガソリンを給油する
触媒コンバーターの損傷

有鉛ガソリンや金属添加物（マ
ンガン／鉄など） を含む燃料
は決して給油しないでくださ
い。

燃料に含まれるエタノールの最
大比率に注意してください。

推奨フューエルグレード

無鉛プレミアムガソリン（ハイ
オク） (最大 5％エタノール、
E5)
98 ROZ/RON
93 AKI

燃料品質の選択肢

無鉛スーパー、（出力および
燃費の制約。） (エタノール
10 %以下、 E10)
95 ROZ/RON
90 AKI
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給油

警告

フューエルは簡単に引火します
火災や爆発の危険

フューエルタンクに関する作業
時には、 いかなる場合でも、
決してタバコを吸ったり、火を
使ったりしないでください。

警告

燃料タンクの充填量が多すぎる
と、 熱の影響で燃料が膨張した
場合に漏れる
転倒の危険

フューエルタンクを充填しすぎ
ないでください。

重要事項

プラスチック表面に燃料が付着
表面の損傷（見苦しくなる、 また
はつやのない状態になる）

プラスチック表面が燃料に触れ
た場合には、ただちに清掃しま
す。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをサイ
ドスタンドで立てます。

注意事項

サイドスタンドに立つだけで、
利用可能な燃料タンク容積を最
適に使用できます。

保護キャップ 1 を開きます。
燃料タンクのロック 2 をイグ
ニッションキーを使用して時計

回りにロック解除し、 開きま
す。

前述のグレードのフューエルを
フィラーネックの下端（MAX 位
置） まで補給します。

注意事項

燃料残量を下回った後に給油を
行う場合、 給油後の充填量が
燃料残量を上回る必要がありま
す。 これにより新たな充填レベ
ルが検知され、 燃料残量警告灯
が OFF になります。
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注意事項

テクニカルデータ（仕様諸元）
に記載されている「フューエル容
量」 は、 フューエルタンクが空
に近づき、 燃料不足でエンジン
が停止したときに給油できる燃
料の量です。

フューエル容量

約 16.5 l

フューエルリザーブ容量

約 4 l
フューエルタンクキャップを強
く押して閉めます。
イグニッションキーを抜き取
り、保護キャップを閉めます。

モーターサイクルを搬送
用に固定します

テンションストラップが取り回
されているすべてのコンポーネ
ントを、損傷しないように保護
します。 接着テープや柔らか
なウェスなどを使用してくださ
い。

重要事項

リフトアップのときに車両が左
右に傾く
転倒によるコンポーネントの損傷

車両が倒れないよう、サポート
する方と一緒に作業するように
してください。

モーターサイクルを搬送用プ
レートの上に移動させます。
サイドスタンドで立てないこ
と。

ボルト 1 を取り外し、 フォー
クシールド 2 を外します。
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重要事項

コンポーネントの挟み込み
コンポーネントの損傷

コンポーネント（ブレーキライ
ンやケーブルなど）が挟み込ま
れないようにしてください。

フロント側テンションストラッ
プをロワフォークブリッジ左右
に取り付けます。
テンションストラップを下方向
にピンと張ります。

リア固定ベルトの両側をリアフ
レームに取り付けてピンと張り
ます。
すべてのテンションストラップ
を均等に張り、車両ができるか
ぎりしっかりと固定されるよう
にします。

搬送後にフォークシールド 2
を当て、 ボルト 1 で取り付け
ます。
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レースサーキットで

サーキット走行用表示. . . . . . . . . . . . . 122

LAPTIMER . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 125
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ミラーを脱着する . . . . . . . . . . . . . . . . . 133

ライセンスプレートベースを脱着
する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136

ABS をレースサーキット走行時に
オフにする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
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サーキット走行用表示
表示Sport 1
1 走行モードPro OE 装備

DTC 調整する ( 131)。
2 最大DTC トルク減少
3 現在のDTC トルク減少
4 エンジン回転数表示
5 最大ブレーキ遅延
6 現在のブレーキ遅延
7 最大傾斜角
8 現在の傾斜角
9 エンジン回転数表示の単

位 ：1000 rpm
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表示Sport 2
1 走行モードPro OE 装備

DTC 調整する ( 131)。
2 最大DTC トルク減少
3 現在のDTC トルク減少
4 エンジン回転数表示
5 直近のラップタイムと基準

時間との差、 または現在の
ラップタイムと基準時間と
の差

6 基準時間 ：現在保存さ
れている最速ラップタイ
ム、 または保存されてい
るラップタイムの最速時
間 ( 125)

7 現在のラップタイム
8 エンジン回転数表示の単

位 ：1000 rpm
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表示Sport 3
1 走行モードPro OE 装備

DTC 調整する ( 131)。
2 最大DTC トルク減少
3 現在のDTC トルク減少
4 エンジン回転数表示
5 現在の傾斜角
6 最大傾斜角
7 基準時間 ：現在保存さ

れている最速ラップタイ
ム、 または保存されてい
るラップタイムの最速時
間 ( 125)

8 現在のラップタイム
9 直近のラップタイムと基準

時間との差、 または現在の
ラップタイムと基準時間と
の差

10 エンジン回転数表示の単
位 ：1000 rpm
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LAPTIMER
時間計算を開始する

メニューSport を呼び出し、 表
示Sport 2 またはSport 3 に切
り替えます。
エンジンを始動させます。

ボタン 1 を押します。
時間計算が進行します。
次の走行ラップの記録を開始す
るため、スタートライン／ゴー
ルラインを越えるごとに、ボタ
ン 1 を再度押します。
前の走行ラップのデータが保存
されます。

現 在 の ラ ッ プ の タ イ ム
は00:00:00で再度スタート
します。
レースラップで止まった時間
は、調節可能なDisplayed for の
ために、現在のレースラップの
進行中のタイムに切り替わる前
に表示されます。
記録中に表示モードが閉じられ
ても、記録はそのまま続けて行
われます。

時間計算を終了し、時間を管
理する
前提条件
表示Sport 2 またはSport 3 が表
示されます。

モメンタリボタンMENU 下を
押します。
メニューLAPTIMER が表示さ
れます。
End recording で進行中の記録
が終了できます。
Lapsで現在のラップタイムと
走行データを呼び出せます。

99 回までラップが保存できま
す。 それ以上になってもラッ
プが削除されない場合、 次の
ラップで最初のラップが上書き
されます。
Delete all laps ですべてのラッ
プを消去できます。
Delete best ever でそれまで
で最高のレースラップ (Best
ever) をリセットできます。

Laptimer を調整する
メニューSettings、 Vehicle
settings、 Laptimer を呼び出し
ます。
以下の設定が可能です ：
Debounce time: パッシングラ
イトが操作されると、ラップタ
イム測定に影響することなくそ
の時間内にパッシングライトを
再度操作できます。
Displayed for: 現在のラップタ
イムが表示される前に、この時
間内でラップタイムの止まった
時間が表示されます。
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Reference: どのベストタイムが
基準として表示されるかを選択
します。 Best: 現在の記録のベ
ストタイムまたはBest ever: 以
前測定したタイムのベスト。
Best lap in progress: この機能
が作動されると、直近のラップ
タイムと基準タイムとの差が表
示されず、現在のラップタイム
と基準タイムとの差が表示され
ます。

過去最高のレースラップ
過去最高レースラップ (Best
ever) は記録されているすべての
レースラップで最速のものであ
り、 さらに速いラップが記録さ
れるとただちに更新されます。
過去最高レースラップは、 記録
されているレースラップが消去
されるときにも、 登録されたま
ま残ります。 これにより、 他の
時点において新しい走行を記録
し、以前の走行のベスト走行ラッ
プと比較することができます。

過去最高のレースラップは、 メ
ニューLAPTIMER で消去できま
す。
過去最高のレースラップが保存
されている記録ものである場合、
対応するラップ番号が一緒に表
示されます。 過去最高のレース
ラップにラップ番号がない場合、
これはすでに消去されている記
録からのものです。

サーキット走行用車両設定
レーシングコース用設定を有
効にする

メニューSettings を呼び出し、
Racetrack を作動させます。
Configuration を選択します。

注意事項

レーシングコース機能をオンにす
ると、 Connectivity 機能Media、
TelephoneおよびNavigationが作
動解除されます。

設定メニュー

レースサーキットでの走行用に、
ライト故障に関する警告を抑制
することができます。

走行モードPro OE 装備
Pit Lane Limiter の回転数を調整
することができます ( 130)。

RACE PRO CONFIGURATION
で、 車両パラメーターを細部に
わたって調整することができま
す ( 127)。
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Light warnings：レースサーキッ
ト走行用にウインカーやライセン
スプレートベースを取り外すと、
車両エレクトロニクスがこれをラ
イトの故障として検出し、そのこ
とを示す警告メッセージがディ
スプレイに表示されます。 Light
warnings を無効にすると、 警告
メッセージは抑制されます。

RACE PRO 走行モード
走行モードPro OE 装備

レーシングコース用設定
RACE PRO ドライビングモード
では、シャシーコントロール、ブ
レーキコントロールおよびエン
ジンコントロールをプロフェッ
ショナルに細かく適合できますこ
れによってドライバー要求、コー
スの状態および天候を個別に考
慮できます。

以下のパラメーターを調整でき
ます ：

Engine
Engine Brake
Traction (DTC)
Wheelie (DTC)
ABS

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備
DDC

パラメーターに関する詳しい情
報は ( 151)を参照してくださ
い。

3 つのRACE PRO ドライビング
モードを設定できます。

RACE PRO ドライビングモード
は、 同じくボタンMODE で選択
します ( 56)。

RACE PRO riding mode が
作動すると、 ドライビング
モ ー ド RAIN 、 ROAD お よ
びDYNAMIC がなくなりま
す 。 そ の 代 わ り に 、 ド ラ
イ ビ ン グ モ ー ド RACE 、
RACE PRO 1、 RACE PRO 2 お
よびRACE PRO 3 で切り替えら
れます。

RACE PRO riding mode が作動
解除されると、あらかじめ定義さ
れたすべてのドライビングモー
ドが再び使用できるようになり、
ドライビングモードROAD が選
択されます。

RACE PRO ドライビング
モードを設定する

メニューSettings を呼び出し、
Racetrack を作動させます。
Configuration を選択し、 RACE
PRO riding mode を作動させま
す。
Configuration を選択します。
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現在の設定が一覧で表示されま
す。

1 つの設定を選択します。

1 つのパラメーターを選択しま
す。

現在の設定が図と数字で表示さ
れます。 さらに各設定の説明
文が表示されます。
設定が標準ドライビングモード
にも保存されている場合、その
ドライビングモードが挙げられ
ます。
設定を希望通りに変更しま
す。

初期設定へのリセット
設定を選択します。
パラメーターリスト内で下に向
かってスクロールして、最後の
登録項目Reset を選択します。

Launch Control
レーススタートとLaunch
Control

走行モードPro OE 装備

Launch Control は、 ライダーが
レーススタートで理想的なトル
ク状態を保つのをサポートしま
す。

Launch Control の作動後
にフルスロットルでのエ

ンジン回転数

9000 min-1

Launch Control が作動 ON の状
態では、 フロントホイールが軽
く浮き上がる程度に最大駆動力
が調整されるように、 エンジン
トルクが低減されます。 フロン
トホイールの浮き上がりが検知
されると、 トルクは一時的に少
し戻されます。 決められた速度
から、 スピードリミッターは非
作動になります。

Launch Control 用の回転
数制限が無効になる速度

約 70 km/h

Launch Control は以下の条件下
で OFF になります ：
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3 速に入っています。
傾きが 30° 以上になります。
エンジンまたはイグニッション
が OFF になります。

クラッチ保護のために、 Launch
Control で続けてスタートできる
回数は制限されています。 更に
可能なスタート回数がディスプレ
イに表示されます。 例 ：Launch
Control: 3 starts still avail.。

Launch Control の操作

注意

Launch Control により最大限
の加速が可能になりますが、それ
により通常とは異なる走行状態
になることがあります。
加速による事故の危険がありま
す。

Launch Control はサーキットで
のみ使用します。

車両をスタートポジションにし
ます。

車両は停止し、エンジンは作動
します。

スターターボタン 1 を、 ディ
スプレイがLaunch Control で
まだ許容されるスタート数を表
示するまで、押したまま保ちま
す。
スタートがもうできない場
合は、 Launch Control not av.
Clutch too hot.が表示されま
す。
クラッチを冷却します。

クラッチの冷却

約 3 min (エンジン作動状態)

約 20 min (エンジン停止状態)
始動は通常通り行い、少なくと
も回転数制限に達するまで、
スロットルグリップを開けま
す。
クラッチを入れると、スロット
ルグリップを全開します。
シフトポイント用フラッシュが
点灯または点滅します。
Launch Control はリアホイー
ルの理想的なトルクを制御し、
下記の速度までエンジン回転数
を一定に保ちます。
スロットルグリップを完全に開
いたままにすること。

Launch Control 用の回転
数制限が無効になる速度

約 70 km/h
スロットルグリップがフルロー
ド位置のため、回転数リミット
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が OFF になるとすぐ、 エンジ
ン回転数が上昇します。
スロットルグリップは再び通常
通りに反応します。
サーキットに応じてシフトアッ
プし、車体を傾けてカーブを走
行します。
3 速に入っているか、 傾斜角
が 30° を超えている場合、
シフトインジケーターが消えま
す。
Launch Control によるレースス
タートが完了しました。

Pit Lane Limiter
走行モードPro OE 装備

車速をPit Lane Limiter で制
限
Pit Lane Limiter は、 ピットレー
ンなどで制限速度を守るためのサ
ポート機能です。 そのために、
エンジンの最高回転数は 1 速走
行に固定されます。

注意事項

最大回転数から生じる速度は、
レシオとタイヤサイズに応じて
異なります。

値フィールド
3500～ 8000 rpm/100 ステッ
プ

Pit Lane Limiter を調整する
メニューSettings を呼び出し、
Racetrack を作動させます。
Configuration を選択します。
Pit Lane Limiter を作動させま
す。
Configuration を選択します。
Speed を調整します。

Pit Lane Limiter の操作

1 速で走行します。
スターターボタン 1 を押した
まま保ちます。
設定された最高回転数に達する
までスロットルグリップを開き
ます。
エンジン回転数は点火遮断によ
り制限されます。
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警告

スターターボタンから手を放す
と、 スロットルグリップ位置に
対応した加速が行われます。
スロットルグリップを急激にフ
ルロード位置にすると、 転倒の
危険性があります。

スロットルグリップは全開にせ
ず、制限回転数に達するところ
までにします。

スターターボタン 1 から手を
放します。
車両を最大限に加速させま
す。

DTC
DTC 設定
選択した走行モードに合わせて、
DTC により、 リヤホイールの許
容スリップが制御されます。

走行モードPro OE 装備
ド ラ イ ビ ン グ モ ー
ド RACE PRO の設定の範囲内で
コントロールを細かく調整でき
ます。
RACE PRO ドライビングモード
を設定する ( 127)

走行中、 左ハンドルバー操作
ユニットのDTC モメンタリボ
タン1でDTC 調整を変更できま
す。

DTC 調整する
走行モードPro OE 装備

RACE PRO ドライビングモー
ドを設定する( 127)。
希望のRACE PRO-ドライビン
グモードを選択します。

注意事項

DTC は走行中も適合可能で
す。

モメンタリボタン 1 を短く上
方へ押すと、 DTC コントロー
ルが高められます
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警告

DTC 制御の低下によりリヤホ
イールが空転し、 安定性が失わ
れる。
転倒の危険

DTC 制御はレースサーキット
上でのみ弱めます。
DTC コントロールは一度に
1 段階だけ変更し、 走行特性へ
の影響をい慎重にテストしてく
ださい。

DTC モメンタリボタン 1 を短
く下方へ押すと、 DTC コント
ロールが低減されます。
設定された値はディスプレイに
表示され、 ­7 と7の間になりま
す ：
1 … 7：リアホイールのスリッ
プを最大 7 段階低下。 値7
はDTC の介入が最も早いこと
を意味します。
-1 … -7：リヤホイールのス
リップを最大 7 段階上昇。 値-

7 はDTC の介入が最も遅いこ
とを意味します。
0：工場設定
DTC表示が非表示になりま
す ：DTC がオフにされまし
た。

DTC を OFF にする
ぬかるみや荒れた路面（サーキッ
トの砂利層など） では、 DTC の
介入によりリヤホイールにかか
る駆動力が小さくなり、 リヤホ
イールが回転しなくなる恐れが
あります。 このような場合、
BMW Motorrad は事前にDTC を
OFF にしておくことをお勧めし
ます。
ぬかるみや荒れた路面でのリヤ
ホイールの空転に注意し、 しっ
かりとした固い路面に到達する
前に、 適時にスロットルグリッ
プを閉じてください。
DTC をオフにすると、 同様にト
ラクションコントロールとウィー
リー抑制機能がオフになります

その後、 DTC を再び ON にして
ください。
DTC をオフにする ( 55)

レーシング走行用サスペ
ンション調整
レーシング走行のための推奨事
項を守ってください ：

ステアリングダンパーを調整し
ます ( 93)。

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備

リアホイールのスプリングプリ
ロードを調整します ( 95)。

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

リアホイールのスプリングプリ
ロードを調整します ( 96)。
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Dynamic Damping Control
(DDC) OE 非装備

フロントホイールのコンプレッ
ションステージダンピングを調
整します ( 98)。

フロントホイールのリバウンドダ
ンピングを調整します ( 98)。

リアホイールのリバウンドダン
ピングを調整します ( 99)。

リアホイールのコンプレッショ
ンステージダンピングを調整し
ます ( 100)。

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

Dynamic Damping Control (DDC)
は適切なダンパーを自動的に選
択します ( 149)。

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備
走行モードPro OE 装備

Dynamic Damping Control (DDC)
は、 フロントおよびリアホ
イールで個別に調整できま
す ( 127)。

Race パッケージ OE 装備
または

M パッケージ OE 装備
車高を調整します ( 101)。
スイングアームを調整しま
す ( 102)。

ミラーを脱着する
ミラーを取り外す

重要事項

ミラーの取り外し
公道用運転許可の失効

ミラーなしで公道を走行しない
でください。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

ボルト1および2を取り外す。
ウインドシールドを 矢印方向
に取り外します。
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エア吸気フラップ上部をで矢印
方向クリップから外し、下方へ
取り出します。

右ターンインジケーター1と左
ターンインジケーター2用コネ
クターを分離します。

注意事項

レーシングコース走行用にター
ンインジケーター内蔵型ミラー
が取り外されると、 車両エレク
トロニクスがこれをランプ故障
として検出し、 該当する警告
メッセージをディスプレイに表
示します。 機能Light warnings
を メ ニ ュ ー RACETRACK
CONFIGURATIONで非作動にす
ることで、 この警告メッセージ
を止められます。

左右のナット1および 2 を外
し、 ミラーを取り外します。

ケーブルを慎重に取り外しま
す。

トリムパネル 1 を左右フェア
リングブラケット 2に取り付け
ます。 ケーブルストラップを
使用する場合は、擦れる可能性
がある箇所を接着テープで保護
します。

注意事項

M Cover Kit（BMW Motorrad 用）
を使用して、生じたボルト穴をカ
バーし、再固定してください。
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エア吸気フラップを取り付け 1
上部をクリップ留めします 2。

ウインドシールドを 矢印方向
に取り付けます。
ボルト 1 および 2 を取り付け
ます。

ミラーを取り付ける
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
フェアリングの固定具を取り除
きます。

ボルト1および2を取り外す。
ウインドシールドを 矢印方向
に取り外します。

エア吸気フラップ上部をで矢印
方向クリップから外し、下方へ
取り出します。

ターンインジケーター用ケーブ
ルを慎重に通します。
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左右のミラーをホルダー 1 に
取り付けます。

フェアリング裏面のナット 1
および 2 を規定の締付けトル
クで取り付けます。

フロントキャリアのミ
ラー

ボルト固定剤: メカニズム部分

8 Nm

右ターンインジケーター1と左
ターンインジケーター2 用コネ
クターを接続します。

エア吸気フラップ下部を取り付
け 1 上部をクリップ留めしま
す 2。

ウインドシールドを 矢印方向
に取り付けます。
ボルト 1 および 2 を取り付け
ます。

ライセンスプレートベー
スを脱着する
ライセンスプレートベースの
取外し

重要事項

ライセンスプレートベースを取
り外す
公道用運転許可の失効
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ライセンスプレートベースなし
で公道を走行しないでくださ
い。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
パッセンジャーパッケージ OE

装備
リヤシートを取り外す( 67)。

リアセクションカバーの取外
し( 66)。

ボルト1および2を取り外す。
左右テールパネルを注意深くの
矢印方向にクリップから外しま
す。

左右テールパネル 1 を注意深
くまず水平に2、 さらに垂直
に 3 クリップから外します。

ケーブルストラップ 1 を取り
外します。
ライセンスプレートライト2
および左ターンインジケー

ター3用コネクターを分離しま
す。

注意事項

レースサーキット走行用にライ
センスプレートベースが取り外
されると、 車両エレクトロニク
スがこれをライトバルブ故障
として検出し、 該当する警告
メッセージをディスプレイに表
示します。 機能Light warnings
を メ ニ ュ ー RACETRACK
CONFIGURATIONで非作動にす
ることで、 この警告メッセージ
を止められます。
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右ターンインジケーター用コネ
クター 1を分離します。

右ターンインジケーター1、 左
ターンインジケーター2および
ライセンスプレートライト 3用
ケーブルを取り外します。

ボルト1を取り外す。

ライセンスプレートベース 1を
外し、 下方へ取り出します。
ケーブルを慎重に取り外しま
す。

注意事項

M Cover Kit（BMW Motorrad 用）
を使用して生じた開口部をカバー
してください。

左右テールパネル 1 を注意深
くまず垂直に2、 さらに水平
に3クリップ留めします。
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リアパネルを慎重に矢印方向に
クリップ留めします。
ボルト 1 および 2 を取り付け
ます。

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リ ヤ シ ー ト を 取 り 付 け
る( 67)。
リヤセクションカバーを取り付
ける( 67)。

ライセンスプレートベースの
取付け

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リヤシートを取り外す( 67)。

リアセクションカバーの取外
し( 66)。

ボルト1および2を取り外す。
左右リアパネルを慎重に矢印方
向 にクリップから外します。

左右テールパネル 1 を注意深
くまず水平に2、 次に垂直に 3
クリップから外します。

ライセンスプレートベース 1を
あてがい、ケーブルを慎重に通
します。
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ライセンスプレートベース 1を
取り付けます。

ボルト 1 を取り付けます。

ライセンスプレートベー
スとリヤフレーム

2 Nm

右ターンインジケーター1、 左
ターンインジケーター2および
ライセンスプレートライト 3用
ケーブルを通します。

右ターンインジケーター用コネ
クター 1 を接続します。

ライセンスプレートライト2
および左ターンインジケー
ター3用コネクターを接続しま
す。
ケーブルバインダー 1 を取り
付けます。
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3 2左右テールパネル 1 を注意
深くまず垂直に、次に水平にク
リップ留めします。

リアパネルを慎重に矢印方向に
クリップ留めします。

ボルト 1 および 2 を取り付け
ます。

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リ ヤ シ ー ト を 取 り 付 け
る( 67)。
リヤセクションカバーを取り付
ける( 67)。

ABS をレースサーキット
走行時にオフにする
ABS 機能を OFF にする
前提条件
ライセンスプレートベースが取
り外されている。

イグニッションを ON にす
る( 50)。

注意事項

ABS 機能は走行中も OFF にする
ことができます。

ボタン 1 を少なくとも 3 秒間
押します。

ABS インジケーター／警告
灯が点灯します。

ABS 機能が OFF になります。
インテグラル機能はオフになっ
ています。
Hill Start Control 機能は引き続
き作動しています。
走行モードPro OE 装備
Dynamic Brake Control 機能
は、ABS 機能がオフになると、
同様にオフになります。
ド ラ イ ビ ン グ モ ー
ドRACE PRO では、 ABS 機能
をイグニッションをオフにして
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再度オンにした後でもオフのま
まです。
BMW Motorrad Integral ABS 装
備のブレーキシステムに関する
詳細なインフォメーションは

「技術情報」 の章を参照してく
ださい ：
パーシャリーインテグラルブ
レーキ ( 146)
発進アシストの機能 ( 155)
走行モードPro OE 装備
Dynamic Brake Control の機
能 ( 153)

ABS 機能を ON にする

ボタン1 を少なくとも 3 秒間
押します。

ABS インジケーター／警告
灯が消灯し、 自己診断が終

了していない場合は点滅し始め
ます。

ABS 機能が ON になります。
メニューSettings で選択オプ
ションRacetrack が作動解除さ
れると、 ABS はイグニッショ
ンがオフにされ再度オンにされ
ることで作動します。

イグニッションを OFF
/ ON にして、 さらに

最低速度以上で走行した後
にABS インジケーター／警
告灯が点灯する場合には、
ABS が故障しています。

min 10 km/h

リバースシフトパターン
（逆シフト）

サーキット走行用シフトパ
ターン
シフトロッドを付け替えることに
より、サーキット走行用にシフト
パターンを逆にすることができ
ます。 逆シフトパターンでは、
1 速用シフトペダルは上方向へ、
他のすべてのギヤは下方向へ操
作しなければなりません。 これ
は公道での操作とは逆です。
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逆シフトパターン

重要事項

公道における逆シフトでの走行
公道用運転許可の失効

逆シフトは公道では使用しない
でください。

ネジ山 1 を清掃します。
保護キャップ 2 を抜き取っ
て、 シフトロッド 4 に押し込
みます。
ボルト 3 とワッシャーを取り
外します。
シフトロッド 4 を逆シフト用
のネジ山 1 に移し替えます。

ボルト 1 をボールジョイン
ト 2 とワッシャー 3 に通しま
す。
ボルト 1 を逆シフト用のネジ
山 4 に取り付けます。

ギアシフトペダルのシフ
トロッド

ボルト固定剤: マイクロカプセ
ル加工済

8 Nm
保護キャップ 5 を被せます。
サーキット走行用の逆シフトが
整備されました。
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技術情報

一般的な情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 146

アンチロックブレーキシステム
(ABS) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 146

ダイナミックダンピングコント
ロール（DDC） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 149

ダイナミックトラクションコント
ロール (DTC) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150

走行モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 151

Dynamic Brake Control . . . . . . . . . . . . 153

シフトアシスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154

ヒ ル ス タ ー ト ア シ ス ト
（Hill Start Control） . . . . . . . . . . . . . . . 155
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一般的な情報
技術に関するさらに詳しい情報
については、 以下を参照してく
ださい ：
bmw-motorrad.com/
technology

アンチロックブレーキシ
ステム (ABS)
パーシャリーインテグラルブ
レーキ
このモーターサイクルには、パー
シャリーインテグラルブレーキが
装備されています。 このブレー
キシステムでは、ブレーキレバー
を操作するとフロント／リヤホ
イールのブレーキが一緒に作動
します。 ブレーキペダルを操作
した場合、 リヤブレーキのみの
作動となります。

重要事項

インテグラル機能があるにもか
かわらずバーンアウトを試みる

リヤブレーキおよびクラッチの
損傷

Burn-out は、車両の停止状態で
しか実行してはなりません。
Burn-out は決められた車両利
用から外れているため、 故障
メッセージが送られる場合があ
ります。

ABS はどのように作動する
のでしょう？
路面に伝達される最大ブレーキ
フォースは、 様々な要因の中で
も、路面の摩擦係数に依存してい
ます。 砂利、 凍結、 雪、 水に覆
われた路面の摩擦係数は、 乾い
た、 クリーンなアスファルトの
路面に比べてはるかに低いもの
になります。 路面の摩擦係数が
低くなるほど、 制動距離は長く
なります。
ライダーがブレーキ圧を上げた
ときに、路面にかかる最大ブレー
キフォースが限界を越えると、
ホイールがロックし、方向安定性
が失われます。 そのため、 転倒

するおそれがあります。 このよ
うな状況になる前に、 ABS が介
入して、ブレーキ圧を伝達される
最大ブレーキフォースに適応さ
せます。 それによりホイールが
回転し続け、 路面状態に関係な
く走行安定性が維持されます。

凸凹のある路面で起こること
は？
起伏や凸凹のある路面によって、
タイヤと路面のコンタクトが一
時的に失われ、その結果、伝達さ
れるブレーキフォースがゼロに
落ち込むということが起こりえ
ます。 このような状況でブレー
キングが行われる場合、 再び路
面に接触する際の走行安定性を
確保するために ABS はブレーキ
圧を低減する必要があります。
この時、想定できるいかなる状況
においてもホイールが回転し、
それにより走行安定性が確保され
るよう、 BMW Motorrad Integral
ABS では摩擦係数を非常に低く
見積もっています ( 砂利、凍結、
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積雪の場合)。 実際の状況が明ら
かになった後、システムはブレー
キ圧を最適な値にセットしなお
します。

BMW Motorrad
Race ABS の作動は、ライ
ダーにとってどのように感じ
られるでしょうか？
前述の状況により、 ABS が制動
力を制限する必要がある場合、
ブレーキレバーに振動が感じら
れます。
ブレーキレバーを操作すると、
インテグラル機能によりリヤホ
イールでもブレーキ圧が生成され
ます。 その後ブレーキペダルを
操作すると、ブレーキペダルをブ
レーキレバーの前またはそれと同
時に操作した場合よりも、すでに
生成されているブレーキ圧が背
圧として早めに感じられます。

リヤホイールの浮き上がり
タイヤと路面の間の路面保持性
が高い場合、 強いブレーキを
かけると反応が非常に遅くなる
か、 フロントホイールのロック
ができなくなります。 それに応
じて、 ABS 制御も大幅に遅れる
か、 または作動しません。 この
場合、 リヤホイールが浮き上が
ることがあり、 モーターサイク
ルの転倒につながるおそれがあ
ります。

警告

急激なブレーキによるリヤホイー
ルの浮き上がり
転倒の危険

急ブレーキの際には、 ABS 制
御は、必ずしも常にリヤホイー
ルの浮き上がりを防ぐもので
はないことに注意してくださ
い。

ABS はどのように設計され
ているのでしょう？
ABS は走行物理的な範囲内で、
いかなる路面でも走行安全性を
確保します。 このシステムは、
レーストラックの過酷な状況で
生じるような、特別な要求を満た
すために設計されたものではあ
りません。 走行の仕方は、 走行
能力および路面状態に基づいて
調整する必要があります。

特殊な状況
ホイールのロックを検知するため
に、特にフロントホイールとリヤ
ホイールの回転数が比較されま
す。 比較的長時間にわたり、正常
でない値が検知されると、安全の
ためにABS が停止し、 ABS の故
障が表示されます。 エラーメッ
セージの表示には、 自己診断が
終了していることが前提となり
ます。
BMW Motorrad Race ABS の問
題の他にも、 特殊な走行状態が
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原因でエラーメッセージが表示
される場合があります。
特殊な運転／走行状態 ：

補助スタンドを立てたまま、
ニュートラル位置またはギヤ
を入れた状態でウォームアッ
プ。
エンジンブレーキによる長時間
のリヤホイールのロック（急勾
配での発進時など）。

特殊な走行状態によりエラーメッ
セージが表示された場合には、
ABS 機能は、 イグニッションを
OFF / ON にすることにより再び
作動させることができます。

定期的なメインテナンスの役
割りとは？

警告

定期的にメインテナンスされて
いないブレーキシステム。
事故の危険

BMW Motorrad Race ABS を確
実に最適な整備状態にしておく

ために、規定の定期点検時期を
必ず順守してください。

安全を確保するための予防措
置
ABS により制動距離が短くなる
からといって、 軽率な運転は避
けなければなりません。 あくま
でも緊急事態においてより高い
安全性を確保するためのものな
のです。

警告

コーナーにおけるブレーキング
ABS を装備していても事故の危
険性あり

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポート機能を、
リスキーな走行により制限しな
いでください。

ABS Pro
ABS Pro は特にコーナリングで
のブレーキ操作時に安全性を高め
ます。 ABS Pro は、 急なブレー
キ操作時のホイールのロックを
回避します。 ABS Pro は、 特に
急ブレーキ時の操舵力の急激な
変動を低減させ、 望ましくない
車両の立ち上がりを起こりにく
くします。

ABS 制御
技術的には、 ABS Pro はABS 制
御をその都度ごとの走行条件に
合わせ、モーターサイクルのバン
ク角に適合させています。 モー
ターサイクルのバンク角を算出
するため、 ロールレート信号、
ヨーレート信号、横方向加速度信
号が使用されます。 これはヨー
レートセンサーを基にしており、
すでにダイナミックトラクション
コントロールDTC 用およびダイ
ナミックダンピングコントロー
ルDDC 用に採用されています。
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バンク角が大きくなると共に、ブ
レーキ開始時のブレーキ圧の変化
度の制限がますます厳しくなりま
す。 これにより、 圧力上昇に時
間がかかります。 さらにABS 制
御において均等に圧力変換が行
われます。

ライダーにとっての利点
ライダーにとってのABS Pro の
利点は、 コーナーにおいてもベ
ストな減速を可能にする高精度
の応答性、 制動安定性および走
行安定性です。

注意事項

ABS Pro は 、 ド ラ イ ビ ン
グモードRAIN、 ROADおよ
びDYNAMICで作動します。 これ
はドライビングモードRace で作
動解除されます。 ドライビング
モードRace Pro ではABS Pro が
個別に調節できます。

ダイナミックダンピング
コントロール（DDC）

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

DDC
DDC は車高センサーを介してサ
スペンションの動きを検知し、
それに反応して EDC バルブを調
整します。 これにより、 サスペ
ンションは路面状況に適合する
ように調整されます。

走行モードPro OE 装備
フロントホイールとリアホイール
のダンパー値は、 メニューRACE
PRO CONFIGURATIONか ら
14 段階で調整できます（段階
1：「最もソフト」 調整 ；段階
14：「最もハード」調整。 リヤホ
イールのリバウンドステージと
プレッシャステージの個別設定
が可能です。
フロントホイールの衝撃吸収値
をリバウンドステージとコンプ
レッションステージで個別に調

整するには、フロントフォークに
スプリングトラベルセンサー（レ
ンシュポルト（レーシングスポー
ツ） アクセサリー） を取り付け
る必要があります。

追加のスプリングトラベルセン
サーがフロントフォークに取り
付けられた場合、 既存のリヤス
プリングストラットの車高レベ
ルセンサーが交換された場合、
またはサスペンションの高さが
変更された場合には、必ずキャリ
ブレーションを実行してくださ
い。 校正は、メニューSettings、
Vehicle settings、DDC calibration
でスタートできます。
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ダイナミックトラクショ
ンコントロール (DTC)
ダイナミックトラクションコ
ントロールはどのように作動
するのでしょうか？
DTC はモーターサイクルのバン
ク角を考慮し、 快適に制御し、
サーキットでのラップタイムを
向上させるのに適しています。
ダイナミックトラクションコント
ロールはフロントホイールとリ
ヤホイールのホイール周速を比
較します。 速度の差から、 リヤ
ホイールのスリップおよび安定
性レベルを算出します。 スリッ
プ限界値を超えると、 エンジン
マネジメントシステムがエンジ
ントルクを調整します。
DTC は物理的限界の範囲内での
み支援できます。 物理的限界は
走行路の路床状態、 走行路の温
度、 タイヤ選択、 タイヤ内部温
度に大きく左右されます。 レー
シングコースで不適切なタイヤ

を使用すると過熱の危険があり
ます。

警告

リスキーな走行
DTC 搭載でも事故の危険性あり

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポートを、リス
キーな走行により制限しないで
ください。

特殊な状況
車体の傾きが増すにつれ、物理的
法則に従って、 加速はますます
強く制限されます。 このため、
非常にタイトなコーナーでは加速
が低減される場合があります。

リヤホイールの回転（空転） やス
リップを検知するため、 DTC で
は特にフロントおよびリヤホイー
ルの回転数が比較され、 バンク
角が考慮されます。

一定の時間以上、検出される値が
正常でない場合には、傾斜角用に
代替値が使用されるか、 DTC が
オフになります。 この場合に
は、 DTC の不具合が表示されま
す。 エラーメッセージの表示に
は、 自己診断が終了しているこ
とが前提となります。
次のような、 通常とは異な
る 走 行 状 態 に お い て は 、
BMW Motorrad トラクション
コントロールが自動的にオフに
なる場合があります。
特殊な運転／走行状態 ：

長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際、
その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
補助スタンドを立てたまま、
ニュートラル位置またはギヤ
を入れた状態でウォームアッ
プ。
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滑りやすい路面で、クラッチを切
らずに突然スロットルグリップ
を完全に戻すことは決してしな
いでください。 エンジンブレー
キトルクによりリヤホイールが
滑り、 不安定な運転／走行状態
に陥る場合があります。 このよ
うな状態では、 BMW Motorrad
DTC による補正を行うことはで
きません。

走行モード
選択
モーターサイクルを路面状態お
よび希望するドライビング体験
に合わせることができるように、
以下の走行モードから選択する
ことができます ：

RAIN
ROAD
DYNAMIC
RACE

走行モードPro OE 装備
RACE PRO 1
RACE PRO 2
RACE PRO 3

ドライビングモードRACE PRO
は、 その作動後にドライビン
グモードRAIN、 ROAD およ
びDYNAMIC と切り替わります。

各ドライビングモードのために、
システムEngine、Engine Brake、
DTC、Wheelie (DTC)、ABS およ
びDDC のための調整されたセッ
ティングがあります。

走行モードPro OE 装備
ドライビングモードRACE
PRO ではシステムEngine、
Engine Brake、 Traction (DTC)、
Wheelie (DTC), ABS およびDDC
のためのセッティングが個別に
適合できます。

トルク、 スロットルレスポンス
およびスロットルサウンド

ドライビングモードRAIN で
は ：弱いスロットルレスポン
ス、低ギアでの低減されたトル
ク、スロットルサウンドは非作
動。
ドライビングモードROAD お
よびDYNAMIC では ：最適なス
ロットルレスポンス、低ギアで
の低減されたトルク、スロット
ルサウンドは作動。
ドライビングモードRACE で
は ：最適なスロットルレスポ
ンス、最大スロットルレスポン
ス、最大トルク、スロットルサ
ウンドは作動。

走行モードPro OE 装備
ドライビングモードRACE
PRO ではさらに ：弱いスロット
ルレスポンス、 最大トルク、 ス
ロットルサウンドは作動。
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エンジンブレーキ作用
ドライビングモードRAIN お
よびROAD では ：最大エンジ
ンブレーキ作用。
ド ラ イ ビ ン グ モ ー
ドDYNAMIC およびRACE で
は ：中程度のエンジンブレー
キ作用。

走行モードPro OE 装備
ド ラ イ ビ ン グ モ ー
ドRACE PRO ではさらに ：最小
のエンジンブレーキ作用。

トラクションコントロール
(DTC)

ドライビングモードRAIN で
は ：濡れた路面で最大の安定
性。 乾いた路面では加速が低
減される可能性があります。
ドライビングモードROAD で
は：乾いた路面で高い安定性。
乾いた路面では加速が若干低減
される可能性があります。
ド ラ イ ビ ン グ モ ー
ドDYNAMIC では ：乾いた路面

で高いパフォーマンス。 悪路
では最適な安定性が保証できな
い可能性があります。
ドライビングモードRACE で
は ：最大パフォーマンス。
悪路またはツアータイヤのよう
な不適切なタイヤが取り付けら
れていると、安定性が損なわれ
る場合があります。 最適なパ
フォーマンスを得るために、
トラクションコントロールは、
ドライビングモードRACE PRO
で、 走行中に DTC モメンタ
リボタンを使って微調整が可能
です。

Wheelie (DTC) - フロントホ
イールのウィーリー

ドライビングモードRAIN で
は ：最大安定性。 Wheelie を
抑制するよう試みられます。
ドライビングモードROAD、
DYNAMIC およびRACE では ：
平坦なWheelie が可能、 最適な
駆動力。

走行モードPro OE 装備
ドライビングモードRACE
PRO でセッティング 1 の場
合 ：高いWheelie が可能。 ドラ
イバーは自分でリアホイールに
ブレーキをかけてWheelie を防
止する必要があります。 シス
テムは後になってからしか介入
しません。
ドライビングモードRACE
PRO でセッティング 0 の場
合 ：システムは非作動です。

ABS
リアホイールウィーリーア
シスタントは、 ドライビン
グモードRAIN、 ROAD およ
びDYNAMIC で作動します。
走行モードRAIN、 ROAD およ
びDYNAMIC では、 ABS はオ
ンロード走行に調整されていま
す。
ドライビングモードRACE で
は、 ABS がレーシングコース
モードに合わせられます。
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走行モードPro OE 装備
ドライビングモードRACE
PRO では ：ABS の使用が個別
に調整されます。

Dynamic Damping Control
(DDC) OE 装備

DDC
ドライビングモードRAIN およ
びROAD では ：快適な走行の
ためのダンパー特性の調整。
ド ラ イ ビ ン グ モ ー
ドDYNAMIC では ：スポーティ
な走行のためのダンパー特性の
調整。
ドライビングモードRACE で
は ：レーシングコース走行の
ためのダンパー特性の調整。

走行モードPro OE 装備
ドライビングモードRACE
PRO では ：ダンパー特性は個
別に調整可能です。

切替
走行モードは、 イグニッション
が ON で車両が停止していると
きに変更することができます。
走行中の切替は、 以下の条件が
満たされていれば可能です ：

リアホイールにドライビングト
ルクがかかっていない
ブレーキシステム内でブレーキ
圧が生成されていない。

走行中に切り替えるには、 以下
のステップを踏む必要がありま
す ：

スロットルグリップを回し戻
す。
ブレーキレバーを操作しな
い。
クルーズコントロールを作動解
除します。

ご希望の走行モードをまず事前
に選択します。 該当するシステ
ムが必要とされる状態になって
初めて、 切替が行われます。

走行モードの切替が行われた後、
ディスプレイの選択メニューが
消えます。

Dynamic Brake Control
走行モードPro OE 装備

Dynamic Brake Control の
機能

注意事項

機能Dynamic Brake Control はす
べてのドライビングモードで作
動しています。 これはドライ
ビングモードRACE PRO での
み、 ABS の個別設定で作動解除
できます。

Dynamic Brake Control の機能は
エマージェンシーブレーキング時
にライダーをサポートします。
エマージェンシーブレーキング
の検知

フロントブレーキが素早く、
強く操作された場合に、エマー
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ジェンシーブレーキングが検知
されます。

エマージェンシーブレーキング
の動作

10 km/h 以上の速度でエマー
ジェンシーブレーキングが行わ
れると、 ABS 機能のために追
加でDynamic Brake Control が
作動します。
ブレーキ圧力勾配の高いパー
シャルブレーキングの場合、
Dynamic Brake Control により
リアホイールのインテグラルブ
レーキ圧が上昇します。 制動
距離は短くなり、制御しながら
ブレーキ動作を行うことができ
ます。

スロットルグリップの誤操作時
の動作

エマージェンシーブレーキン
グ時にスロットルグリップが
誤って操作された場合（グリッ
プ位置 > 5 %）、 スロットル
を閉じることにより、 本来

誘引されていたブレーキ作
用がDynamic Brake Control に
よって確保されます。 エマー
ジェンシーブレーキングの作用
が確保されます。
Dynamic Brake Control の介入
中にスロットルが閉じられる
と（スロットルグリップ位置 <
5 %）、 ABS ブレーキシステム
によって要求されたエンジント
ルクが再び確立されます。
エマージェンシーブレーキング
が終了してもスロットルグリッ
プが未だに操作されている場
合、 Dynamic Brake Control に
より、エンジントルクを制御し
ながら調整し、ライダーの要求
に戻します。

注意事項

ABS がオフの場合は、 Dynamic
Brake Control の機能も同時にオ
フになります。

シフトアシスト
ギヤシフトアシストPro
この車両には、元々レンシュポル
ト（レーシングスポーツ） におい
て開発されたギヤシフトアシス
トが装備されています。 この装
備は公道走行に合うように適合
化されています。 これにより、
全負荷範囲および全回転域にお
いて、シフトアップ／シフトダウ
ンをクラッチ操作およびスロッ
トル操作なしで行うことができ
ます。
利点

走行時における全シフト動作の
70～ 80 ％をクラッチ操作なし
で行うことができます。
シフト待ち時間が短くなり、
ライダーとパッセンジャー間の
動きが少なくてすみます。
加速時にスロットルバタフライ
を閉じる必要がありません。
減速およびシフトダウン（ス
ロットルバタフライは閉じた状
態） の際には、 ダブルクラッ
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チにより回転数の調整を行いま
す。
切替時間はクラッチ操作に伴う
シフト動作と比べて短くなりま
す。

希望のシフトを認識させるには、
ライダーは、シフトレバーを事前
に操作しない状態からアキュム
レーターのスプリングの抵抗を
感じる「切替え位置」 に向かって
操作します。 この操作は通常、
素早く希望の方向に行い、シフト
動作が終了するまで保持してい
る必要があります。 シフト動作
中にシフト力をさらに高める必
要はありません。 ギヤシフトア
シストPro を使用してさらにギヤ
切替を行えるようにするには、
シフト動作後に、 シフトレバー
にかかる負荷を完全に解除する
必要があります。 ギアシフトア
シスタント Pro を使用してのギ
アシフトする場合、その都度、ギ
アシフト前およびギアシフト中
の負荷状態（スロットルグリップ

位置）を一定に保つ必要がありま
す。 シフト動作中にスロットル
グリップ位置が変わると、 機能
の中断および／またはミスシフ
トを招くおそれがあります。 ク
ラッチ操作を伴うギアシフトで
は、シフトアシストPro によるサ
ポートは行われません。
シフトダウン

シフトダウンは、ターゲットギ
ヤにおける最高回転数に達する
までサポートされます。 これ
により、 過回転も避けられま
す。

最高回転数

max 14600 min-1

シフトアップ
シフトアップ時にアイドリング
回転数が下がることにより、
ギヤシフトアシストによるサ
ポートは行われません。

アイドリング回転数

1270 min-1 (エンジン暖機状
態)

ヒルスタートアシスト
（Hill Start Control）

発進アシストの機能
発 進 ア シ ス タ ン ト Hill Start
Control は、 パーシャリーイ
ンテグラルABS ブレーキシステ
ムに標的に介入することにより、
ライダーがブレーキレバーを持続
的に押さなくても、制御不能の状
態で登り坂を後退することを阻
止します。 Hill Start Control の作
動時、リアブレーキシステムに圧
力をかけることで、斜面でもモー
ターサイクルは停止できます。
ブレーキシステムのブレーキ圧
は傾斜に応じて異なります。
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ブレーキ圧のおよび発進動作へ
の傾斜の影響

傾斜が小さい場所で停止する場
合は、わずかなブレーキ圧のみ
かかります。 発進時のブレー
キ解除は素早く行われます。
ソフトな発進ができます。
これに加えてスロットルグリッ
プを緩める必要はほとんどあり
ません。
傾斜が大きい場所で停止する場
合は、 大きなブレーキ圧がか
かります。 発進時のブレーキ
解除は少し長くかかります。
発進にはより大きなトルクが必
要なため、さらにスロットルグ
リップを緩める必要がありま
す。

車両が転がるまたは滑る場合の
挙動

Hill Start Control がオンの時に
車両が転がると、ブレーキ圧が
高くなります。
リアホイールがスリップする
場合、 約 1 m 後にブレーキが

再び解除されます。 それによ
り、リアホイールがロックした
状態でのすべり落ちなどが防止
されます。

エンジン停止または時間超過時
のブレーキの解除
イグニッションキルスイッチで
エンジンを停止させた場合、サイ
ドスタンドを立てた場合、 また
は時間超過（10 分）後はHill Start
Control はオフになります。
ライダーは、 以下の動作を通し
て、インジケーター／警告灯に加
えて、 Hill Start Control の作動解
除に注意を払う必要があります:
ブレーキ警告動作

ブレーキが短時間解除され、
すぐに再び作動します。
その際、瞬間的な動きが感じら
れます。
パーシャリーインテグラ
ルABS ブレーキシステムは速
度約 1～ 2 km/h に制御しま
す。

ドライバーは車両を手動でブ
レーキする必要があります。
2 分後またはブレーキ操作時、
Hill Start Control が完全にオフ
になります。

注意事項

イグニッションオフ時には、 ブ
レーキ警告で強く引かれること
なく、 即時に保持圧力は解放さ
れます。

9
156

技
術
情
報



メインテナンス

一般的な情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

ツールキット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

フロントホイールスタンド . . . . . . . . 159

リヤホイールスタンド. . . . . . . . . . . . . 160

エンジンオイル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 161

ブレーキシステム . . . . . . . . . . . . . . . . . 163

クラッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166

クーラント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168

タイヤ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169

リムとタイヤ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169

ホイール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 170

バルブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 177

フェアリング部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 177

始動補助 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181

バッテリー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 182

ヒューズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 185

診断コネクター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 186

チェーン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187

10
157

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス



一般的な情報
「メインテナンス」 の章には、
容易に実施できる消耗部品の点
検および交換作業について説明
されています。
取り付ける際に専用の締め付け
トルクがある場合には、 規定締
め付けトルクも記載されていま
す。 必要なすべての締付けトル
クを記した一覧表が「テクニカル
データ」 の章にあります。
さらに詳しいメインテナンス
および修理作業に関する情報
は、 ご使用の車両に対応する
DVD 版リペアマニュアルをご
覧ください。 リペアマニュアル
はBMW Motorrad ディーラーで
入手できます。

記述されている作業の実施にあ
たっては、スペシャルツールと確
かな専門知識が必要です。 疑問
に思われることが生じた場合に
は、 BMW Motorrad ディーラー
にお問い合わせください。

ツールキット

1 レバー
Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備
スプリングプリロード
を調整する（リヤホイー
ル） ( 95)。
Race パッケージ OE 装備

または
M パッケージ OE 装備
車高をプッシュストラッ
トで調整する ( 101)。

2 オープンエンドレンチ
口径 10/13

バッテリーを取り外
す ( 185)。

2 フロントホイールのスプ
リングプリロードを調整
する ( 94)。
Dynamic Damping
Control (DDC) OE 装備
スプリングプリロード
を調整する（リヤホイー
ル） ( 96)。

3 リバーシブルブレードドラ
イバーインサート
フラットチップビットとト
ルクス T25

フェアリング部の脱着。
フロントシートを取り外
す ( 68)。
Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備
フロントホイールのコン
プレッションダンピング
を調整する ( 98)。
Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備
フロントホイールのリバ
ウンドダンピングを調整
する ( 98)。
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3 Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備
リヤホイールのリバウン
ドダンピングを調整す
る ( 100)。
Dynamic Damping
Control (DDC) OE 非装備
リヤホイールのコンプ
レッションダンピングを
調整する ( 99)。

4 交換用ヒューズ
7.5 A
15 A

5 プラスチックアタッチメン
ト

フロントホイールのスプ
リングプリロードを調整
する ( 94)。

6 トルクスレンチ T30
フェアリング部の脱着。

フロントホイールスタンド
補助スタンドをフロントホ
イールに組み込む

重要事項

追加のメイン（センター） スタ
ンドまたは補助スタンドなしで
のBMW Motorrad フロントホ
イールスタンドの使用
転倒によるコンポーネントの損傷

モ ー タ ー サ イ ク ル は 、
BMW Motorrad フロントホ
イールスタンドでリフトアップ
する前に、 メイン（センター）
スタンドまたは補助スタンドで
立ててください。

モーターサイクルを補助スタン
ドで立てます。 BMW Motorrad
は、 BMW Motorrad 補助スタ
ンドの使用をお勧めします。
リヤホイールスタンドを取り付
ける( 160)。

ベーススタンド (83 30 0 402
241) をサポートピース (83 30
2 152 839) と共に使用しま
す。

左右サービスアダプター (83
30 2 152 840) 1 をフロント
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サスペンションに差し込みま
す。

ホルダー 2 、 長い側を内側に
向けて回します。
サポートピース 3 は、 フロン
トサスペンションに取り付けら
れているサービスアダプターの
幅に合わせて調整します。
フロントホイールを床面から少
し持ち上げて、補助スタンドの
高さを調整します。

補助スタンドをフロントサスペ
ンションに組み込み、均等に床
面に押し付けます。

リヤホイールスタンド
リヤホイールスタンドを取り
付ける

ツール番号 (83 30 0 402
241) のベーススタンドと、
サポートピース (83 30 2 152
839) を使用します。

10
160

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス



左右サービスアダプター (83
30 2 152 841) 1 を規定の締付
けトルクでリヤスイングアーム
に取り付けます。

スイングアームアダプ
ターとリヤスイングアー

ム

20 Nm

ホルダー2 は、長い側を外側に
向けて回します。
サポートピース 3 は、 リアス
イングアームに取り付けられて
いるサービスアダプターの幅に
合わせて調整します。
リヤホイールを床面から少し持
ち上げて、リヤホイールスタン
ドの高さを調整します。

リヤホイールスタンドをリヤス
イングアームに組み込み、均等
に床面に押し付けます。

エンジンオイル
エンジンオイルレベルを点検
する

重要事項

オイル充填についての誤った解
釈。 オイルレベルは温度に対応
して変化するため（温度が高くな
るとオイルレベルも高くなる）
エンジンの損傷
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オイルレベルの点検は、長距離
走行後またはエンジン温間時に
のみ、 行います。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、 作動温度に達している
モーターサイクルをまっすぐに
立てます。
1 分間アイドリングします。
イグニッションを OFF にしま
す。
オイルがオイルパンに集まるま
で、 5 分間待ちます。

注意事項

環境保護のためにBMW Motorrad
は 50 km 以上走行した場合には
時折エンジンオイルを点検する
ように推奨しています。

オイルレベルを表示 1 で読み
取ります。

エンジンオイル規定レベ
ル

MIN とMAX マークの間

エンジンオイル容量

SAE 5W-40 、 API SJ /
JASO MA2、 添加剤（例えば
モリブデンベースのもの）
は許可されていません。
コーティングされているエン
ジン部品が損傷するためで
す、 BMW Motorrad では、
BMW Motorrad ADVANTEC
Ultimate オイルを推奨してい
ます

約 4.5 l (フィルター交換時)
オイルレベルが最低レベルマー
クを下回っている場合 ：

エンジンオイルを補充す
る( 163)。

オイルレベルが最高レベルマー
クを上回っている場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
オイルレベルの点検を依頼して
ください。
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エンジンオイルを補充する
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
オイル注入口周辺を清掃しま
す。

オイルフィラー開口部のキャッ
プ 1 を取り外します。

重要事項

エンジンオイルの使用量が少な
すぎる、 または多すぎる。
エンジンの損傷

エンジンオイルレベルが正しい
か確認してください。

エンジンオイルを規定レベルま
で補充します。
エンジンオイルレベルを点検す
る( 161)。
オイルフィラー開口部のキャッ
プ1 を取り付けます。

ブレーキシステム
ブレーキの作動を点検する

ハンドブレーキレバーを操作し
ます。
はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。
ブレーキペダルを操作しま
す。
はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。

はっきりした抵抗が感じられな
い場合 ：

重要事項

ブレーキシステムにおける不適
切な作業
ブレーキシステムの動作信頼性
が危険にさらされる

ブレーキシステムに関するすべ
ての作業は、専門スタッフに実
行を依頼してください。

BMW Motorrad ディーラーに
ブレーキシステムの点検を依頼
してください。

フロントブレーキパッド厚を
点検します

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
ハンドルを回します。

左右ブレーキパッド厚を目視点
検します。 目視点検方向 ：後
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方からブレーキパッド 1 の内
側。

フロントブレーキパッド
の摩耗限度

min 1 mm (ライニングのみ
（キャリアプレートなし）)
ブレーキパッドが摩耗している
場合 ：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損傷

ブレーキシステムの動作信頼性
を確実にするため、パッドの使

用限度厚を下回らないようにし
てください。

BMW Motorrad ディーラーに
ブレーキパッドの交換を依頼し
てください。

リヤブレーキパッド厚を点検
します

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

ブレーキパッド厚を目視点検し
ます。 目視点検方向 ：後方か
らブレーキパッド 1 の内側。

リヤブレーキパッドの摩
耗限度

min 0.9 mm (ライニングのみ
（キャリアプレートなし）。)
ブレーキパッドが摩耗している
場合 ：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損傷

ブレーキシステムの動作信頼性
を確実にするため、パッドの使
用限度厚を下回らないようにし
てください。
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BMW Motorrad ディーラーに
ブレーキパッドの交換を依頼し
てください。

フロントブレーキフルードレ
ベルを点検する

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをまっ
すぐに立てます。
ハンドルを直進位置にしま
す。

ブレーキフルードタンク 1 で
ブレーキフルードレベルを読み
取ります。

注意事項

ブレーキパッドが徐々に摩耗し
てゆくことによって、リザーバー
タンクのブレーキフルードレベ
ルは下がってきます。

フロントブレーキフルー
ドレベル

ブレーキフルード、 DOT4

ブレーキフルードレベル
がMIN マークを下回らないよ
うにしてください。 (ブレー
キフルードタンクが水平)

ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合 ：

警告

ブレーキフルードタンク内のブ
レーキフルードが少なすぎる
ブレーキシステム内のエアによ
るブレーキパワーの著しい低下

走行をすぐに停止し、まず故障
を解決します。
ブレーキフルードレベルを定期
的に点検します。

BMW Motorrad ディーラーに
できるかぎり早く故障の修理を
依頼してください。

リヤブレーキフルードレベル
を点検する

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをまっ
すぐに立てます。
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リアブレーキフルードタンク 1
のブレーキフルードレベルを読
み取ります。

注意事項

ブレーキパッドが徐々に摩耗し
てゆくことによって、リザーバー
タンクのブレーキフルードレベ
ルは下がってきます。

リヤブレーキフルードレ
ベル

ブレーキフルード、 DOT4

ブレーキフルードレベル
がMIN マークを下回らないよ
うにしてください。 (ブレー
キフルードタンクが水平)

ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合 ：

警告

ブレーキフルードタンク内のブ
レーキフルードが少なすぎる

ブレーキシステム内のエアによ
るブレーキパワーの著しい低下

走行をすぐに停止し、まず故障
を解決します。
ブレーキフルードレベルを定期
的に点検します。

BMW Motorrad ディーラーに
できるかぎり早く故障の修理を
依頼してください。

クラッチ
クラッチの機能を点検する

クラッチレバーを操作しま
す。
操作するにつれて、力の上昇が
感じられるはずです。

操作するにつれて、 力の上昇が
感じられない場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
クラッチシステムの点検を依頼
してください。
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クラッチレバーの遊びを点検
する
前提条件
エンジンが冷たい状態。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
ハンドルを直進位置にしま
す。

クラッチレバー 1 をグリップ
に密着するまで何回か操作しま
す。
抵抗が感じられるまでクラッチ
レバー 1 を軽く操作し、 その

間にクラッチの遊び A を観察
します。

クラッチレバーの遊び

3...5 mm (ハンドフィッティ
ング、 ハンドルバーは直進位
置、 エンジン冷間時)

クラッチの遊びが許容範囲を越
えている場合 ：

クラッチの遊びを調整す
る( 167)。

クラッチの遊びを調整する

ロックナット 1 を外します。

クラッチの遊びを大きくする
には ：調整ボルト 2 をハンド
フィッティングにねじ込みま
す。
クラッチの遊びを小さくする
には ：調整ボルト 2 をハン
ドフィッティングから緩めま
す。

注意事項

ロックナットとナットの間隔（内
側を測定） が、 14 mm を上回っ
てはなりません。
さらに回して緩めなければ、 ク
ラッチの遊びを正しく調整でき
ない場合は、 専門の整備工場ま
たは可能な限りBMW Motorrad
ディーラーに問い合わせてくだ
さい。

クラッチレバーの遊びを点検す
る( 167)。
ロックナット 1 を締め付けま
す。 その際調整ボルト 2 を固
定します。
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クーラント
クーラントレベルを点検する

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
ハンドルを左に回します。

リザーバー 1 のクーラントレ
ベルを読み取ります。 目視点
検の方向 ：前方から右側サイ
ドフェアリングの内側。

クーラント規定レベル

リザーバーのMIN とMAX
マークの間 (冷間エンジン)

クーラントレベルが規定値を下
回った場合 ：

クーラントを補充します。

クーラントを補充します

リザーバーのキャップ 1 を開
きます。
適切なファネルを使用してクー
ラントを規定レベルまで補給し
ます。
クーラントレベルを点検す
る( 168)。
リザーバータンクのキャッ
プ1を閉じます。
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タイヤ
タイヤ充填圧を点検する

警告

タイヤ充填圧が不適切
モーターサイクルの走行特性が
悪化、 タイヤ耐用年数の減少

タイヤ充填圧が正しいか確認し
てください。

警告

高速時においてバルブコアが勝
手に開く
突然のタイヤ充填圧の損失

ラバーシール付きバルブキャッ
プを使用し、しっかりと締め付
けます。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
タイヤ充填圧を、以下のデータ
を使用して点検します。

タイヤ充填圧（フロン
ト）

2.5 bar (1 名乗車時、 タイヤ冷
間時)

2.5 bar (タンデム走行、積載あ
り、 タイヤ冷間時)

タイヤ充填圧（リヤ）

2.9 bar (1 名乗車時、 タイヤ冷
間時)

2.9 bar (タンデム走行、積載あ
り、 タイヤ冷間時)

タイヤ充填圧が不十分な場合 ：
タイヤ充填圧を調整します。

リムとタイヤ
ホイールリムを点検する

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
ホイールリムに不良な部分がな
いか目視点検します。

ホイールリムが損傷した場合
は、BMW Motorrad ディーラー
に点検を依頼し、必要に応じて
交換してください。

タイヤのトレッド溝の深さを
点検する

警告

著しく摩耗したタイヤでの走行
走行特性の悪化により、 事故に
至る危険

必要に応じて、法的に規定され
ているトレッドの最小残溝量に
達する前にタイヤを交換してく
ださい。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
タイヤのトレッド溝の深さを、
メインのトレッド溝で、摩耗イ
ンジケーターを使用して測定し
ます。
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注意事項

摩耗インジケーターはタイヤご
とにメインのトレッド溝に設け
られています。 タイヤのトレッ
ド溝がインジケーターレベルに
まで達している場合は、タイヤが
完全に摩耗しています。 インジ
ケーターの位置は、 タイヤの縁
に TI、 TWI などのアルファベッ
トや矢印で示されています。

トレッドが最小残溝量に達して
いる場合 ：

当該タイヤを交換します。

ホイール
ホイールサイズがフレーム制
御システムに与える影響
DTC ではホイールサイズが重
要な役割を果たします。 特にホ
イールの直径および幅は、必要と
なるすべての計算のベースとし
てコントロールユニットにメモ
リーされています。 標準装備ホ
イール以外のホイールへの変更に

よりこのサイズが変わると、これ
らのシステムの制御性に重大な
影響が及ぶおそれがあります。
ホイール回転数検知に必要なセン
サーリングも、取り付けられてい
る制御システムに適合させる必
要があり、 交換はできません。
ご使用のモーターサイクルに他
のホイールを装着なさりたい場
合には、 事前にBMW Motorrad
ディーラーにご相談ください。
この場合、 コントロールユニッ
トにメモリーされているデータ
を、 新しいホイールサイズに適
応させる必要があります。

フロントホイールを取り外す
モーターサイクルを補助スタン
ドで立てます。 BMW Motorrad
は、BMW Motorrad リヤホイー
ルスタンドの使用をお勧めしま
す。
リヤホイールスタンドを取り付
ける( 160)。
リム周辺をマスキングテープな
どで保護し、 ブレーキキャリ

パーを取り外す際に、傷が付か
ないようにします。

ホイール回転数センサー用ケー
ブルをクランプ 1 および 2 か
ら外します。
ボルト 4 を取り外し、 ホイー
ル回転数センサーをボアから取
り外します。

重要事項

ブレーキパッドが意図せず押し
付け合わされる
ブレーキキャリパーの装着時また
はブレーキパッドの押し付け合
わせ時のコンポーネントの損傷
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ブレーキキャリパーが外れて
いる（緩んでいる） 状態で、 ブ
レーキを操作しないでくださ
い。

左右ブレーキキャリパーの固定
ボルト 3 を取り外します。

ブレーキキャリパー 2 を回転
させて、 ブレーキパッド 1 を
ブレーキディスク 3 から少し
離れるように押します。
ブレーキキャリパーを後方外側
へ慎重に引いて、ブレーキディ
スクから取り外します。

モーターサイクルを持ち上げ、
フロントホイールが妨げなく回
転できるようにします。 それ
には、 BMW Motorrad フロン
トホイールスタンドを使用する
のが最も良い方法です。
補助スタンドをフロントホイー
ルに組み込む( 159)。

重要事項

フロントサスペンション内のねじ
付きブッシュの調整不良により、
センサーリングとホイール回転数
センサー間の間隔が適切でない

ホイール回転数センサーの損
傷。 ABS の機能不良

左クランプがねじ付きブッシュ
を固定しており、これを緩めた
り、取り外したりしてはなりま
せん。

固定ボルト 2を外します。
ホイールを支持しながら、アク
スルシャフト 1 を取り外しま
す。
フロントホイールを前へ転がし
て取り外します。
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フロントホイールを取り付け
る

警告

当該シリーズに適合しないホイー
ルの使用
ABS およびDTC による制御介入
時の機能障害

この章のはじめにある、ホイー
ルサイズがフレーム制御システ
ムABS およびDTC に与える影
響についての注意事項を確認
し、 遵守してください。

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締め
付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷または
緩み

締付けトルクの点検は、 必
ずBMW Motorrad ディーラー
に依頼してください。

重要事項

フロントホイールの取り付けが
回転方向と逆
事故の危険

タイヤまたはリム上にある回転
方向を示す矢印を確認し、遵守
してください。

フロントホイールをフロントホ
イールロケーションへ転がし入
れます。

フロントホイールを持ち上げ、
アクスルシャフト1を締付けト
ルクで取り付けます。

ねじ山付ブッシュのアク
スルシャフト

50 Nm
固定ボルト 2 を締付けトルク
で締め付けます。

アクスルサポートの固定
ボルト

締付け順序: ボルトを 6 回、
交互に締め付ける

19 Nm
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ブレーキキャリパーをブレーキ
ディスクの上にのせます。

左ブレーキキャリパー 2を取り
付け、 ケーブルガイド 3 を位
置決めします。
ボルト1 規定の締付けトルクで
取り付けます。

ラジアルブレーキキャリ
パーをアクスルサポート

へ

38 Nm

ホイール回転数センサー用ケー
ブルをホルダー1に固定しま
す。
ホイール回転数センサーをボア
に差し込み、 ボルト2で固定し
ます。

右ブレーキキャリパー 2 を取
り付け、 ボルト 1 を規定の締
付けトルクで取り付けます。

ラジアルブレーキキャリ
パーをアクスルサポート

へ

38 Nm
ホイールリムに貼られているマ
スキングテープなどをはがしま
す。
抵抗が感じられるようになるま
で、ブレーキレバーを繰り返し
力強く操作します。
フロントホイールスタンドと補
助スタンドを取り除きます。
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リヤホイールを取り外す
モーターサイクルを持ち上げ
ます。 BMW Motorrad リヤホ
イールスタンドを使用するのが
最も良い方法です。
リヤホイールスタンドを取り付
ける( 160)。
アクスルシャフトを取り外した
後に転がり落ちないように、
リヤホイールの下に木片などを
挟んで支えます。

ブレーキキャリパー 1 をブ
レーキディスク 2 に押しつけ
ます。

ブレーキピストンが押し戻され
ます。

アクスルナット 1 をワッ
シャーと共に取り外します。
左右ロックナット 2 を外しま
す。
左右調整ボルト 3 を外しま
す。
調整プレート 4 を外し、 シャ
フトをできるかぎり内側へずら
します。

アクスルシャフト 2 を取り外
し、 調整プレート 1 を取り外
します。

リアホイールをできるだけ前方
向へ転がし、 チェーン 1 をス
プロケットから外します。
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ブレーキサドルホルダー 1 を
前方へ引き出し、 脇へ置きま
す。
リヤホイールをスイングアーム
の後方へ転がします。

注意事項

スプロケットと左右のスペーサー
ブッシュは、 ホイールに緩めに
組み込まれています。 取り外し
の際に、 部品を損傷したり紛失
したりしないよう注意してくだ
さい。

リヤホイールを取り付ける

重要事項

タイヤサイズの変更
制御システムに影響します

リ ヤ タ イ ヤ サ イ ズ を
190 / 55 ZR 17 から 200 /
55 ZR 17 に変更、 またはその
逆に変更する場合、制御システ
ムのパラメーターを専門の整備
工場、 またはBMW Motorrad
ディーラーでコーディングする
必要があります。

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締め
付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷または
緩み

締付けトルクの点検は、 必
ずBMW Motorrad ディーラー
に依頼してください。

リアホイールをマットなどの上
でスイングアームに転がし入れ
ます。

ブレーキキャリパー 1 をブ
レーキサドルホルダー 2 と共
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にスイングアームのガイド3に
取り付けます。

注意事項

ブレーキラインとABS センサー
ケーブルの位置が正しいことを
確認します。 リアホイールまた
はリアマフラーと接触しないよ
う、 ブレーキラインとABS セン
サーケーブルはガイド内になけ
ればなりません。

リアホイールをできるかぎり前
方向へ転がし、チェーン1 をス
プロケットに取り付けます。

右調整プレート 1 スイング
アームに取り付けます。
リアホイールを持ち上げ、アク
スルシャフト 2 をブレーキ
キャリパーサポート内の調整プ
レートに通して、リアホイール
を取り付けます。
アクスルシャフトがレンチ面の
切込み部に合うように注意して
ください。

左調整プレート1を取り付けま
す。
アクスルナット2をワッシャー
と共に取り付けます。 ただ
し、まだ締め付けないでくださ
い。

チェーンのたるみを調整す
る( 188)。
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バルブ
LED 照明手段を交換する

警告

車両バルブ機能停止による道路
交通での車両の見過ごし
安全に関わる危険

故障したライトバルブはでき
るかぎり早く交換してくださ
い。 この件につきましては、
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

車両のすべての照明手段は
LED 照明手段です。 LED 照明手
段の耐用年数は取り付けられてい
る車両の耐用年数よりも長くなっ
ています。 LED 照明手段が故障
した場合は、専門の整備工場に、
できればBMW Motorrad ディー
ラーにお問い合わせください。

フェアリング部
サイドフェアリングの取外し

注意事項

ここに記述されている右サイド
フェアリングについての作業手
順は、 左側でも同様に適用され
ます。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

ボルト1を取り外す。
ボルト 2 を取り外します。

エンジンスポイラー 2 を少し
下の方に曲げ、 ボルト1を取り
外します。

サイドフェアリング1をスリー
ブ 2から外し、取り外します。
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サイドフェアリングの取付け

サイドフェアリング1をスリー
ブ2内に差し込みます。

エンジンスポイラー2 を少し下
の方に曲げ、 ボルト1を取り付
けます。

ボルト 1 を取り付けます。
ボルト 2 を取り付けます。

リアセクションカバーを取り
外す

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リヤシートを取り外す( 67)。

リアセクションカバーの取外
し( 66)。

ボルト1および2を取り外す。
左右リアパネルを慎重に矢印方
向 にクリップから外します。

左右テールパネル 1 を注意深
くまず水平に2、 さらに垂直
に 3 クリップから外します。
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ライダーシート 1のカバーを座
面で少し前方へ押し、シャック
ル 2 を露出させます。
ボルト3を取り外す。
ライダーシート 1 のリア側を
持ち上げ、 固定部 4 を外しま
す。
フロントシートのカバー側を下
にして、平坦で清潔な場所に置
きます。

ボルト1および3 リアセクショ
ンカバー2 から取り外します。
カバーパネル4を慎重に矢印方
向にクリップから外します。

リアセクションカバー 1を矢印
方向に持ち上げ、 固定バー 2
から取り外します。
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リアセクションカバーを取り
付ける

リアセクションカバー 1 を固
定バー 2に載せます。

カバーパネル4 を慎重に矢印
方向に、 リアセクションカ
バー 2にクリップ留めします。
ボルト 1 および 3 を取り付け
ます。

ライダーシート 1 フロント側
を固定部 4に差し込み、位置決
めします。
ライダーシート 1のカバーを座
面で少し前方へ押し、シャック
ル 2 を露出させます。
ボルト 3 を当てて取り付けま
す。
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左右テールパネル 1 を注意深
くまず垂直に2、 さらに水平
に3クリップ留めします。

リアパネルを慎重に矢印方向に
クリップ留めします。

ボルト 1 および 2 を取り付け
ます。

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リ ヤ シ ー ト を 取 り 付 け
る( 67)。

リヤセクションカバーを取り付
ける( 67)。

始動補助

注意

エンジン作動時に、イグニッショ
ンシステムの電圧を伝導する部
品に接触
感電

エンジン作動時は、 イグニッ
ションシステムの部品に決して
触れないでください。

重要事項

モーターサイクルでジャンプス
タートを行う際の強すぎる電流

車両電装系の損傷やケーブルの
燃焼

モーターサイクルのジャンプス
タートは電源ソケットからでは
なく、必ずバッテリーターミナ
ルから行ってください。

重要事項

ジャンパーコードのターミナル
クランプと車両間の接触
ショートのおそれ

ジャンパーコードは完全に絶縁
されているターミナルクランプ
とともに使用してください。

重要事項

ジャンプスタートを 12 V より高
い電圧で行う
車両電装系の損傷

供給側車両のバッテリー電圧
が、 12 V を上回ってはなりま
せん。
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ジャンプスタートでは、バッテ
リーを車両電装システムから外
しません。
フロントシートを取り外
す( 68)。
ジャンプスタートを行っている
間、 供給側バッテリー車両の
エンジンを作動させておきま
す。
ジャンパーコード（赤） の一方
の先端を、まず放電したバッテ
リーのプラスターミナルに接続
します。 その後、 もう一方の
先端を供給側バッテリーのプラ
スターミナルに接続します。
ジャンパーコード（黒） の一方
の先端を供給側バッテリーのマ
イナスターミナルに接続しま
す。 その後、 もう一方の先端
を放電したバッテリーのマイナ
スターミナルに接続します。
放電したバッテリー側の車両の
エンジンを、 通常の方法で始
動させます。 正常に始動しな
かった場合は、スターターと供
給側バッテリーの保護のため、

数分経ってから再始動させてく
ださい。
接続を外す前に、両車両のエン
ジンをそのまま数分間作動させ
ておいてください。
ジャンパーコードは、まずマイ
ナスターミナルから外し、その
後プラスターミナルから外しま
す。
フロントシートを取り付け
る( 68)。

バッテリー
メインテナンスに関する注意
正しいメインテナンス、 充電、
保管は、 バッテリーの寿命を延
ばし、 また、 保証のための前提
条件となります。
バッテリーの寿命を延ばすため
に、 以下のことに注意してくだ
さい ：

バッテリーの表面を、清潔で乾
いた状態に保つ。
バッテリーを開けない。

バッテリーに水を補充しな
い。
バッテリーの充電を行う場合
は、必ず、次ページ以降の注意
事項に従う。
バッテリーを逆さまにしな
い。

重要事項

車両エレクトロニクス（時計な
ど）により、接続されているバッ
テリーが放電する
過放電、 それによる保証要件か
らの除外

4 週間以上、走行しない場合 ：
トリクルチャージャーをバッテ
リーに接続してください。

注意事項

BMW Motorrad では、 ご使用の
モーターサイクルの電子機器専用
にトリクルチャージャーを開発
しました。 このチャージャーを
使用すれば、車両を長期間使用し
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ない場合でも、バッテリーを接続
した状態で充電しておくことが
できます。 詳しい情報につきま
しては、 BMW Motorrad ディー
ラーにお問合せください。

バッテリーを車両から外す
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
フロントシートを取り外
す( 68)。
盗難防止装置 (DWA) OE 装備
必要に応じてDWA をオフにし
ます。

重要事項

バッテリーの接続を不適切な方
法で切る
ショートのおそれ

接続を切る手順を遵守してくだ
さい。

ボルト1を取り外し、 ワイア
ハーネスマイナス極 2を外し、
前方へ押します。
ボルト3を取り外し、 ワイア
ハーネスプラス極 4を外しま
す。

M バッテリー OE 装備

重要事項

バッテリーの接続を不適切な方
法で切る
ショートのおそれ

接続を切る手順を遵守してくだ
さい。

ボルト1を取り外し、 ワイア
ハーネスマイナス極 2を外し、
前方へ押します。
ボルト3を取り外し、 ワイア
ハーネスプラス極 4を外しま
す。
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バッテリーを車両に接続する

重要事項

バッテリーの不適切な接続
ショートのおそれ

取付け順序を守る。

ワイアハーネスプラス極 1 を
位置決めし、 ボルト 2 を取り
付けます。
ワイアハーネスマイナス極 3
を位置決めし、 ボルト 4 を取
り付けます。

M バッテリー OE 装備

重要事項

バッテリーの不適切な接続
ショートのおそれ

取付け順序を守る。

ワイアハーネスプラス極 1 を
位置決めし、 ボルト 2 を取り
付けます。
ワイアハーネスマイナス極 3
を位置決めし、 ボルト 4 を取
り付けます。

フロントシートを取り付け
る( 68)。

盗難防止装置 (DWA) OE 装備
必要ならばDWA をオンにしま
す。

バッテリーを充電する
バッテリーを車両から外
す( 183)。
適切なチャージャーを使用し
て、バッテリーを充電します。
チャージャーの取扱説明書に
従ってください。
充電が終了したら、 チャー
ジャーのターミナルクランプを
バッテリーターミナルから外し
ます。

注意事項

長期間車両を使用しない場合は、
バッテリーを定期的に充電する必
要があります。 その場合には、
そのバッテリーの取扱い規定に
従ってください。 また、 再使用
する前に必ずバッテリーをフル
充電してください。
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バッテリーを車両に接続す
る( 184)。

バッテリーを取り外す
フロントシートを取り外
す( 68)。
バッテリーを車両から外
す( 183)。
バッテリーを持ち上げて取り外
します。 スムーズに外せない
場合は、前後に動かすと外しや
すくなります。

バッテリーを取り付ける

注意事項

車両にバッテリーが入っていな
い期間が長かった場合は、 サー
ビスインジケーターの適切な機
能が保証されるように、 現在の
日付をメーターパネルに登録す
る必要があります。

バッテリーをバッテリートレイ
に入れ、プラス極を進行方向左
側にします。

バッテリーを車両に接続す
る( 184)。

フロントシートを取り付け
る( 68)。
時計を調整する( 79)。

ヒューズ
ヒューズを交換する

イグニッションを OFF にしま
す。
フロントシートを取り外
す( 68)。

重要事項

故障しているヒューズのバイパス
ショートや火災の危険

故障しているヒューズは交換し
てください。
故障ヒューズは新品のヒューズ
と交換してください。

故障しているヒューズをフュー
ズ一覧に従って交換します。

故障したヒューズ2 スロットか
ら上方へ引き出します。
ヒューズブロック 1 で 2 つ
のヒューズを交換するため、
ヒューズホルダーをそのホ
ルダーから上方に引き上げま
す。 そのために、左右のヒュー
ズホルダーのラッチを内側に押
し込みます。

注意事項

ヒューズが頻繁に故障する場合
には、電装システムの点検を専門
の整備工場またはBMW Motorrad
ディーラーに依頼してくださ
い。
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ヒューズホルダー 1 をホル
ダーに取り付けます。
フロントシートを取り付け
る( 68)。

ヒューズ割当て

1 15 A
メーターパネル
盗難警報装置（DWA）
イグニッションロック
診断ソケット

2 7.5 A
左コンビネーションスイッ
チ
タイヤ空気圧コントロール

（RDC）

3 40 A
オルタネーターレギュレー
ター

診断コネクター
診断コネクターを外す

注意

オンボード診断用の診断コネク
ターを外す方法に誤り
車両の機能障害

診断コネクターを外す場合は、
必ずBMW Service の間に依頼
するか、専門の整備工場または
その他の認定を受けた人物に依
頼してください。
適切な教育を受けた人物に作業
を依頼してください。
車両メーカーの規定を守ってく
ださい。

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リヤシートを取り外す( 67)。

リアセクションカバーの取外
し( 66)。

ロック 1 を押します。
診断コネクター 2 を止め具 3
から外します。
診断インフォメーションシステ
ム用インターフェースは診断コ
ネクター 2 で接続することが
できます。

診断コネクターを固定する
診断インフォメーションシステ
ム用インターフェースを取り外
します。
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診断コネクター 2 を止め具 3
に差し込みます。
ロック 1 がかみ合います。
パッセンジャーパッケージ OE

装備
リ ヤ シ ー ト を 取 り 付 け
る( 67)。
リヤセクションカバーを取り付
ける( 67)。

チェーン
チェーンにグリースを塗布す
る

重要事項

ドライブチェーンの不適切な清
掃と潤滑
より激しい摩耗

ドライブチェーンは定期的に清
掃し、 潤滑してください。

ドライブチェーンには、 少な
くとも 800 km ごとにグリース
を塗布します。 ぬかるみや、
塵埃の中や、汚れた場所を走行
した後には、適宜、早めに実行
してください。

イグニッションを OFF にし、
ニュートラルに設定します。
ドライブチェーンを適切なク
リーニング剤で清掃し、乾かし
て、チェーン潤滑剤を塗布しま
す。
チェーン性能を高く維持す
るため、 BMW Motorrad は、

BMW Motorrad チェーン潤滑
剤の使用を推奨します。 また
は ：

潤滑剤

チェーンスプレー
潤滑剤が多すぎた場合は洗い流
します。

チェーンのたるみ量を点検す
る

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
リヤホイールを回転させて、
チェーンのたるみが一番小さく
なる位置まで回します。
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ドライブスプロケットとスプロ
ケット間の真ん中あたりで、
ドライバーを使用してチェーン
を上方に押し、 差 A を測定し
ます。

チェーンのたるみ量

45...50 mm (モーターサイクル
をサイドスタンドで立てる（無
負荷状態）)

測定値が許容範囲を超えている
場合 ：

チェーンのたるみを調整す
る( 188)。

チェーンのたるみを調整する
モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。

アクスルシャフトナット 1 を
緩めます。
左右ロックナット 3 を外しま
す。
左右の調整ボルト 2 でチェー
ンのたるみを調整します。
チェーンのたるみ量を点検す
る( 187)。
目盛値 4 が左右で同じになる
ように注意してください。
左右のロックナット 3を締付け
トルクで締め付けます。

ドライブチェーンテン
ションボルトのロック

ナット

19 Nm
アクスルシャフトナット 1 を
トルクで締め付けます。

スイングアーム内リヤホ
イールアクスルシャフト

ボルト固定剤: メカニズム部分

100 Nm
チェーンのたるみ量を点検す
る( 187)。

チェーンの摩耗状態を点検す
る
前提条件
チェーンのたるみは正しく調整
されています。

モーターサイクルを、平坦で硬
い路面の上に駐車します。
1 速に入れます。
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リヤホイールを進行方向に回
し、チェーンがピンと張った状
態になるようにします。
リヤスイングアームの下側、
10 個のリベットの中央の上側
のチェーンの長さを、 3 つの異
なる箇所で測定します。

許容チェーン長

max 144 mm (10 リベットの
中央で測定、 チェーンは引っ
張った状態)

チェーンが許容長に達している
場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。
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アクセサリー

一般的な情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192

アクセサリー用コネクター . . . . . . . . 192

M Cover Kit . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 194
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一般的な情報

注意

他社製品の使用
安全に関わる危険

BMW Motorrad では、 すべて
の他社製品について、 BMW 車
両において安全性の問題なく使
用できるかどうか判定すること
はできません。 国別仕様によ
り公的な許可が与えられている
場合にも、これは認められてい
ません。 それらのようなテス
ト／点検では、 常にBMW 車両
におけるすべての使用条件を考
慮に入れるということはでき
ず、そのため部分的に十分でな
いところがあります。
必ず、 BMW が BMW 車両用に
承認している部品およびアクセ
サリー製品のみご利用くださ
い。

部品およびアクセサリー製品
はBMW によって安全性、機能、
適正が検査されています。 その

ためBMW は製品に対する責任を
負います。 認められていないあ
らゆる部品やアクセサリー製品
においては、 BMW は責任を負い
ません。
変更を加える場合にはすべて、
必ず法規制に従ってください。
各国の道路交通法を遵守してく
ださい。
BMW Motorrad ディーラーは、
BMW 純正部品、アクセサリー、
その他製品をお選びの際に、適切
なアドバイスをいたします。
アクセサリーに関する詳しい情
報については、 以下を参照して
ください ：
bmw-motorrad.com/
equipment

アクセサリー用コネクター
装備
車両には以下のオプションアク
セサリーおよびレンシュポルト

（レーシングスポーツ） アクセサ

リー用コネクターが装備されて
います ：

スプリングトラベルセンサー
M データロガー
アクセサリー

左サイドフェアリング下

1 オプションアクセサリーお
よびレンシュポルト（レー
シングスポーツ） アクセサ
リー用コネクター ：
電源供給および LIN
フロントフォーク用スプリ
ングトラベルセンサー（レ
ンシュポルト（レーシング
スポーツ）アクセサリー）
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リアセクションカバーの下
盗難防止装置 (DWA) OE 装備

1 DWA およびM データロ
ガー用コネクター

2 DWA

リアセクションカバーの下
盗難防止装置 (DWA) OE 非装備

1 終端抵抗
2 DWA およびM データロ

ガー用コネクター

リアセクションカバーの下

1 リア特別付属品用コネク
ター

オプションアクセサリーおよ
びレンシュポルト（レーシン
グスポーツ）アクセサリーを
取り付ける
前提条件
コネクターに手が届くように、
サイドフェアリング、 リヤシー
トまたはリヤセクションカバー
を取り外します。
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サイドフェアリングをエン
ジンスポイラーと共に取り外
す( 177)。
パッセンジャーパッケージ OE

装備
リヤシートを取り外す( 67)。

リアセクションカバーの取外
し( 66)。
リアセクションカバーを取り外
す( 178)。
保護キャップまたは終端抵抗を
ロック解除し、コネクターから
取り外します。
オプションアクセサリーまたは
レンシュポルト（レーシングス
ポーツ）アクセサリーを差し込
みます。

注意事項

オプションアクセサリーまたはレ
ンシュポルト（レーシングスポー
ツ） アクセサリーの取付説明書
を確認し、順守してください。

注意事項

それによってワイヤハーネスを
正しく位置決めすることができ
る。 ワイヤハーネスがコネク
ターと共に引っ張られないよう
にし、 タイラップは最後に締め
付ける。

重要事項

空いているコネクターに汚れや
水分が入り込む
機能障害

コネクターを外した後、 保護
キャップまたは終端抵抗を再び
取り付けます。

アクセサリーを外した後 ：保
護キャップまたは終端抵抗を再
び取り付けます。
サイドフェアリングの取付
け( 178)。

パッセンジャーパッケージ OE

装備
リ ヤ シ ー ト を 取 り 付 け
る( 67)。
リヤセクションカバーを取り付
ける( 67)。
リアセクションカバーの取り付
け( 180)。

M Cover Kit
ボディ開口部をカバーする
前提条件
M Cover Kit は、 ミラーおよびラ
イセンスプレートベースを取り
外した際、フロントトリムパネル
をプロフェッショナルに固定す
るために、 またボディ開口部を
カバーするために使用します。

ミラーを取り外す( 133)。
ライセンスプレートベースの取
外し( 136)。
M Cover Kit einbauen.
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注意事項

オプションアクセサリーまたはレ
ンシュポルト（レーシングスポー
ツ） アクセサリーの取付説明書
を確認し、順守してください。

M Cover Kit を取り外した後
で、ミラーおよびライセンスプ
レートベースを再び取り付けま
す。
ライセンスプレートベースの取
付け( 139)。
ミラーを取り付ける( 135)。

M Cover Kit を取り付ける

ミラーホルダーのカバー1を取
り付けます。
ボルト 2 を取り付けます。

ライセンスプレートベースのカ
バー 1を差し込み、取り付けま
す。

ボルト 1 を取り付けます。
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M Cover Kit を取り外す

ボルト1を取り外す。

ライセンスプレートベースカ
バー1を外し、 下方へ取り出し
ます。

ボルト 2 を取り外します。
ミラーホルダーカバー1を取り
外します。
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お手入れ
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ケア用品
BMW Motorrad は、ご使用になる
洗剤やケア用品をBMW Motorrad
ディーラーでお求めになるこ
とをお勧めします。 BMW Care
Products（BMW ケア製品） は、
原料の点検確認および研究機関に
おける製品のテストや試用点検が
行われており、あなたの車両に使
用されているマテリアルのお手
入れと保護を最適に行います。

重要事項

不適切な洗剤およびケア用品の
使用
車両部品の損傷

ニトロ希釈液、コールドクリー
ナー、ガソリン、アルコールを
含んだクリーナーなどを使用し
ないでください。

洗車
BMW Motorrad は、 ペイントに
付着している昆虫や硬化した汚れ
などを、 洗車の前に BMW 専用
クリーナーで柔らかくして洗い流
しておくことをお勧めします。
しみができるのを避けるため、
強い直射日光にさらされた直後
や日向での洗車は行わないでく
ださい。
特に冬季の間は、 洗車をより頻
繁に行ってください。
路面に散布された塩を除去する
ため、走行後は、直ちにモーター
サイクルを冷水で洗車します。

警告

車両を水洗いしたり、水たまりの
中を通過したり、雨の日に走行し
た後の、水分の付着したブレーキ
ディスクおよびブレーキパッド
ブレーキの効きの低下、 事故を
起こす危険

ブレーキディスクおよびブレー
キパッドが乾いた状態でブレー

キがかけられるようになるまで
は、早めにブレーキングしてく
ださい。

重要事項

温水による塩の作用の増大
腐食

散布された塩を除去するに
は、必ず冷水を使用してくださ
い。

重要事項

高圧クリーナーやスチームジェッ
ト機器の高い水圧による損傷
ラベル、 シーリング、 油圧式ブ
レーキシステム、 電装系および
シートの腐食、 ショートまたは
損傷

高圧ジェットやスチームクリー
ナーは慎重に使用してくださ
い。
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損傷しやすい車両部品の
お手入れ
プラスチック

重要事項

不適切な洗剤の使用
プラスチック表面の損傷

アルコールや溶剤、 研磨剤を
含んだクリーナーは使用しない
でください。
虫取りスポンジや表面の硬いス
ポンジは使用しないでくださ
い。

フェアリング部
カ バ ー 部 分 を 水
とBMW Motorrad クリーナーで
清掃します。

プラスチック製ウインドシール
ドおよびカバーレンズ
汚れや昆虫を、 柔らかいスポン
ジと水を大量に使用して除去し
てください。

注意事項

硬化した汚れや昆虫などの付着
は、 湿らせた布などをかぶせて
柔らかくしてください。

水とスポンジのみを使用し
た洗浄。

化学洗剤は使用しないでく
ださい。

クローム
クローム部品を十分な水とケ
アシリーズBMW Motorrad Care
Products のモーターサイクルク
リーナーで清掃します。 これは
散布用塩の影響が特に見られる
場合。
さらに処置を施す場合には、
BMW Motorrad メタルポリッ
シュを使用してください。

ラジエター
ラジエターは、 定期的に清掃し
てください。 冷却が不十分なた
めに起こるエンジンのオーバー
ヒートを避けるためです。
園芸用ホースなどを使い、 低い
水圧で清掃してください。

重要事項

ラジエタープレートを折り曲げる
ラジエタープレートの損傷

清掃の際に、ラジエタープレー
トを折り曲げないように注意し
てください。

ラバー
ラバー部品の清掃には、 水また
は BMW ラバークリーナーを使
用してください。

重要事項

ラバーシールのお手入れにシリ
コンスプレーを使用
ラバーシールの損傷
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シリコンスプレーやシリコンを
含んだケア製品を使用しないで
ください。

塗装のお手入れ
定期的に洗車を行うことにより、
塗装部分に長期間にわたって影
響を与え、 ペイントを損傷する
原因となる物質を除去すること
ができます。 特に、 大気汚染が
激しい地域や、 樹脂や花粉など
が付着するような地域を走行し
た場合などに効果的です。
特に侵食性の高い物質は、 直ち
に除去してください。 ペイント
の損傷や変色を引き起こすおそ
れがあります。 侵食性の高い物
質には、 こぼれたフューエルや
オイル、 グリース、 ブレーキ
液、 鳥のふんなどがあります。
これには、 BMW Motorrad ク
リーナーと、続けて防錆処理のた
めにBMW Motorrad 光沢ポリッ
シュの使用をお勧めします。
ペイントの表面仕上げに付着し
ている汚れは、洗車後に特に見え

やすくなります。 このような汚
れは、クリーニング用ベンジンま
たはアルコールを清潔な布や綿
球などに含ませて、 直ちに除去
してください。 BMW Motorrad
は、 タールのシミをBMW ター
ルクリーナーで取り除くことを
お勧めします。 その後、 その箇
所のペイントを保護コーティン
グなどで保護します。

保護コーティング
ペイントから水が垂れなくなっ
たら、 防錆処理する必要があり
ます。
BMW Motorrad は、 ペイント
保護コーティングのため、
BMW Motorrad 光沢ポリッシュ
およびカルナバワックス、 合成
ワックスを含むコーティング剤を
使用することをお勧めします。

長期保管
洗車を行います。

モーターサイクルを満タンにし
ます。

バ ッ テ リ ー を 取 り 外
す( 185)。
ブレーキレバー、 クラッチレ
バー、 メイン（センター） スタ
ンド、サイドスタンドのピボッ
ト部に、適切な潤滑剤を塗布し
ます。

むき出しの部品とクロームメッ
キ部品に非酸性のグリース（ワ
セリン） で防錆処理を施しま
す。

モーターサイクルを、両ホイー
ルに負荷がかからない状態にし
て、乾燥した場所に保管します

（できればBMW Motorrad が提
供しているフロントホイールス
タンドおよびリヤホイールスタ
ンドを使用）。
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再使用
表面に塗布されている保護
用コーティングを取り除きま
す。
洗車を行います。

バ ッ テ リ ー を 取 り 付 け
る( 185)。
チェックリストを確認し、遵守
する( 109)。
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テクニカルデータ

トラブルシューティング . . . . . . . . . . 204

ネジ止め部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 208

燃料 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 211

エンジンオイル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 212

エンジン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 212

クラッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 213

ギヤボックス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 213

リヤホイールドライブ. . . . . . . . . . . . . 214

フレーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 214

シャシー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 215

ブレーキ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 216

ホイールとタイヤ . . . . . . . . . . . . . . . . . 217

電装システム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 219

寸法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 221

重量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 221

性能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222
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トラブルシューティング
エンジンが始動しない／始動しにくい。

原因 修理

サイドスタンドが出ていて、 ギヤが入っている サイドスタンドをたたみます。

ギヤが入っていて、 クラッチを切っていない ギヤをニュートラルに入れるか、 クラッチを切り
ます。

燃料が入っていない 給油 ( 118)。

バッテリーが空になっている バッテリーを充電する ( 184)。

スターターに対する過熱保護が作動した。 スター
ターを稼働させる時間は制限されています。

スターターが使用できるようになるまで約 1 分間
冷却します。
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Bluetooth 接続が確立されません。

原因 修理

ペアリングに必要なステップが踏まれませんでし
た。

コミュニケーションシステムの Operating
instructions で、ペアリングに必要なステップに関
する情報を入手してください。

Connectivity 機能は、 レーシングコース機能が作
動しているため非作動です。

メニューSettings を呼び出し、 Racetrack を作動
解除します。

ペアリングを行ってもコミュニケーションシステ
ムが自動的に接続されません。

ヘルメットのコミュニケーションシステムを
OFF にして、 1～ 2 分後に再度接続してくださ
い。

ヘルメットに保存されている Bluetooth 機器の数
が多すぎます。

ヘルメットのすべてのペアリング登録を削除
してください（コミュニケーションシステムの
Operating instructions を参照）。

Bluetooth 対応機器を装備した他の車両が付近に
あります。

複数の車両との同時ペアリングは避けてくださ
い。
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Bluetooth 接続が阻害されています。

原因 修理

携帯端末機器との Bluetooth 接続が遮断されま
す。

省電力モードを OFF にしてください。

ヘルメットとの Bluetooth 接続が遮断されます。 ヘルメットのコミュニケーションシステムを
OFF にして、 1～ 2 分後に再度接続してくださ
い。

ヘルメットの音量を調整することができません。 ヘルメットのコミュニケーションシステムを
OFF にして、 1～ 2 分後に再度接続してくださ
い。

電話帳が TFT ディスプレイに表示されません。

原因 修理

電話帳が車両にまだ転送されていません。 携帯端末機器でのペアリングの際に、 電話データ
の転送 ( 89) を確定します。
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アクティブ目的地ガイドが TFT ディスプレイに表示されません。

原因 修理

BMW Motorrad Connected App のナビゲーション
が転送されませんでした。

接続されている携帯端末機器で、 走行開始前
にBMW Motorrad Connected App を呼び出してく
ださい。

目的地ガイドをスタートさせることができませ
ん。

携帯端末機器のデータ接続を確認して、 携帯端末
機器のマップデータを点検してください。
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ネジ止め部
フロントホイール 数値 有効

ねじ山付ブッシュのアクスルシャフ
ト

M24 x 1.5 50 Nm

アクスルサポートの固定ボルト

M8 x 35 締付け順序: ボルトを 6 回、 交互に締め付け
る

19 Nm

ラジアルブレーキキャリパーをアク
スルサポートへ

M10 x 65 38 Nm

リヤホイール 数値 有効

ドライブチェーンテンションボルト
のロックナット

M8 19 Nm

ブッシュ SDP 用ナットとフレーム

M36 x 0.75、 ナットを交換する
Loctite 270、 高粘度

50 Nm
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リヤホイール 数値 有効

ナットをスイングアームアクスルへ

M18 x 1.5、 ナットを交換する
メカニズム部分

100 Nm

スイングアーム内リヤホイールアク
スルシャフト

M24 x 1.5
メカニズム部分

100 Nm

スイングアームアダプターとリヤス
イングアーム

M8 x 30 20 Nm

調整リングのボルト

M5 x 16 6 Nm Dynamic
Damping
Control
(DDC) OE 非
装備

ステアリングリンケージとスプリン
グストラット

M12 x 75 -10.9
マイクロカプセル加工済

100 Nm
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ミラー 数値 有効

フロントキャリアのミラー

M6、 ナットを交換する
メカニズム部分

8 Nm

リヤフレームのライセンスプ
レートベース

数値 有効

ライセンスプレートベースとリヤフ
レーム

M5 x 20、 カラー 9 mm 2 Nm

ギアシフトペダルのシフトロッ
ド

数値 有効

ギアシフトペダルのシフトロッド

M6 x 20、 ボルトを交換する
マイクロカプセル加工済

8 Nm
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燃料

推奨フューエルグレード 無鉛プレミアムガソリン（ハイオク） (最大 5％エ
タノール、 E5)
98 ROZ/RON
93 AKI

燃料品質の選択肢 無鉛スーパー、（出力および燃費の制約。） (エタ
ノール 10 %以下、 E10)
95 ROZ/RON
90 AKI

フューエル容量 約 16.5 l

フューエルリザーブ容量 約 4 l

燃費 6.4 l/100 km、 WMTC による
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エンジンオイル

エンジンオイル容量 約 4.5 l、 フィルター交換時

規格 SAE 5W-40、 API SJ / JASO MA2、 添加剤（例
えばモリブデンベースのもの） は許可されて
いません。 コーティングされているエンジン部
品が損傷するためです、 BMW Motorrad では、
BMW Motorrad ADVANTEC Ultimate オイルを推
奨しています

エンジンオイル補充量 max 1.3 l、 MIN とMAX 間の差

BMW recommends

エンジン

エンジン番号位置 右クランクハウジング下部

エンジン型式 A10A10A

エンジン型式 4 気筒エンジン、 4 ストローク、 直列

排気量 999 cm3

シリンダーボア 80 mm

ピストンストローク 49.7 mm

圧縮比 13.3:1
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最高出力 152 kW、 エンジン回転数: 13500 min-1

最大トルク 113 Nm、 エンジン回転数: 11000 min-1

最高回転数 max 14600 min-1

アイドリング回転数 1270 min-1、 エンジン暖機状態

排ガス基準 EU 4

CO2 排出 149 g/km、 WMTC による

クラッチ

クラッチの仕様 湿式多板クラッチ（アンチホッピング）、 自己強化
式

ギヤボックス

ギヤボックスの仕様 常時噛み合い式 6 速トランスミッションをエンジ
ンブロックに内蔵

ギヤ比 1.652（76：46 丁）、 一次減速比
2.647（45：17 丁）、 1 速
2.091（46：22 丁）、 2 速
1.727（38：22 丁）、 3 速
1.500（33:22 丁）、 4 速
1.360（34：25 丁）、 5 速
1.261（29：23 丁）、 6 速
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リヤホイールドライブ

リヤホイールドライブタイプ チェーンドライブ

リヤホイールドライブ歯数 (ドライブスプロケッ
ト／ドリブンスプロケット)

17:45

ファイナルドライブ 2.647

フレーム

フレーム型式 アルミニウムラミネートブリッジフレーム、 エン
ジン一体

型式プレートの位置 ステアリングヘッドの右フロントフレーム

車両識別番号の位置 ステアリングヘッドの右フロントフレーム
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シャシー

フロントホイール

フロントサスペンション型式 倒立テレスコピックフォーク

スプリングトラベル（フロント） 120 mm、 フロントホイールに

Dynamic Damping Control (DDC) OE 装備 120 mm、 フロントホイールに

リヤホイール

リヤサスペンション型式 アルミニウムロワースイングアーム

リヤホイールドライブタイプ チェーンドライブ

スプリングトラベル（リヤ） 117 mm、 リアホイールに

Dynamic Damping Control (DDC) OE 装備 117 mm、 リアホイールに
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ブレーキ

フロントホイール

フロントブレーキ型式 ダブルディスクブレーキ、 直径 320 mm、 4 ピス
トンブレーキキャリパー

M カーボンホイール OE 装備 ダブルディスクブレーキ、 直径 320 mm、 4 ピス
トンブレーキキャリパー

M 鍛造ホイール OE 装備 ダブルディスクブレーキ、 直径 320 mm、 4 ピス
トンブレーキキャリパー

フロントブレーキパッドの材質 焼結合金

フロントブレーキディスク厚 4.5 mm、 新品状態
min 4.0 mm、 摩耗限度

M カーボンホイール OE 装備 min 5.0 mm、 新品状態
min 4.5 mm、 摩耗限度

M 鍛造ホイール OE 装備 min 5 mm、 新品状態
min 4.5 mm、 摩耗限度

ブレーキ操作の遊び (フロントブレーキ) 0.6...1.4 mm、 ピストン
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リヤホイール

リヤブレーキ型式 1 ピストンフローティングキャリパーを装備した
油圧式ディスクブレーキ。 ブレーキディスクはリ
ジッドマウント

リヤブレーキパッドの材質 有機素材

リヤブレーキディスク厚 5.0 mm、 新品状態
min 4.5 mm、 摩耗限度

ブレーキペダルのブローバイクリアランス 2...3 mm、 ブレーキペダルとフットレストプレー
トの間

ホイールとタイヤ

承認タイヤ 最新の認可タイヤの概要については、 BMW
Motorrad ディーラーまたはインターネッ
トbmw­motorrad.com で見ることができます。

タイヤ速度カテゴリー（フロント／リヤ） W、 少なくとも下記の値以上が必要: 270 km/h

フロントホイール

フロントホイールの仕様 アルミニウムキャストホイール

M カーボンホイール OE 装備 カーボンホイール

M 鍛造ホイール OE 装備 アルミニウム鍛造ホイール

フロントホイールリムサイズ 3.50" x 17"
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タイヤサイズ（フロント） 120/70 ZR 17

タイヤ荷重指数（フロント） min 58 g/cm3

フロントホイールのアンバランスの許容値 max 5 g

フロントホイール用バランスウェイト (ウェイト
はそれぞれ半分づつホイールリムの左右に取り付
けること)

max 80 g

リヤホイール

リヤホイールの仕様 アルミニウムキャストホイール

M カーボンホイール OE 装備 カーボンホイール

M 鍛造ホイール OE 装備 アルミニウム鍛造ホイール

リヤホイールリムサイズ 6.0" x 17"

タイヤサイズ（リヤ） 190/55 ZR 17

M カーボンホイール OE 装備 200/55 ZR 17

M 鍛造ホイール OE 装備 200/55 ZR 17

タイヤ荷重指数（リヤ） min 75 g/cm3

リヤホイールのアンバランスの許容値 max 45 g

リアホイール用バランスウェイト (ウェイトはそ
れぞれ半分づつホイールリムの左右に取り付ける
こと)

max 80 g
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タイヤ充填圧

タイヤ充填圧（フロント） 2.5 bar、 1 名乗車時、 タイヤ冷間時
2.5 bar、タンデム走行、積載あり、タイヤ冷間時

タイヤ充填圧（リヤ） 2.9 bar、 1 名乗車時、 タイヤ冷間時
2.9 bar、タンデム走行、積載あり、タイヤ冷間時

電装システム

ヒューズ

メインフューズ 40 A

クランプ 1 15 A、 DWA/OBD/イグニッションスイッチ /メー
ターパネル

クランプ 2 7.5 A、 左コンビネーションスイッチ、 RDC コン
トロールユニット、 センサーボックス

バッテリー

バッテリー型式 AGM バッテリー（Absorbent Glass Mat）

M バッテリー OE 装備 リチウムイオンバッテリー

バッテリー電圧 12 V

M バッテリー OE 装備 12 V

バッテリー容量 8 Ah

M バッテリー OE 装備 5 Ah
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スパークプラグ

スパークプラグのメーカーおよび名称 NGK LMAR9FI-10G

バルブ

ハイビーム用バルブ LED

ロービームのバルブ LED

ポジションライト／パーキングライトバルブ LED

テールライト／ブレーキライトバルブ LED

フロントウインカー用バルブ LED

リヤウインカー用バルブ LED

ライセンスプレートライト用バルブ LED
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寸法

全長 2073 mm、 リアホイールを含む

全高 1151 mm、 空車時、 ミラーを含む
1155 mm、 ミラーなしの DIN 空車重量

全幅 848 mm、 ミラー含む
740 mm、 組付け部品なし

フロントシート高さ 824 mm、 ライダー非乗車時、 DIN 空車時

ライダーステップアーチレングス 1827 mm、 ライダー非乗車時、 DIN 空車時

重量

空車重量 197 kg、DIN 空車時、走行可能状態、燃料満載時
の 90 ％、 オプション非装備

M パッケージ OE 装備 193.7 kg

Race パッケージ OE 装備 195.3 kg

パッセンジャーパッケージ OE 装備 197.8 kg

M カーボンホイール OE 装備 195.3 kg

M バッテリー OE 装備 195.1 kg

M 鍛造ホイール OE 装備 197 kg

Dynamic Damping Control (DDC) OE 装備 198.2 kg

許容総重量 407 kg
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最大積載荷重 210 kg

M パッケージ OE 装備 213.3 kg

Race パッケージ OE 装備 211.7 kg

パッセンジャーパッケージ OE 装備 209.2 kg

M バッテリー OE 装備 211.9 kg

M 鍛造ホイール OE 装備 210 kg

Dynamic Damping Control (DDC) OE 装備 208.8 kg

性能

最高速度 >200 km/h
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リサイクリング
二輪車を廃棄する場合は？
最寄りの「廃棄二輪車取扱店」 の
BMW Motorrad ディーラーにご
相談ください。

「破棄二輪車取扱店」とは、（社）
全国軽自動車協会連合会の登録
販売店で、 二輪車リサイクルに
関する特殊業務を行う広域廃棄
物処理指定業指定店として登録
されている廃棄二輪車取扱店で
す。 廃棄二輪車を適正処理する
ための窓口であり、 店頭に「廃棄
二輪車取扱店の証」 が表示され
ています。

廃棄二輪車取扱店の証

リサイクル料金と二輪車リサ
イクルマーク
リサイクル料金は廃棄二輪車を
適正な処理を行い、 再資源化す
る費用です。
リサイクルマーク（3 cm × 3 cm）
が車体（シートの下） に貼付され
ている BMW Motorrad は、 リサ
イクル費用がメーカー希望小売
価格に含まれておりますので、
再資源化に必要なリサイクル料
金はいただきません。
ただし、運搬および収集費用は含
まれておりませんので、 お客様
から廃棄二輪車取扱店、 および

指定引取所迄の運搬および収集
費用はお客様負担となります。
尚、運搬および収集費用は、依頼
する廃棄二輪車取扱店にお問い
合わせください。
また、 お客様の都合で二輪車リ
サイクルシステムを活用されな
い場合に於いても、 リサイクル
料金は返還いたしません。

シート下のフレーム等に貼付し
ています
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二輪車リサイクルマークの取
扱い
二輪車を廃棄する際は、 二輪車
リサイクルマークが必要となり
ます。
リサイクルマークは車体から剥が
さないでください。 尚、 紛失、
破損による再発行、 部品販売の
取扱いはございません。
リサイクルマークの剥がれ等に
より、リサイクルマーク付車両か
否か不明の場合は、（財） 自動車
リサイクル促進センターのホー
ムページおよび二輪車リサイク
ルコールセンターでご確認くだ
さい。

廃棄二輪車に関するお問合せ
について
廃棄二輪車に関するお問い合わ
せは、 最寄りの「廃棄二輪車取
扱店」 の BMW Motorrad ディー
ラーまたは下記の二輪車コールセ
ンターまでお問合せください。

（財） 自動車リサイクル促進セン
ター内

二輪車リサイクルコールセン
ター
電話番号 03-3598-8075
受付時間 9 時 30 分～ 17 時
00 分（土日祝日、年末年始等を
除く）
インターネット ：www.jarc.or.jp

BMW Motorrad サービス
BMW Motorrad は広範囲にわた
るディーラーネットワークによ
り、 世界 100 カ国以上で、 お客
様およびご使用のモーターサイク
ルのためのサービスを提供して
います。 BMW Motorrad ディー
ラーは、 ご使用のBMW モーター
サイクルにおいて、あらゆるメイ
ンテナンスおよび修理作業を確実
に行うための技術情報および技
術的ノウハウを備えています。
最寄りのBMW Motorrad ディー
ラーは下記のインターネットサ
イトでご確認いただけます ：

bmw­motorrad.com

警告

不適切に行われたメインテナン
スや修理作業
損傷による事故の危険

BMW Motorrad では、 モー
ターサイクルに関する作業
はBMW Motorrad ディーラー
に依頼することをお勧めしま
す。

ご使用の BMW モーターサイクル
が常に最適な状態に保たれている
ようにするため、BMW Motorrad
は、 規定のメインテナンスイン
ターバルを順守することをお勧
めします。
実施すべきメインテナンスおよ
び修理作業については、 本書の

「サービス」 の章でご確認くださ
い。 保証期間が満了した後で修
理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが絶対的な必要条件にな
ります。
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BMW サービスの内容につきま
しては、 BMW Motorrad ディー
ラーにおたずねください。

BMW Motorrad サービス
履歴
記入項目
実施したメンテナンス作業が整
備手帳に記入されます。 整備手
帳の記入項目は、 定期メンテナ
ンスの証明になります。
車両のサービス履歴が更新され
ると、 サービスに関するデータ
がミュンヘンにある BMW AG 本
部 IT システムに保存されます。
サービス履歴に記入されたデー
タは、車両所有者変更後、新しい
所有者も見ることができます。
BMW Motorrad ディーラーや専
門の整備工場もサービス履歴に
記載されているデータを見るこ
とができます。

異議申し立て
車両所有者は、 車両を所有する
間BMW Motorrad ディーラーま
たは専門の整備工場に対して、
サービス履歴への記入およびそれ
に関わる車両データの保存およ
び自動車メーカーへのデータ転
送に関して異議を申し立てるこ
とができます。 この場合、 車両
のサービス履歴の記入が行われ
なくなります。

BMW Motorrad モバイル
サービス
BMW Motorrad の新車は、
万が一のトラブル発生時に
はBMW Motorrad エマージェン
シーサービスによる各種のサー
ビスを受けることができます（モ
バイルサービス、 現場で対応可
能な範囲での応急処置、 車両の
回送など）。
モビリティーサービスの詳細に
つきましては、 BMW Motorrad

ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

メインテナンス作業
BMW 納車前点検
BMW 納車前点検は、 車両をお
客様にお渡しする前に、 BMW
Motorrad ディーラーによって実
施されます。

BMW 初回点検
BMW 初回点検は 500 km～
1200 km の間に行います。

BMW サービス
BMW サービスは 1 年に 1 度実
施されます。 サービス項目は車
両使用年数および走行距離数に応
じて異なります。 BMW Motorrad
ディーラーがお客様にサービス
の実施を確認し、 次回のサービ
ス時期を登録します。
1 年間にかなりの距離を走行す
る車両に関しては、 場合によっ
ては登録されている時期以前に
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サービスを実施する必要があり
ます。 この場合、 該当する最長
走行距離が一般整備記録に追記
されます。 次回のサービス時期
の前にこの走行距離に達した場
合は、 予定を早めてサービスを
実施する必要があります。
TFT ディスプレイのサービス
インジケーターにより、 登録日
の約 1 カ月前または登録距離の
1000 km 前に、 次のサービスの
時期が近づいていることが示さ
れます。

サービスに関する詳しい情報に
ついては、 以下を参照してくだ
さい ：
bmw-motorrad.com/service

車両に必要なサービス範囲は、
下記のメインテナンススケジュー
ルで確認できます ：
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メインテナンススケジュー
ル
1 BMW 慣らし運転（オイル

交換を含む）
2 BMW 標準サービス範囲
3 エンジンオイルを交換する

（フィルター交換時）
4 バルブクリアランスを点検

する
5 バルブタイミングを点検す

る
6 すべてのスパークプラグを

交換する
7 エアフィルターエレメント

を交換する
8 テレスコピックフォークの

オイル交換
9 システム全体のブレーキフ

ルードを交換する
a 毎年または 10000 km ごと

（先に該当した方）
b 初回は 1 年後、 その後は

2 年ごと
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メンテナンスの確認
BMW Service 標準範囲
以下は、 BMW Service 標準範囲の活動が記載されています。 車両に該当するサービス範囲は、 実際には
異なる場合があります。

BMW Motorrad 診断システムで車両テストを実行する
ブレーキライン、 ブレーキホースおよび接続の目視点検
ブレーキパッドとフロントブレーキディスクの摩耗点検
フロントブレーキフルードレベルの点検
ブレーキパッドとリアブレーキディスクの摩耗点検
リヤブレーキフルードレベルの点検
ステアリングヘッドベアリングの点検
クーラントレベルを点検します
クラッチレバーフィッティングの固定を点検する
クラッチケーブルとクラッチレバーの遊びを点検する
クラッチ操作に潤滑する
チェーンドライブを点検し、 潤滑する
タイヤ空気圧およびトレッドの溝の深さの点検
サイドスタンドがスムーズに動くか点検する
照明および信号装置の点検
エンジン始動抑止機能の機能点検
最終点検および交通安全性の点検
BMW Motorrad 診断システムを用いて、 サービスの日付および残り距離を登録する
バッテリーのチャージ状態の点検
車両取扱説明書のBMW サービスを確定する
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BMW 納車前点検
実施済み

日付

押印、 署名

BMW 初回点検
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
バルブクリアランスの点検
バルブタイミングを点検する （シリン
ダーヘッドカバーを取り外した状態）
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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サービスの確認
この表は、 メンテナンス作業、 修理作業、 取り付けられた特別付属品、 および実施された特別活動の確
認のために利用できます。

実施済みの作業 距離 km 日付
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実施済みの作業 距離 km 日付 14
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FCC Approval

Ring aerial in the 
ignition  switch

To verify the authorization 
of the ignition key, the 
electronic immobilizer 
exchanges information with 
the ignition key via the ring 
aerial.

This device complies with 
Part 15 of the FCC rules. 
Operation is subject to the 
following two conditions:
(1) This device may not    

cause harmful inter-
ference, and 

(2) this device must accept 
any interference 
received, including 
interference that may 
cause undesired 
operation. 

Any changes or modifi-
cations not expressly 

approved by the party 
responsible for compliance 
could void the user’s 
authority to operate the 
equipment. 



Approbation de 
la FCC

Antenne annulaire 
présente dans le 
commutateur d'allumage

Pour vérifier l'autorisation 
de la clé de contact, le 
système d'immobilisation 
électronique échange des 

informations avec la clé de 
contact via l'antenne 
annulaire.
Le présent dispositif est 
conforme à la partie 15 
des règles de la FCC. Son 
utilisation est soumise aux 
deux conditions suivantes :
(1) Le dispositif ne 

doit pas produire 
d'interférences 
nuisibles, et 

(2) le dispositif doit 
pouvoir accepter toutes 
les interférences 
extérieures, y compris 
celles qui pourraient 
provoquer une 
activation inopportune. 

Toute modification 
qui n'aurait pas été 

approuvée expressément 
par l'organisme responsa-
ble de l'homologation peut 
annuler l'autorisation 
accordée à l'utilisateur pour 
utiliser le dispositif. 



Declaration of Conformity 

Radio equipment TFT instrument cluster 

For all Countries without EU 

Technical information 
BT operating frq. Range: 2402 – 2480 MHz 
BT version: 4.2 (no BTLE) 
BT output power: < 4 dBm 
WLAN operating frq. Range: 2412 – 2462 MHz 
WLAN standards: IEEE 802.11 b/g/n 
WLAN output power: < 20 dBm 

Manufacturer and Address 
Manufacturer:  
Robert Bosch Car Multimedia GmbH 
Adress: Robert Bosch Str. 200,  
31139 Hildesheim, GERMANY 

Turkey 
Robert Bosch Car Multimedia GmbH, ICC6.5in 
tipi telsiz sisteminin 2014/53/EU  
nolu yönetmeliğe uygun olduğunu beyan eder.  
AB Uygunluk Beyanı'nın tam metni, aşağıdaki 
internet adresinden görülebilir: http://cert.bosch-
carmultimedia.net 

Brazil 
Este equipamento opera em caráter secundário, 
isto é, não tem direito a proteção contra 
interferência prejudicial, mesmo de estações do 
mesmo tipo, e não pode causar interferência a 
sistemas operando em caráter primário. 



Canada 
This device complies with Industry Canada’s 
licence-exempt RSSs and part 15 of the FCC 
Rules. Operation is subject to the following two 
conditions:  
(1) this device may not cause interference, and 
(2) this device must accept any interference, 
including interference that may cause undesired 
operation of the device.

Changes or modifications not expressly approved 
by the party responsible for compliance could 
void the user's authority to operate the 
equipment. 

Le présent appareil est conforme aux CNR 
d'Industrie Canada applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation est autorisée 
aux deux conditions suivantes : (1) l'appareil ne 
doit pas produire de brouillage, et (2) l'appareil 
doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, 
même si le brouillage est susceptible d'en 
compromettre le fonctionnement. 

Mexico 
La operación de este equipo está sujeta a las 
siguientes dos condiciones: 
(1) es posible que este equipo o dispositivo no
cause interferencia perjudicial y 
(2) este equipo o dispositivo debe aceptar 
cualquier interferencia, incluyendo la que pueda 
causar su operación no deseada. 

Taiwan, Republic of 
根據 NCC 低功率電波輻射性電機管理辦法 規定: 
第十二條

經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公

司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功率

或變更原設計之特性及功能。

第十四條

低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干擾合

法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改

善至無干擾時方得繼續使用。

前項合法通信， 

指依電信法規定作業之無線電通信。

低功率射頻電機須忍受合法通信或工業、科學及醫

療用電波輻射性電機設備之干擾。



Thailand 
เคร่ืองโทรคมนาคมและอุปกรณ์น้ี 
มีความสอดคลอ้งตามขอ้กาํหนดของ กทช. 
(This telecommunication equipments is in 
compliance with NTC requirements) 

United States (USA) 
This device complies with Industry Canada’s 
licence-exempt RSSs and part 15 of the FCC 
Rules. Operation is subject to the following two 
conditions:  
(1) this device may not cause interference, and 
(2) this device must accept any interference, 
including interference that may cause undesired 
operation of the device.

Changes or modifications not expressly approved 
by the party responsible for compliance could 
void the user's authority to operate the 
equipment. 

Le présent appareil est conforme aux CNR 
d'Industrie Canada applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation est autorisée 
aux deux conditions suivantes : (1) l'appareil ne 
doit pas produire de brouillage, et (2) l'appareil 
doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, 
même si le brouillage est susceptible d'en 
compromettre le fonctionnement. 

Korea
적합성평가에 관한 고시
R-CMM-RBR-ICC65IN
상호 : Robert Bosch Car Multimedia 
GmbH모델명 : ICC6.5in
기자재명칭 : 특정소출력 무선기기
(무선데이터통신시스템용 무선기기)
제조자 및 제조국가 : Robert Bosch Car
Multimedia GmbH / 포르투갈
제조년월 : 제조년월로 표기
이 기기는 업무용 환경에서 사용할 목적으로
적합성평가를 받은 기기로서 가정용 환경에
서 사용하는 경우 전파간섭의 우려가 있습니
다.



A
ABS

技術情報, 146
自己診断, 111
表示, 42

B
Bluetooth, 80

ペアリング, 80

D
DDC

技術情報, 149
校正する, 104

DTC, 19
OFF にする, 55
ON にする, 55
インジケーター／警告灯, 43
技術情報, 150
自己診断, 112
制御を調整する, 131
操作する, 55

Dynamic Brake Control, 153
技術情報, 153

H
Hill Start Control, 60, 155

オン /オフ, 61
技術情報, 155
作動不可, 46
操作する, 60
表示灯および警告灯, 45, 46

Hill Start Control Pro
技術情報, 155
操作する, 61
調整する, 62

L
Laptimer

時間計算を開始する, 125
時間計算を終了する, 125
操作する, 125
調整する, 125

P
Pairing, 80
Pre-Ride-Check, 111

R
RACE PRO, 127

初期設定に戻す, 128
設定する, 127

Rider's Manual
車両における位置, 18

あ
アクセサリー

M Cover Kit, 194
ア ク セ サ リ ー 用 コ ネ ク
ター, 192
一般的な情報, 192

値
表示, 28

安全に関する注意事項
ブレーキ, 115
ライディングにあたって, 108

い
イグニッション

OFF にする, 51
ON にする, 50

イグニッションキルスイッチ, 20
操作する, 51
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インジケーター／警告灯, 21
全体図, 24

う
ウインカー

操作する, 54
操作部, 19
操作部（右側） , 20

ウインドシールド
調整エレメント, 17

え
エアクリーナー

車両内の位置, 17
エマージェンシーコール

作動解除する, 126
エンジン

エンジンエレクトロニクス警告
表示, 40
エンジンコントロール用警告表
示, 41
始動, 110
駐車, 51
テクニカルデータ, 212
排気ガス警告灯, 40

エンジンオイル
充填レベルを点検する, 161
注入口, 17
テクニカルデータ, 212
フルードレベル表示, 17
補充する, 163

エンジン回転数表示, 21
エンジン回転数表示, 77

エンジン始動ロック
スペアキー, 51

お
お手入れ

クローム, 199
塗装 /シーリング, 200

オンボードコンピューター, 66

か
型式プレート

車両における位置, 17

き
キー, 50
記号と意味, 6

ギヤチェンジ
シフトアップ推奨, 78
シ フ ト ポ イ ン ト 用 フ ラ ッ
シュ, 114

ギヤボックス
テクニカルデータ, 213

給油, 118
燃料品質, 117

く
クーラント

オーバーヒート用警告表示, 39
充填レベルを点検する, 168
補充する, 168

クラッチ
遊びを調整する, 167
遊びを点検する, 167
機能を点検する, 166
クラッチレバーを調整する, 93
テクニカルデータ, 213

グリップヒーター
操作する, 65
操作部, 20

クルーズコントロール, 19
操作する, 57
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け
警告灯, 21

全体図, 24
警告表示

ABS, 42
DTC, 43
Hill Start Control, 45, 46
エンジンコントロール, 41
エンジン電装, 40
ギア未学習, 46
クーラント温度, 39
車両電装システム電圧, 37
転倒検知センサー, 41
盗難警報装置, 39
排気ガス警告灯, 40
表示, 28
フューエルリザーブ容量, 45
ライトバルブの故障, 38
私の車両, 83

警告表示一覧, 31

こ
コンビネーションスイッチ

左側面, 19
右側面, 20

さ
サービス, 225

サービス履歴, 226
サービス表示, 47
サスペンション

テクニカルデータ, 215

し
シート

脱着する, 66
ロッキングハンドル, 15

始動, 110
操作部, 20

始動補助, 181
シフトアシスト, 113, 154

ギア未学習, 46
技術情報, 154
走行, 113

シフト表示
ON にする／ OFF にする, 63
調整する, 63

シフトレバー
逆シフト, 142

車高
調整する, 101

車両
再使用する, 201

車両識別番号
車両における位置, 17

車両電装システム電圧
警告表示, 37

重量
積載荷重一覧, 15
テクニカルデータ, 221

仕様（諸元）
一般的な情報, 7
エンジン, 212
エンジンオイル, 212
規格, 7
ギヤボックス, 213
クラッチ, 213
サスペンション, 215
重量, 221
スパークプラグ, 220
寸法, 221
電装システム, 219
燃料, 211
バッテリー, 219
ヒューズ, 219
ブレーキ, 216
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フレーム, 214
ホイールとタイヤ, 217
ライトバルブ, 220
リヤホイールドライブ, 214

照明警告
作動解除する, 126

ショックアブソーバー
調整エレメント（フロント）, 15
調整エレメント（リヤ） , 15
調整する, 98
調整する（DDC 非装備） , 98

診断コネクター
固定する, 186
車両における位置, 18
外す, 186

す
スイングアーム

スイングアームピボットポイン
トの調整, 102

ステアリングダンパー
ステアリングダンパー, 15
調整する, 93

ステアリングロック
ロックする, 50

スパークプラグ, 220
スピードメーター, 21
スプリングプリロード

調整エレメント（フロント）, 15
調整エレメント（リヤ）, 15, 17
調整する, 94

寸法
テクニカルデータ, 221

せ
制限速度情報

オンまたはオフにする, 77
全体図

TFT ディスプレイ, 25, 27
シート下, 18
左 コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ
チ, 19
左側面図, 15
表示灯および警告灯, 24
右 コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ
チ, 20
右側面図, 17
メーターパネル, 21
私の車両, 83

そ
走行モード

技術情報, 151
操作部, 20
調整する, 56

装備, 7
それまでで最高のラップ, 126

た
タイヤ

充填圧, 219
充填圧表, 15
タイヤ空気圧を点検する, 169
テクニカルデータ, 217
トレッドの溝の深さを点検す
る, 169
慣らし走行, 113

ち
チェーン

グリースを塗布する, 187
たるみを調整する, 188
たわみ量を点検する, 187
摩耗状態を点検する, 188
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チェックコントロール
ダイアログ画面, 28
表示, 28

チェックリスト, 109
駐車, 117

つ
ツールキット

車両における位置, 18
内容, 158

て
TFT ディスプレイ, 21

全体図, 25, 27
操作する, 74, 75
操作部, 19
表示を選択する, 71

電源ソケット
車両における位置, 17

電装システム
テクニカルデータ, 219

転倒検知センサー
表示灯, 41

電話
操作する, 88

と
盗難警報装置

警告表示, 39
操作する, 63
表示灯, 21

時計
調整する, 79

トラクションコントロール, 150
DTC, 150

トラブルシューティング, 204
トルク, 208

な
ナビゲーション

操作する, 86
慣らし走行, 112

に
荷物

積載に関する注意, 108

ね
燃料

給油する, 118
テクニカルデータ, 211
燃料品質, 117

は
パーキングライト, 53
排気ガス警告灯, 40
ハザードランプ

操作する, 53
操作部, 19, 20

バッテリー
車両から外す, 183
車両における位置, 18
車両に接続する, 184
充電, 184
仕様（諸元） , 219
取り付ける, 185
取り外す, 185
ボードエレクトリック電源電圧
に関する警告表示, 37
メ イ ン テ ナ ン ス に 関 す る 注
意, 182

バルブ
LED 照明手段を交換する, 177
テクニカルデータ, 220
バルブの不具合に関する警告表
示, 38
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ひ
ピットレーンリミッター, 130

最高回転数を設定する, 130
操作する, 130
調整する, 130

Pure Ride
全体図, 25

ヒューズ
交換する, 185
車両における位置, 18
テクニカルデータ, 219

ふ
フェアリング

サイドフェアリングの取り付
け, 178
サイドフェアリングの取り外
し, 177
リアセクションカバーを取り付
ける, 180
リアセクションカバーを取り外
す, 178

フォローミーホームライト, 53
フューエルリザーブ容量

警告表示, 45
走行可能距離, 78

ブレーキ
ABS Pro, 148
ABS Pro は 走 行 モ ー ド に 対
応, 116
安全に関する注意事項, 115
機能を点検する, 163
テクニカルデータ, 216
ハンドルレバーを調整する, 92

ブレーキパッド
慣らし走行, 113
フロントを点検する, 163
リヤを点検する, 164

ブレーキフルード
フロント充填レベルを点検す
る, 165
フロントリザーバータンク, 17
リ ヤ 充 填 レ ベ ル を 点 検 す
る, 165
リヤリザーバータンク, 17

フレーム
テクニカルデータ, 214

フロントホイールスタンド
取り付ける, 159

へ
ヘッドライト

光軸, 92
右側 / 左側走行の設定, 92

ほ
ホイール

サイズ変更, 170
テクニカルデータ, 217
フロントホイールを取り付け
る, 172
フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 取 り 外
す, 170
ホイールリムを点検する, 169
リ ヤ ホ イ ー ル を 取 り 付 け
る, 175
リヤホイールを取り外す, 174

ホーン, 19
本書の記述について, 7

ま
マルチコントローラー, 19
マルチファンクションディスプ

レイ
サーキット走行用表示, 122
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み
ミラー

脱着する, 133
調整する, 92

め
メインテナンス

メ イ ン テ ナ ン ス ス ケ ジ ュ ー
ル, 229

メ イ ン テ ナ ン ス ス ケ ジ ュ ー
ル, 226

メーターパネル
周囲輝度センサー, 21
全体図, 21

メディア
操作する, 88

メニュー
呼出し, 74

メンテナンスの確認, 230

も
モーターサイクル

お手入れ, 197
固定する, 119
清掃する, 197
駐車, 117

長期保管, 200
モバイルサービス, 226

ら
ライセンスプレートベース

脱着する, 136
ライダー情報ステータス欄

調整する, 75, 76
ライト

操作部, 19
パーキングライト, 52
ハイビームヘッドライトを操作
する, 53
パ ッ シ ン グ ラ イ ト を 操 作 す
る, 53
フォローミーホームライト, 53
ロービーム, 52

り
リアセクションカバー

取り付ける, 180
取り外す, 178

リサイクリング, 224
リヤホイールスタンド

取り付ける, 160

リヤホイールドライブ
テクニカルデータ, 214

れ
レースサーキット, 126

サーキット走行用表示, 121
サスペンション調整, 132
ピットレーンリミッター, 130
レ ー ス ス タ ー ト と Launch
Control, 129

ろ
ローンチコントロール, 127, 128

レーススタート, 129
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ご購入いただきました車両の装
備、アクセサリー、仕様は、本書
の説明や図と異なる場合があり
ます。 これらについてのクレー
ムはご容赦ください。
本書に記載されている寸法、 重
量、 燃費、 性能などのデータに
は、 一般に認められている許容
誤差が含まれています。
デザイン､装備､アクセサリーな
どは、 製品を改良するために予
告なく変更することがあります｡
印刷の誤りや誤字、脱字に起因す
るクレームはご容赦ください。

© 2018 Bayerische Motoren
Werke Aktiengesellschaft
80788 München, Germany
本書はその全部について、たとえ
一部であっても、BMW Motorrad
After Sales から書式による承諾
を得た場合を除き、 転載や複製
することは禁じられています。

オリジナル Rider´s Manual、
Printed in Germany



燃料補給用データ ：

燃料

推奨フューエルグレード 無鉛プレミアムガソリン（ハイオク） (最大 5％エタノー
ル、 E5)
98 ROZ/RON
93 AKI

燃料品質の選択肢 無鉛スーパー、（出力および燃費の制約。） (エタノール
10 %以下、 E10)
95 ROZ/RON
90 AKI

フューエル容量 約 16.5 l

フューエルリザーブ容量 約 4 l

タイヤ充填圧

タイヤ充填圧（フロント） 2.5 bar、 1 名乗車時、 タイヤ冷間時
2.5 bar、 タンデム走行、 積載あり、 タイヤ冷間時

タイヤ充填圧（リヤ） 2.9 bar、 1 名乗車時、 タイヤ冷間時
2.9 bar、 タンデム走行、 積載あり、 タイヤ冷間時

ご使用の車両に関するさらに詳しい情報については、 次のウェブサイト
を参照してください ：bmw­motorrad.com

BMW recommends

P/No.: 01 40 9 899 568
09.2018、 1st edition、 08

*01409899568*
*01409899568*
*01409899568*
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